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　港街フランダーズの郊こう外がいで、出撃準備を調ととのえた麾き下かの兵団を巡じゆん察さつしていたフランダーズ公ロートレックの下もとへ幕ばく僚りようの一人が駆け寄ってきた。

　彼に気づいたロートレックは、鎧よろいに包まれた堂々とした体たい軀くをゆっくりと部下に向け、どうかしたか？　と訊きいた。

　幕僚は軽く頭を下げた後、馬上の主君を見上げて口を開いた。

「先ほど早馬が駆け込んできました」

「旧教会に何か動きが？」

「旧教会が西さい果はての半島へ旅団三個を送り込んだという情報を、奴やつらのお膝ひざ元もとへ送り込んだ者どもが入手したそうです」

　ロートレックが目を細める。

「ほう？　西果ての半島へ？」

「さようでございます」

「神の第三旅団を率いるジュエルジュードが討うち死じにしたのも、たしか西果ての半島だったな？」

「さようでございます」

　ロートレックは怪け訝げんそうな表情になって呟つぶやいた。

「西果ての半島で、いま何が起きているのだ」

　その呟きを自分への問いと思った幕僚は、

「現在、そちらも探らせております。今のところ、半島の都市国家の一つ、カサンドラ王国が旧教会に逆らう動きを見せているのは確かなのですが……」

　と答えたのだが、ロートレックは部下の物言いの曖あい昧まいさが気になった。

「未確認情報があるのか？」

　幕僚は、はい、と頷うなずいて徐おもむろに口を開く。

「西果ての半島にある黒い森に棲すむ魔女どもがカサンドラ王国と結んで旧教会勢に勝利したという噂うわさがございます。旧教会が箝かん口こう令れいを敷いているためか、確たる情報は把握し切れていません。確認すべく西果ての半島にも人を送りましたので、いずれは」

「なるほど。その噂が真実なら、ジュエルジュードが魔女に討ち取られたという噂も真実だということになる」

「そちらも旧教会が必死になって隠そうとしていますので、本当のところはどうだったか掴つかめておりませんが、おそらくそうでありましょう」

「面白いな。旧教会の阿あ呆ほうどもが地じ団だん駄だを踏んでいる様が目に浮かぶぞ」

「だからこそ、三個旅団を派兵したのだと思います」

「その三個も負けると愉ゆ快かいなのだがな」

「さすがにそれはないかと思います」

「そうとも言い切れまい。何しろあの常勝不敗のジュエルジュードが敗れたのだからな。戦いくさに絶対はないぞ？」

「ですが、今回送られた三個旅団の中に、あのグリスタン率いる第七旅団が含まれているのです」

「なに!?」

　瞬時、眉を顰ひそめたロートレックだが、すぐに愁しゆう眉びを開いた。

「それは間違いないか？」

「はい。今回送られた三個の旅団は、第二旅団、第七旅団、第八旅団であると早馬が伝えてきました。これに関しては間違いないという話です」

「第二旅団の旅団長はゲッツェンバーグだったな？」

「さようでございます」

　ロートレックは、にやりとほくそ笑んだ。

「これは幸さい先さきがいい」

　ロートレックは笑みを消し、真顔になって言葉を継ついだ。

「神の旅団の野戦に於おける強さは我らの最大の脅きよう威い。中でもジュエルジュードの第三旅団とグリスタンの第七旅団、ゲッツェンバーグの第二旅団は要注意だった。だが、今や第三旅団は旅団長を失い、第七旅団と第二旅団は西さい果はての半島にいる。逆に言えば大陸本土に我らの侵攻を阻はばむような脅威はいないことになる。これこそ我らの聖戦を我らの神が祝福している証拠ではないか」

「まことに仰おおせのとおりかと。旅団最さい凶きようと言われる第七旅団がいるかいないかで、味方の兵の士気も変わってきます」

「うむ。異端や魔女に対する容よう赦しやのない苛か烈れつな戦ぶりばかりが大きく取り上げられるが、グリスタンの本当に厄やつ介かいなところは戦上じよう手ずであることだ。個人の戦闘能力ではジュエルジュードが遙はるかに上回っていたが、旅団の戦闘力という意味では、第七は第三に勝まさるとも劣おとらないとわたしは思っている。旅団の中では、珍しく攻こう城じよう戦せんの経験が豊富なのが厄介だ。何しろ異端が立て籠こもる都市や砦とりでを相手より少ない兵力で苦もなく陥おとし、立て籠もる兵や住民を丸ごと焼き尽くす男だからな、奴やつは」

「グリスタンと第七旅団が通った地方には草一本残らないとまで言われておりますから」

　そう言って幕ばく僚りようは小さく体を震わせた。

「今回、第三旅団と第七旅団を相手にしないで済むのは実に助かりますね」

　ロートレックは、ふん、と小さく鼻を鳴らした。

「我らとしてはできるだけ長く三個の旅団を西果ての半島に引きつけておいてもらいたいところだが、カサンドラ王国とやらが籠ろう城じよう戦を選んでも、そう長くは保もち堪こたえられまい」

「そうですね。どれほど頑張っても、おそらく一ひと月つきとは保たないのではありませんか」

「その間に我らはできるだけ戦果を上げておかないとならない。可能な限りの失地回復を果たさなくてはならない。進撃速度こそを優先させる。部下には改めてそのことを伝えておこう。本島から渡海してきた諸将にも念押ししておかなくてはな」

　ロートレックは、序盤戦でグリスタンやゲッツェンバーグが率いる神の旅団と戦う可能性がなくなったことを喜んだ。

（大陸本土に残っている他の旅団なら、それほど大きな脅きよう威いにはならないだろう。まずは要よう衝しようブラッセルを陥おとし、フランセ地方を切り取る。フランセ地方を奪だつ還かんしてしまえば、旅団が何個来ようと問題はない。たとえ相手が、あのグリスタンであろうともな）

　ロートレックは不敵な笑みを浮かべて宙を見上げた。

　その思惑が見事に外れることになろうとは、さすがの彼も夢にも思っていなかった。












「さぁて、どうやって神のご威光を遍あまねく知らしめる？　どうやって神のご意向を実現させる？」

　グリスタンに向けてそう言ったのは、旧教会の誇る神の旅団の中うち、第二旅団を率いる旅団長、ゲッツェンバーグである。集まった三人の中でもっとも年とし嵩かさで、四十代前半くらいだろうか。痩そう身しんで背が高く、どこか飄ひよう々ひようとした印象を見る者に与える男だった。

「今回の作戦では、おまえが教王様から指揮官に指名されたんだ。ちゃんと指揮してくれないと困るぜ、グリスタン」

　問われたグリスタンは小さく肩をすくめ、端整な顔に薄い笑みを浮かべて言った。

「王都を包囲して街を焼き払うのがよいでしょう。それで神の敵に繋つながる者どもを綺き麗れいに消し炭にできます」

　第八旅団長のメッシーナが小さなため息を吐ついた。彼女のほうは美しい顔に愁うれいの翳かげを浮かべている。

「相も変わらず過激な考え方ね」

「そうですか？　それがいちばん手っ取り早いでしょう」

「早ければいいってものじゃないと思うけど」

　というメッシーナの棘とげのある指摘にも、グリスタンは薄い笑みを崩さないまま、小首を傾かしげた。

「早いほうがいいと思いますね、わたしは」

　それからグリスタンは顔をゲッツェンバーグに向ける。

「貴方あなたはどうお考えなのです」

「俺か？　俺は今回はおまえの制御役だからな、おまえがやり過ぎそうな場合は手た綱づなを締めさせてもらうがな」

「王都を丸ごと焼き払うのはやり過ぎだと？」

「街の住民の大半は魔女とはなんの関係もない者たちだろう？　そいつらまで一緒くたに焼き殺したら、却かえって神の栄光に傷がつきかねんと俺は思うよ」

　笑みを消したグリスタンは小さく肩をすくめてみせる。

「やれやれ。お二人から断罪されてしまいました」

「焼くなら、王侯貴族と兵士までにしておくことだ」

「いちいち選別して焼くのは手間だと思いますよ」

「まず焼くことを考えるからだ。まずは捕らえて、それから焼けばいいじゃないか」

「面倒ですねぇ」

「神の戦士が、そんなことを面倒くさがるな」

　というゲッツェンバーグのツッコミに、グリスタンはまたも小さく肩をすくめた。

「仕方がありませんね。では、王都を陥おとした後、捕らえた王侯貴族を魔女の荷か担たん者しやとして火ひ炙あぶりにするということで」

「まぁ……それならいいんじゃないか？」

　ゲッツェンバーグが顔をメッシーナのほうへ向けると、彼女も小さく頷うなずいた。

「それならいいんじゃないかしら」

「お二人の許しが出たところで、ではこうしましょう」

　グリスタンは二人の旅団長の顔を交互に見やって言った。

「王都を囲んで降伏を勧告する。勧告に応じない場合は、期限を区切って総攻撃をすると最後通つう牒ちようを出す。同時に住民は街から逃げるように勧める。応じないで街に残った者は、王族だろうが貴族だろうが兵士だろうが住民だろうが、すべて神の敵である魔女の荷か担たん者しやですから遠慮は要らない。総攻撃をして街を陥おとし、捕らえた者はみな神の敵として焚ふん刑けいに処す」

　腕組みして少し考えていたゲッツェンバーグは、やがて顔を上げて頷いた。

「まぁ、それならいいんじゃねえかな。ただし。俺のところは、攻こう城じよう戦せんはあまり得意じゃねえぞ」

「わたしのところもね」

「お二人の手を煩わずらわせることはしませんよ。都市国家連合の部隊を使って、わたしの旅団で陥としますからご安心を」

「おまえのところは城攻めの経験が豊富だからな、任せるわ。とはいえ、半島の都市国家の兵、役に立つのか？」

　というゲッツェンバーグの問いかけに、グリスタンは小首を傾かしげた。

「さて、どうでしょうね。じっさいに集めてみないとどれだけ使えるかはわかりませんが、なに、いざとなれば『働かない国は神の敵に荷担するものと見なす』とでも脅おどせば、みな大いに頑張ってくれることでしょう」

「相変わらずえげつないな」

「そうですか？」

　頻しきりに首を捻ひねるグリスタンを見て、ゲッツェンバーグは内心でため息を吐つく。

「いや、いい。それよりも。まずはできるだけ多くの都市国家の兵を集めないとならないからな。旅団最さい凶きようという第七旅団の悪名が役に立つだろうさ」

「それは言いがかりというものでしょう」

「俺は言い得て妙だと思うがな」

「わたしもそう思うわね」

「お二人の、といいますか、世間のわたしとわたしの旅団に対する評価が今一つ納得できないのですが……まぁ、いいでしょう。兵の提供を渋しぶるようなら、街の一つくらい燃やしてあげましょう。それで他の都市の奴やつらは目が覚めるでしょうから」

「だから。それが最さい凶きようという評価に繋つながるんだとおまえは自覚したほうがいいぞ。というより。どこかの街を燃やしたりしたら、怖がって、逆に出てこなくなるわ。脅おどかすだけにしておけ。いいな？」

　とゲッツェンバーグは念押しする。

「ゲッツェンバーグ殿は考えすぎなのではありませんか」

「神の旅団といえど、世俗の勢力と無関係で在るわけじゃないんだ。おまえも、もう少し考えたほうがいいだろうと思うぞ。でないと、もしものときに足をすくわれる。あのジュエルジュードでさえ足をすくわれたんだ。過信は禁物ってことだよ」

「気をつけるとしましょう」

　気のない様子でそう応こたえると、グリスタンは一転して言葉に熱を込めた。

「では始めるとしましょうか。悪あく辣らつな魔女と、魔女に荷か担たんするカサンドラ王国を、この世界から一掃するための、抹まつ消しようするための、滅めつ殺さつするための、聖なる戦いの準備を」
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　その場に居合わせた全員の視線がナーガに集中する中で、彼は徐おもむろに口を開いた。

「レンスールの街が魔女の国を認めること。そして、魔女の国がレンスールの街に商館を置いて商活動するのを認めること」

　それが、レンスールの街を実質的に治めている五会頭に対するナーガの要求だった。

　ナーガの要求に額を集めて話し合っていた五会頭だが、やがて彼らの話し合いも終わり、五人はナーガに向き直った。

　五人とナーガが無言で厳しい視線をぶつけ合うと空中で火花が散ったように思え、ナーガの背後に控える魔女たちは思わず息を呑のんだ。

　そうしてどれほどの時間が経たっただろうか。数えれば十かそこらだったはずだが、魔女たちには、その僅わずかな時間が恐ろしく長く感じられた。

「いいでしょう」

　五会頭筆頭のカッシゥスがそう言って頷うなずいたとき、だからハリガンは全身から力が抜けそうになってしまった。

「そうか。認めてくれるか。ありがたい」

　とナーガが応こたえると、カッシゥスは、ただし、と釘くぎを刺してきた。

「無条件で、というわけにはまいりません。何しろあなた方は魔女なのですからな」

　ナーガは、ふん、と鼻を鳴らす。

「条件付きか。いいぜ。どんな条件を付けるんだ？」

「まず、我々も魔女の国に商館を置いて活動することを認めていただきたい」

（なるほど、そう来たか。だが、普通で当たり前の条件ではある）

「それと」

　カッシゥスはナーガの反応を窺うかがうように目を細めた。

「商館の警護は相手方が責任を持って行うこと」

（はは～ん）

　ナーガはカッシゥスが出してきた条件の本当の狙いを読み取った。

（警護にかこつけて商館を兵で囲んでおく。つまり、俺たちが商館に駐在させる者を人質にしておきたいわけだな。ただ、それだけだと意図があからさまになるから、自分たちも魔女の国に商館を置いて人質になる者を駐在させる……と）

　ナーガは、にやりと笑った。

（人質交換は、俺のいた世界でも同盟締結のときの常じよう套とう手段だった。誰を商館に置くかという問題は残るが、悪い条件じゃねえ）

　ナーガの笑みを見て、カッシゥスは彼が自分の意図を正確に見抜いたのを悟る。

（さすがに魔女の軍師。『龍王』を名乗るだけのことはありますな。あの男が相手なら、あまり小細工はしないほうがよさそうだ）

　カッシゥスは、最後の要求を少し修正しようと思った。

「それともう一つ」

「まだあるのか」

　ナーガがうんざりした表情を作ってみせると、カッシゥスは如い何かにも商人らしい笑顔になって応こたえた。

「これが最後でございますよ」

「なら、早く聞かせてくれ」

「黒い森で採れる産物、わたくしどもで一手に引き受けさせていただけますかな。そうすれば、我らの手て蔓づるを存分に活用して思い切り高く売って差し上げますが」

　ナーガの背後に居並ぶ魔女たちの顔が輝いた。黒い森で採れる産物が人の社会でどれほどの価値を持っているのかをまだよく理解していない彼女たちも、自分たちが思う以上に価値があることだけはわかってきた。

　けれど、魔女たちは販はん路ろを持っていない。以前に取引に来た漂ひよう泊はくの民は、最近、とんとご無ぶ沙さ汰ただ。いくら貴重な品々を持っていても、売る当てがなければ意味がない。それこそ宝の持ち腐れである。

　レンスールの街に商館を開いても、販路の開拓に苦労するだろうと思っていたのだが、カッシゥスの申し出は、そんな魔女たちにとって渡りに船だ。

　ハリガン、アイス、レラ、そしてヴィータなど、そんな事情を理解している魔女たちは思わず喜色を顔に浮かべたのだが。

「いや、それは無理だな」

　ナーガはにべもなく断ってしまった。

（なんだとう？）

　ハリガンは驚きの顔でナーガの背を見やり。

（彼あ奴やつ、何を考えておる!?）

　ヴィータは疑念に満ちた目でナーガの背中を睨にらみつけ。

（ナーガさん、どうして断ったのでしょう）

（ナーガさんの意図が読めな、い）

　アイスとレラは小首を傾かしげるのだった。

　そのほかの魔女は、そもそも商館を置く意味も黒い森で採れる産物を売る意味もあまりよくわかっていないので、ナーガの返答に驚きもしなければ疑問にも思わなかった。

「一つのところにすべてを預けるのは危険度が高い。あんたたちのところは、そうだな、五割でどうだ？」

（そんなことを言ったら相手を怒らせるだけなのではないのか!?）

　と、ハリガンなどは内心で大いに焦あせるのだが。

（この男、やりおるわ）

　カッシゥスは怒るどころか、ナーガの返答に商魂が燃え上がるのを感じていた。

「五割では話になりませんな。それでは商館を開くことを認めるわけにはまいりません」

（おいぃ、ナーガ！）

（自分から話を壊してどうする!?）

　ハリガンもヴィータも、声なき声をナーガの背中に叩たたきつけた。

　なのにナーガは動じるどころか、余裕綽しやく々しやくの顔と態度でカッシゥスに応こたえた。

「認めてもらえないんじゃほかへ持っていくしかねえが、それはこちらの本意ではない。何より一から交渉とか、面倒だしな。よし、ここはあんたの顔を立てて妥協しようじゃないか。六割。それでどうだ？」

「こちらとしてもすべてをほかの街へ持ち込まれては困ってしまいますからな、妥協する用意はありますぞ。そうですな、九割では如何いかがでしょうかな？」

「おいおい、九割は欲張りすぎじゃないか？」

「あなたたちこそ、六割では吝りん嗇しよくにもほどがありますぞ」

　ナーガはわざとらしく腕組みして首を傾かしげ、低く唸うなった。

「なら、七割。これが譲れる限度だな」

「八割。こちらもこれが限度ですぞ」

　暫しばし二人は睨にらみ合っていたが、やがてナーガは腕組みを解き、は、と長いため息を吐ついた。

「仕方がない。本当はこれ以上譲りたくないんだが、こちらにも弱みがある。もう一声、負けようじゃねえか」

　カッシゥスが何か言おうと口を開きかけたが、ナーガは彼の機先を制して言った。

「七割五分で手を打とう」

　カッシゥスは開きかけた口を閉じ、何か考える素振りを見せたが、やがて。

「よいでしょう。七割五分。それで手を打とうではありませんか」

　ハリガンやヴィータ、アイスにレラが、密ひそかに安あん堵どの息を吐はく。

（ナーガめ、冷や冷やさせおって。こんなことをして相手の機嫌を損ねたら、このあとの活動がやり難にくくなるのではないのか？）

　ハリガンがキツイ目でナーガの後頭部を睨んでいると、不意にナーガが振り返り、唇を小さく動かした。

（予定どおりだ、心配するな）

（は？）

　ハリガンが目をぱちくりさせていると、ナーガはすぐに顔を戻してしまった。

「じゃ、七割五分で決まりだな」

「ええ、決まりましたな」

　ナーガとカッシゥスが頷うなずき合うのを見て、五会頭の残りの四人が感心した顔になった。彼らは彼らでナーガとカッシゥスの交渉が決裂しないかと心配していたのだ。何しろ相手は商人ではない。人ですらない。魔女と「龍王」なのだから。商人同士でなら通じる阿あ吽うんの呼吸も、魔女と龍王には通じないかもしれない。

　そもそも魔女や龍王が交渉事などするものだろうか。居い丈たけ高だかに自分たちの要求を押しつけてくるのではないか。そうなった場合、黒い森の産物がどれほど魅力的でも、ほかの街に持っていかれたくはなくても、相手の要求を丸まる呑のみするのは無理だ。商人としての矜きよう持じが許さない。

　けれどナーガは、交渉をしてくれた。

　交渉の結果として妥協するなら、譲歩するなら、それは商人にとって日にち常じよう茶さ飯はん事じだから、なんの問題もない。すべて引き受けるという最初に出した条件は、言わば交渉につくための取っかかりにすぎない。カッシゥスも他の四人も、それで決まるとは思っていなかった。

　最大の問題は魔女の側がわが交渉に乗ってくるかどうかだったが、それは杞き憂ゆうに終わった。そもそも条件の提示が交渉の開始の合図だということに相手が気づくかどうかさえ疑わしかったのだ。

　それなのにナーガとカッシゥスのやり取りは、まるで長年商売に携たずさわってきた者同士のように円滑に運んだ。

　結果、レンスールの街の引き受け量は七割五分という妥当な線に落ち着いた。本音を言えば八割以上はほしかったが、文句はない数字だ。それより何より、ナーガが──ということは魔女が、ということでもある──きちんと交渉のできる相手だというのがわかっただけでも、五会頭にとって大きな成果だった。

　自分たちの条件を振りかざし押しつけてくるのではなく、交渉をしつつ互いに歩み寄って最終的な条件を決めるというナーガの態度は、五会頭に安心感を与えた。

（意外と与くみし易やすい相手ではないか？）

（恐れていたほど無む茶ちやな相手ではないな）

　そう安あん堵どしつつ、五会頭は意外の念に打たれていた。

（魔女とは、もっと厄やつ介かいな存在だと思っていたが。もっと危険な存在だと思っていたが。これなら商売の相手として信用できるのではないか）

　というのが彼らの偽らざる思いだった。

「なら、あとは細部を詰めておこうか」

　というナーガの呼びかけに、カッシゥスは満足そうに頷うなずいた。

「かまいませんぞ」
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　ナーガと魔女たちは五会頭の客人として寄合所の中の応接の間に招き入れられ、饗きよう応おうを受けた。

　目の前に並んだ豪勢な酒食に魔女たちはみな目を瞠みはっていたが、ナーガはそれほど興味なさそうな顔で五会頭と話し合いを始めた。魔女の国がレンスールの街に商館を開くに当たっての条件を、ある程度まで詰めておく必要があるからだ。

　ナーガはハリガンとヴィータ、アイスを呼び寄せ、交渉の内容を聞かせた。少なくともこの三人には、五会頭と決めた協約の中身を知っていてもらわなくてはならなかった。

　そこで決まったことは。




・商館を置く場所はレンスールの側がわが指定する。

・具体的な場所はこれから決めるが、港に近く利便のいい場所とする。

・商館として使う建物はレンスールの街が用意し、魔女の国は使用料を支払う。

・使用料は、場所と建物が決まったら相談する。

・魔女の国の者はレンスールの街に自由に出入りできるものとする。

・その人物が魔女の国に所属していることを魔女の国は保証する。

・商館に駐在する者は予あらかじめレンスールの街に届け出をする。

・商館の周囲の警備はレンスールの街の責任とする。

・警備のための人員はレンスールの街が用意する。

・警備の人数はレンスールの街が決めることとする。

・魔女の国の者は武装したまま商館の敷地外に出ない。

・街中を歩く際は警護の兵を連れていく。

・街の住民とはむやみに接触しない。

・黒い森から持ち込んだ産物は、その中の七割五分をレンスールの街に売る。

・どれを買うかはレンスールの街が選べる。

・残った二割五分は、魔女の国が相手を選んで自由に売れるものとする。

・魔女の国とレンスールの街との繋つなぎ役としてロザリア・ロエンタルを充あてる。

・魔女の国が産物を街に運び込んだら、まずはロザリアに伝え、ロザリアは残りの四会頭に連絡をする。

・産物を選ぶ際には、基本、五会頭が立ち会うものとする。

　これらを書き連ねた用紙に、互いが署名を入れて条件を再確認した。

　魔女の側がわからはナーガ、ハリガン、ヴィータが署名をし、レンスールの街の側は五会頭すべてが署名をした。

「これであなた方はわたしたちの取引相手であり顧客となったわけです」

「そうだな。以後、よろしく頼む」

「こちらこそ」




　こうしてナーガと魔女たちは荒あら事ごとに訴えることなくレンスールの街に商館を開くことができた。当初の目的──レンスールの街を支配する──は叶かなわなかったが、これはナーガにとって不満のない結果だった。
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　ナーガと魔女たちはいったん寄合所を辞して自分たちの天幕まで戻り、急いで荷造りをして天幕を畳たたんだ。

　まだハリガン以下が魔女だという話は街中にまで伝わっていないようで、大きな混乱はなかった。

　ただ、踊り子一座が急きゆう遽きよ、天幕を引き払おうとしているのを見た一座の熱心な贔ひい屓き筋が、

「どこへ行くのか？」

「もう街を出るのか？」

「興行は終わりなのか？」

　と迫ってきたので、その相手をするのが少し面倒だった。

　とりあえずナーガは魔女たちに、

「五会頭様に呼ばれたので寄合所に移ります」

　と言わせて誤ご魔ま化かすことにした。

　五会頭の名を持ち出せば街の者は何も言えなくなる。

　彼らは、馬車を引き連れ歩いて移動していくナガネ一座を、名な残ごり惜しそうに手を振って見送った。

「帰る前にもう一度、踊りを見せてくれよ──っ」

「祝しゆう儀ぎは弾むからよ──っ」

「ぜひ、もう一度、見たいからな──っ。頼んだぜ──」

　などという声をかけられ、魔女たちは愛想よく手を振った。

　中にはハリガンを指さし、

「そこの大きな姉ねえちゃん、また縄なわを外して大きなおっぱいを弾ませてくれ──」

　と叫ぶ者もいたが、当のハリガンは顔を真っ赤にして俯うつむくしかなかった。

　そんなハリガンに、アイスが困り顔を作って迫った。

「あらあら、姉あね様さま、そんな愛想のない態度では困りますよ？　なんといっても姉様はナガネ一座の花形踊り子なのですから、にこやかに笑って手を振ってお客様に愛嬌を振りまいてくれなくては。ね？」

「い、いや、しかし……」

「なんでしたら、ここで衣装を外して、手を振る代わりにおっぱいを振って愛嬌を振りまいてくださってもいいんですよ？」

「いいわけあるか！　手を振る代わりにおっぱい振るって、どういう意味だ!?」

「ほら、姉様なら、こう、胸むな覆おおいを外して上体を振れば、おっぱいも手の如ごとく、ぶるるんぶるるんと振れるかな、と思ったのですけれど」

「そんなに振りたければ、おまえが振ればいいだろうが。おまえのおっぱいも、そうとう大きく振れるのではないか？」

「なら、二人で振りましょうか？」

「振るかっっ！　振りたければおまえ一人で振れっっ！」

　などとハリガンがアイスに詰め寄ると、いきなりナーガが割り込んできた。

「なんだなんだ、二人しておっぱいを振る相談か？　楽しそうじゃないか。思いきり派手に振ってくれ」

「だから！　振らんと言うておろうがっ！」

　ハリガンが鬼の形ぎよう相そうでナーガにツッコむと、彼は見送りに来ている見物客のほうに向き直り、右手を挙あげ、左手でハリガンを指さしながら大声で叫んだ。

「お──い、みんなもこの花形踊り子が胸覆いを外して自慢のおっぱいを振り回すところを見たいだろ──っ!?」

「なぁあっっ!?」

　ハリガンは大きく仰のけ反ぞった。

「見たいっ！」

「見たいぃっ！」

「見たい──っっ！」

「ぜひ見たいっっ！」

「何がなんでも見たいぞ──っ！」

「見せるかぁっっ！」

　顔を真っ赤にしたハリガンは見物人に向かって叫び返したが、見物人はますます興奮し、高揚した。

「「「「見ったいっ！　見ったいっ！　見ったいっ！」」」」

「ほら、姉あね様さま、姉様はこれだけ期待されているのですよ？　一座の花形踊り子としては、お客様の期待には応こたえなくては。ね？」

「うぅぅぅぅ」

　すると横からケイが口出ししてきた。

「ハリ姉ねえがっていうか、期待されてるのはハリ姉のおっぱいが、だろうけどさ。羨うらやましいよな～。あたしなんか、どれだけ体を振っても捻ひねっても、おっぱい揺れないもん」

「そうで、す。姉様のおっぱいはハインドラ一族の宝と言えま、す」

「もう覚悟を決めて、ぺろんと出して、ぶるんと振ればいいと思うです」

「くっくっくっ、ハリガン、貴様のおっぱい！　は大人気じゃのう」

　ケイに続いてレラやノノエル、ヴィータまでもが煽あおり始めると。

「うわぁあぁぁ──っっっ」

　ハリガンはいきなり絶叫を放ち、恐ろしい勢いでその場から遁とん走そうしていった。

「あらあら、姉様ったら、お客様をほっぽって逃げ出すだなんて、踊り子の風上にも置けませんね」

（アイスは本当に酷ひどいな）

　自分が煽り始めたのも忘れてナーガがアイスを非難がましい目で見ていると。

「そこまで言うのなら、アイスよ、ぬしが揺すって振ったらどうじゃ」












　とヴィータが絡んできた。

「え？　あ、そうですね。では、ヴィータさんもご一緒に如何いかがですか？」

「はぁ？」

「ヴィータさんも花形踊り子の一人なのですから、思いきり露出して思いきり振って見せてあげたら、見物人の皆さんも大喜びだと思うのですけど？」

「う……い、いや……吾われが花形踊り子というのはそのとおりじゃが、しかし、吾の胸は、なんというか、そう、ちょっとだけ慎つつましやかなので、揺れ具合も慎ましやかというか、ハリガンやアイスのように大きくは揺れんというか……」

「母かか様さまの胸、ちょっとでも揺れますかねぇ」

　エリュシオーネが口の中でそう呟つぶやくのを聞き逃すヴィータではなかった。

「ほほう？　エリュー、ぬしは吾の胸が真っ平らで垂直で絶壁で、むしろ抉えぐれている故ゆえ、これっぽっちも揺れる余地はないと、そう言うのかや？」

「だだだだ誰もそんなことは言ってませんけどっっ!?」

「いま言うただろうが！」

「先に行ってます──っ」

　ハリガンに続いてエリュシオーネも遁とん走そうしていった。

　魔女たちの掛け合いを見ていた見物人から笑いが漏れ、拍手が湧く。もしかすると、これも興行の笑劇の一種だと勘違いしたのかもしれない。

（勘違いだろうとなんだろうと、踊り子たちが見物客の心を掴つかんでいるのは間違いない。見物客にとって、こいつらは魅力的で親しみのある踊り子なんだ。いずれこいつらの正体が知られるだろうが、そのとき、あの踊り子が魔女だなんて信じられないと思ってくれるに違いない。それは俺たちにとって大きな利益になる。だから、ここでの笑劇紛まがいの馬鹿馬鹿しいやりとりも意味がないことじゃないんだ）

　ナーガはアイスやケイ、ノノエル、クゥ、イクシーヌなどに、もっと見送り人に手を振るようにと促うながした。それに応こたえて魔女たちが大きく手を振ると、見物人からの歓声が一段と高まるのだった。
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　寄合所の警備兵を引き連れたロザリアに案内され、ナーガたちは訪問客のために用意された建物に着いた。

「あなたたちの貸し切りにしたから、適当に使ってくれていいわ」

「ありがたい。では遠慮なく使わせてもらう」

「荷物の運び入れは、そちらに任せてしまっていいのかしら？」

「ああ、かまわない。力自慢の娘こがいるからな」

　そう言って、ナーガがアイスのほうに顔を向けると、ロザリアも彼の視線を追いかけてアイスを見やる。彼女はアイスやその周りにいる魔女たちに視線を据すえたまま、ぽつりと呟つぶやいた。

「しかし、不思議ねぇ」

「何がだ」

「あの娘むすめたちが魔女だというのが、よ」

「ははん。魔女は人を騙だまし、人を殺し、人に仇あだなす存在だという噂うわさを信じていたのか？」

「そうねぇ。実際に魔女をこの目で見たことなんかなかったからね、その話が噂か真実かなんて確かめようがないもの。大勢の人間がそう言っていれば、そんなものかと思ってしまうわね」

「で？　実際にその目で見た今は？」

「今は、そうね、少なくともあの娘たちが見み境さかいなく人を騙したり殺したりするなんていう話は嘘うそっぱちだということはわかったわね」

　言葉を選びながらロザリアがそう答えると、ナーガは満足そうに頷うなずいた。

「そうか。今のところはそれで充分だ」

「そうそう、不思議と言えば、もっと不思議なこともあるわね」

「ん？　なんだ？」

「あなたが龍王だということよ。不思議というか、まだ信じられないんだけど」

　ロザリアは上目遣づかいにナーガの顔を見つめる。

「あなた、本当に本物なの？」

　ナーガは意味深な笑みを浮かべて応こたえた。

「さぁて、どうかな。案外、俺も周りからそう言われているだけの見かけ倒しかもしれないぞ？」

　ロザリアは、くくっ、と小さく笑った。

「それはないわね。あなたが見かけ倒しでないことくらい、あたしにもわかるわ」

「ほう？」

「あなたが本物の龍王かどうかは、あたしにはわからない。でも、あなたが本物の男だということくらいわかる」

　今度はナーガが、低く嗚お咽えつするような笑い声を漏らした。

「それはそれは。ずいぶんと高い評価をいただいたものだな」

「正確な品定めは商人にとって必須の能力なの。そして品定めするのは品物だけじゃないわよ。商売の相手も正確に品定めする。それができなきゃ商人なんかやっていられない。商人としてのわたしの目が言っているわ」

「どう言っているんだ？」

「あなたは本物だと。あなたは味方に利益をもたらす男だと。逆に、敵に回せばとても危険な男だと」

「それは過大な評価じゃないか？」

「あら。ではあなたは、自分が人じん畜ちく無む害がいな男だとでも主張するのかしら？」

「たしかに人畜無害ではないだろうな。何しろ俺は魔女の味方だ。それだけで、この世界では有害と認定されるんだろう？」

　ロザリアは、くすくすと如い何かにも可お笑かしそうに笑う。

「面白い男ね。というか、龍王ね。魔女が思っていたよりも普通だったのにも驚いたけど、龍王様がこんな男だったというのにも吃驚びつくりだわ」

　ロザリアは妖艶な笑みを浮かべて己おのれの顔をナーガの顔に寄せた。

「どうかしら。一度ゆっくり葡ぶ萄どう酒しゆでも飲まない？　あなたとなら楽しいお話ができそうだわ」

「いや。俺は酒は飲まない質たちでな。甘い物なら喜んでつき合うが」

「まぁ、そうなの。それも意外ね。でも、いいわ。わたしも甘い物は嫌いじゃないもの。というか、好きだもの。とっておきの焼き菓子や砂糖菓子を用意するから、一度、遊びにいらっしゃいな」

「そうだな。考えておくよ」

　ロザリアはナーガから顔を離すと、周囲の魔女たちに視線を走らせた。

　何人かの魔女が自分のほうを険しい目で睨にらんでいるのを確認したロザリアは、もう一度、すっとナーガに顔を近づけ、彼の耳みみ許もとで囁ささやいた。今にもロザリアの唇がナーガの顔に触れそうだ。それを見た魔女たちのあいだに、どす黒い殺気が湧き起こる。

「待っているわよ。その気になったら、いつでも連絡を寄よ越こしてね」

　ナーガから顔を離したロザリアが、もう一度、魔女たちに視線を向けると、自分を睨みつけている魔女たちの視線と衝突した。互いの視線が空中で衝突し、ばちばちと火花が散った気がする。

（ふふ、龍王様、人気者だこと。にしても、魔女たちもふつうに嫉しつ妬ととか、するのねぇ。なんだか普通の女の子みたいじゃないの。面白いわね。意外と楽しめそう）

　くすくすと笑いながら、ロザリアは視線を外すと、くるりと回れ右をして来客用の建物の入り口から離れていった。
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「なんなの、あの馴なれ馴なれしい女は」

　去っていくロザリアの背中を、イクシーヌが憤然とした顔で睨にらんでいる。

「ねえ、レラもそう思わない？」

「え？　いえまぁそう思わないこともないです、が」

「なんか冷淡な反応だね。じゃあ、レラはナーガさんがあの女に誑たらし込まれてもいいって言うの!?」

「い、いいとは言いません、が」

「あの女と差しつ差されつ酒を飲んだ勢いでナーガさんと女が服を脱いだりしちゃってもいいと言うの!?」

「ぜっ全然まったく少しも言いません、が」

「だよねぇ。ナーガさんにちょっかい出す女はレラの敵だよねぇ」

「え？　いえぇわたしに限定する話ではないと思います、が？」

「だって、ナーガさんにいちばんご執心なのはレラでしょ」

「ななな何を言っていますかイクシーヌ、は。わたしはべつにいちばん執心とかでは全然ありません、が」

「あ、そうなの？　じゃあ、ナーガさん、わたしがもらった！」

「なあぁ？　ど、どうしてそういう話になるのかわからないのです、が」

「だって、レラはナーガさんにご執心じゃないって言ったじゃない」

「べべべ、べつに執心ではないとは言ってないで、す。いちばん執心ではないという話なだけで、す」

「ふうん。じゃあ、どのくらいご執心なの？　二番目？　三番目？　一番は誰なの？」

「そそそそ、そんなことは知りません、が」

「じゃあ、わたしが一番でもいいじゃない？」

「だだだ、駄目で、す」

「どうして？」

「ど、どうしてもで、す」

「わかった。じゃあ、二人で半分こにしよ」

「意味がわかりません、が！」

　などと、イクシーヌとレラがこそこそと話し合っていると、唐突に二人は背後からアイスにがしっと肩を掴つかまれた。

「あらあら、二人で何を勝手に盛り上がっているのかしら？　ナーガさんは二人の持ち物ではありませんよ？」

「痛たたた！　アイス痛い痛い痛い！」

「つ潰れま、す肩の骨がめきょっと潰れちゃう、から放し、て」

　イクシーヌとレラは悲鳴を上げて上体を揺するが、がっちりと肩に食い込んだアイスの手はまったく揺るがない。

　すかさずケイが参戦してきた。

「そうだそうだ。イクシーとレラだけで山分けにされて堪たまるかってぇの。あたしたちにも分けてくれなきゃ。なぁ、ノノ？」

「ですね、ケイちゃん。ナーガさんは特定の魔女のものではないです。みんなのものです。独占は許されないです。そうですよね、クゥちゃん？」

「そう。独占駄目。山分けするなら、みんなでする。そうだね、ディー？」

　いきなり名を呼ばれたのでディーがどぎまぎしている。

「え？　ええと、まぁ、そう、かな」

「ディーの分身の魔法みたいに、ナーガさんが何人もいればいいのにね。そしたら、みんなの相手をしてもらえるじゃん」

　ケイがそう言うと、ディーは小さく肩をすくめて応こたえる。

「分身っていうか、ただの幻影なので、全員の相手はできないですけどね」

「ディーの吝りん嗇しよく家か！」

「ケイに非難される意味がわからない！」

　するとアイスが二人に割って入ってきた。

「ほらほら、二人とも喧けん嘩かしないの」

「うへ～い」

「はぁい」

「いくらディーが作る幻が本物っぽくてもナーガさんの分身は作れないのですから、結局、ナーガさんは一人しかいないのよ？　だから独占は許されないの。わかった？　イクシー、レラ。とくにレラ」

「どうして名指しなのです、かっ!?」

「あなたがいちばんご執心だからよ、レラ」

「そそそ、そんなことはないと……」

「執心な上に二人で一緒に服を脱いで就寝してしまいそうだから言っておくの」

「なななな、アイスは何をわけのわからないこと、を！」

「いいこと、レラ？　いくらナーガさんがいた世界のことに興味があるからといって、夜中にナーガさんの部屋に押しかけていってあちらの世界の話を聞きながら服を脱ぐとか、許されないわよ？」

「そんなことするわけないで、すっっ！」

「やったら許さないぞレラ」

「やるわけないでしょケ、イ！」

「やるんだったらわたしも呼んで！　脱ぐから！」

「イクシーが転んだ!?」

「あらあら、駄目だって言っているのに、イクシーったら」

「んっぎゃぁぁあ、肩の骨が砕くだけるぅぅぅ。わかったわかった、脱ぐときはアイスも呼ぶから放してぇぇぇ」

「それならいいわよ」

「アイスまで転んだっっ!?」

　ケイが目を見開いてアイスを見つめる。

「っていうか、どうしてあたしを誰も呼んでくれないの!?」

「だって、ケイちゃんが来て一緒に脱いでも、ナーガさんは楽しくないでしょう？」

「ぐはぁっっっ」

　ケイは血ち反へ吐どを吐はきながら、ばたりと膝を落とし、四よつん這ばいになって泣いた。

「たしかにあたしはないけども。不足気味だけども」

　不意に顔を上げたケイは、眉を吊つり上げてレラを睨にらんだ。

「ちっぱいなのはレラだって一緒じゃん！　どうしてレラだけ呼ばれるの!?　レラは脱いでいいのに、あたしは脱いじゃ駄目なの!?」

「な？」

　レラは目を見開き、渾こん身しんのツッコミを返す。

「どうしてっ!?　どうしてわたしが脱ぐ方向で話が進んでいるのです、かっ！」

「え？　脱がないの？」

「脱ぎませ、ん！」

「おいおい、賑にぎやかだな。何を騒いでるんだ」

　ロザリアを見送ったナーガが戻って声をかけてきたので、レラは真っ赤になって俯うつむいた。

「なんでもないで、す」

「いやぁ、いま誰がナーガさんの部屋で脱ぐかという熱い議論を戦わせていてさ」

　とケイが言うと、レラが凄すさまじい形ぎよう相そうでケイを睨みつけた。

「それ以上余計なことを言うと殺しま、す」

「う。わ、わかった、言わない」

「おいおい、レラ、顔が真っ赤だぞ。何をそんなに怒っているんだ？　せっかくの可愛かわいい顔が台無しじゃねえか」

　レラの赤い顔がさらに赤くなった。おまけに頭とう頂ちようから湯気が噴ふき出している。そんなレラを見て、アイスやイクシーヌ、ハリガンなどがニヤニヤと生なま温ぬるい笑みを浮かべていた。

「いつまでもこんなところで立ってないで中に入ろうぜ。俺からみんなに話もあるしな」

　ナーガがそう呼びかけると、ハリガンとヴィータが進み出てきた。

「そうよな。商館を開くことは連中に認めさせたが、ではこのあとどうするかということについて話しておかないとな」

「そうじゃのう。目標を叶かなえるための短期的な行動指針とでも言えばいいのか、ともあれそれを決めておかぬとならん。吾われらだけでは何をどうしたらいいのか、さっぱりわからぬからの」

「ってことで、ハリガン、ヴィータ、荷物を運び込んだら、全員をどこかの部屋に集めてくれないか」

「承知した」

「承知じゃ」





　６






　来客用の建物には大きな食堂があったから、ハリガンとヴィータは自分の一族の魔女をそこに集めた。

　護衛役として連れてきた兵もいるから、全員が座るには椅子が足りない。大きな方卓を部屋の隅すみに移動させ、建物付きの召使いに言って持ち込んだ椅子を並べ、全員が腰を下ろした。前のほうには魔女たちがいて、その後ろに奴ど隷れい兵という並び方だ。

　全員が腰を下ろすのを待って、ナーガが一同の前に進み出た。

　一人だけ長卓の前に座っているレラが筆を持ち上げ、卓上に羊よう皮ひ紙しを広げる。彼女は書記役に任命され、ナーガの話や、質疑応答を書き留めるように言われているのだった。

　ナーガは、さて、と言って話を始めた。

「この街を支配するという目標は変更することになったが、無事に商館を置いて商活動をすることを認めさせることができた。黒い森で採れる産物の七割五分を五会頭たちに引き渡せば、その分の代金を得ることができる。自分たちで販はん路ろを開拓する必要もない。行商に出る必要もない」

　そこでハリガンが手を挙あげた。

「いいか、ナーガ？」

「なんだ、ハリガン」

「どうせ楽をするなら、七割五分と言わずに、すべてをこの街の連中に売り渡せばいいのではないのか？」

「それは楽をしすぎだな」

「は？　どういう意味だ？」

「すべてを連中に任せてしまっては値切られる虞おそれがあるってことだ。そもそもおまえたち、適正な価格など知らないんだろう？」

　ハリガンは、う、と小さく呻うめいて頭を引いた。

「たしかにな。商人どもが目の色を変えるほど貴重な産物だったというのは、今回、持ち込んで初めて知った」

「おまえたちが知らなければ、この世界の者ではない俺も当然知らない。俺たちが適正な価格、相場を知らないのを見透かされれば、安く買い叩たたかれる虞おそれがあるってことさ」

　というナーガの指摘に、ハリガンとヴィータは思わず手を打つ。

「おお、そうか、なるほど！」

「一部であっても他の街の商人と取引すれば、この街の連中が適正な価格で買っているかどうか知ることができるだろ」

「つまり牽けん制せい材料というわけだな」

「そういうことだ。実際に残りの二割五分を売りに行かなくても、それがどこかの商人と取引されるだろうと思えば、連中も、そうそういい加減な値付けはしないだろう」

　ハリガンが感心した顔でため息を吐ついた。

「なかなか深いな」

　ヴィータも感心の口調で続いた。

「にしても慣れておるのう、ぬしは。商人どもを相手に手八丁口八丁で交渉し、言い分を認めさせるなど、見事なものじゃ。商売の経験があるのか？」

「たぶん、ないわ」

「ないのか!?」

「だが、商あきないの重要さはわかっているつもりだ。何しろ俺の家は栄えている港街を支配していたからな」

　ナーガがそう言った瞬間、レラの目が、きらんっ、と光った。彼女はナーガの次の言葉を期待するように彼の顔を見つめる。けれどナーガは、あれ？　と首を捻ひねった。

「港街？　ん、どこだ、それは？」

　レラの右肩が、かくっ、と落ち。

「吾われが知るかっ！」

　ヴィータが鋭くツッコんだ。

　ナーガは気を取り直して一同に向き直る。

「まぁ、それはおいといて、だ。港街には各地から物資が集まってきて商いが行われる。商いが盛んになればなるほど、売り上げが増えれば増えるほど、そこから上がる税収も増える。なんと言っても戦いくさには金がかかるからな。俺たちも、ここで商いに精を出すとしようじゃないか」

「と言われてもな」

　とハリガンが応こたえると、ヴィータも、そうじゃのう、と難しい顔になる。

「商いの経験のある者なぞ誰もおらんぞ。今まで吾らは、基本、外から訪おとずれる漂ひよう泊はくの民を相手にした物々交換じゃったからのう。物を売り買いする経験など、ほとんどない。値段を決めるほどの知識もないし、どうやって売ればいいのかもわからん」

「そうだな。その辺は俺も門外漢だから、誰か頼りになる奴やつがいてくれるといいんだが。まぁ、それはおいおい探すことにしよう。とりあえず七割五分はここの奴らが買い取ってくれるんだ、俺たちが苦労して売り捌さばく必要はない。で、代金で兵ひよう糧ろうや武器防具を買い込んで、カサンドラ王国へ行って売ればいい。カサンドラ王国ならライバッハがよく知っているんだ。あいつの伝つ手てで商人や役人に渡りをつけられるだろう」

　ハリガンが小さく頷うなずいた。

「なるほど。当面は、それほど苦労せずに商あきないができるというわけか」

「そういうことだ。いざというときに備えて元手を増やしておこう」

「いざというときとは？」

「戦いくさに備えて、あるいは遠征のために資金を貯ためておくってことだな」

　そう言って、ナーガは改めて眼前に並んで座っている魔女たちを見回した。

「さて、そうなると、おまえたちの組み分けが必要になってくる」

「組み分け？　組に分けて何をするのだ？」

「まず黒い森でいろんな物を採取する者が必要になるだろ」

「そうか。言われてみれば。手持ちの物を大量に売ってしまえば、すぐに売る物がなくなるものな」

「それを運ぶ者、商館に詰めて五会頭を相手に交渉や商いをする者、砦とりでに詰めてカサンドラ王国の動きを見張る者、造った王都を補強する者。いくら人手が、というか、魔女手があっても足りないくらいだ。まさに猫の手も借りたい状況だ」

　そう言ってナーガは笑ったが、本音を言えば笑うどころではなく、かなり頭が痛い現状だった。

「ヴィータ」

「なんじゃ、ハリガン」

「何人かに声をかけてみるか？」

「そうじゃのう。吾われらがこうまで目覚ましい活躍をして見事な実績を上げているのを知ったなら、一人、二人、森を出る気になる者もおるやもしれんな」

「それは、森にいる他の魔女の一族……という話か？」

　とナーガが訊きくと、ハリガンとヴィータは大きく頷いた。

「そうだ。じっさい、エンスーヤが森を下りて吾らに合流したからな。ほかにもそういう魔女が出るかもしれん」

「吾らに合流する一族が一つでも出れば、二十人くらいは増えるのじゃがな」

「当てがあるのか？」

　ハリガンとヴィータは顔を見合わせたが、すぐに顔を戻した。

「アストゥロのところはどうかな」

「ナムジャのところも可能性はあるのう」

　具体的な名前が出たので可能性がありそうだと感じたのか、ナーガは、

「そいつらに遣つかいを送ってみてくれないか？」

　とハリガンとヴィータに頼んでみた。

「ふむ。どうせ森の産物を採りに行くのだ、挨あい拶さつついでにアストゥロの本拠にも足を延ばしてみるか」

「そうじゃの。こっちもナムジャに遣いを送ってみるわ」

「おお、頼んだぞ」

　と二人に向かって軽く手を挙あげたナーガは、あぁそうだ、と膝を打った。

「忘れてた。国都を補強するついでに、レンスールの街から来る駐在員が滞在する建物を建てておかないとならないな」

　ハリガンが大げさにため息を吐ついた。

「やれやれ。本当に人手が足りんな」

「兵どもには大いに働いてもらうことになるが」

　と言ってナーガが奴ど隷れい兵たちを見回すと、彼らは一様に大きく頷うなずいてやる気を見せた。

「人手不足を補うために、とりあえず何人か、新たに奴隷兵を買っていくか」

「それも吾われらには目利きなどできんぞ？」

　とハリガンが言った。

「ライバッハもいないし、今回は俺が自分の目で確かめておくわ」

「そうか。すまんな」

「気にするな」

　とナーガはハリガンに向かって軽く手を振った。

「ということで、まずは人員の配置をしなくてはならない。それはハリガンとヴィータと俺でやることになるが、希望があれば予あらかじめ聞いておこう。この組に入りたい、この仕事をしたいという希望がある奴やつは、ハリガンとヴィータに伝えておいてくれ。ただ、能力から言って、この役目はこいつにしか任せられないというものもあるから、それは我慢してもらうぞ」

「例えば、どんなものですか？」

　とアイスが訊きいた。

「例えばだが、伝令役はユウキしかいないだろ。ここと国都や砦とりでを頻ひん繁ぱんに行き来することになるからな、馬では間に合わない場合もある。早さだけならエリュシオーネだが、あいつはいざというときにこそ動かしたい。それに通常の連絡仕事で使うよりは、カサンドラ王国周辺や、さらに北方の物もの見みに使いたいところだしな」

　ヴィータは、そうじゃの、と頷うなずいた。

「そういう意味では、あやつはナムジャのところへ送る使者にも使えん」

　すると横からハリガンが口を挟んできた。

「アストゥロのところの遣つかいは、アイス、おぬしに任せたい」

「あ、はい、わかりました」

「希望がなければ、俺とハリガンとヴィータで適材適所を心がけて配置するから、みんな頼んだぜ」

「おお！」

「わかった！」

「了解！」

　などと魔女たちから威勢のいい声が返ってきた。

「よし、まずは運び込んだ荷物の整せい理り整せい頓とん……の前に」

　腰を浮かせかけた魔女と奴ど隷れい兵が動きを止めてナーガを見やった。

「一つ言っておくが。商館の警護をレンスールの街がやってくれるという話な」

「ああ、あれか。連中、ずいぶんと親切だな」

　とハリガンが応こたえた。

「それがそうでもないんだ」

「なに？　どういう意味だ？」

「警護を兼かねて、俺たちが勝手なことをしないか、怪しい動きをしないかどうか、それを見張る、という意味合いが大きいな」

「なるほど。親切に見せかけて裏ではそんなことを考えておったのか」

　とヴィータが低く唸うなった。

「商人どもの腹の底はなかなか見えんのう」

「だから商館に詰める者は、実質、人質になるということでもある」

　魔女たちが、はっとした顔をナーガに向けた。

「商館に詰めるのは数人だろう。一方、警護の兵は数十人、もしかすると百人以上で囲むかもしれない。いくらおまえたちでも、攻められたら撃退できないだろう。というより、そもそも街中で戦うわけにはいかないしな。街の兵と戦っているのを住民に見られたら、魔女の評判を落とすだけだ。逃げるので精一杯だろうな」

「では、こちらも商館に詰める者を増やせば……」

「いや、それは得策じゃない」

「ない、のか？」

「とにかく人手が足りないからな。商館に十人も二十人もの人を置いておく余裕がない。それでは、ほかのところの仕事が滞とどこおってしまう」

「むう。それはそうだが」

「それに、だ。こちらが人数を増やせば、ここの連中が警戒する。商館に十人も二十人もの魔女が常駐していたら、連中も、いや、この街の住人が安心できないだろ」

「……そうかもしれんな」

「俺たちは一度、この街を乗っ取ろうとしているんだしな」

　とナーガが言うと、ハリガンやヴィータが苦笑を浮かべる。

「たしかに連中にしてみれば、吾われらは警戒すべき魔女じゃからな。詰める人数を増やせば、要らぬ警戒心を呼び起こす……か」

「だから、商館に詰めるのは数人でいい。こちらは何も企たくらんでいませんよ、ただ商あきないをしたいだけですよ、ということを示すためにもな」

　またもやヴィータが、

「深いのう」

　と感心の顔で言った。

「じゃが、それではいざというとき、こちらの動きの自由が制限されてしまうのではないのか？」

「だから、向こうも魔女国に商館を置いて人を常駐させるのさ。つまり、そいつらも人質ってことだ」

「なんと！」

「そういう意味だったのか」

　ハリガンとヴィータが目を見開いて唸うなった。

「俺たちとレンスールの街が互いに相手の街に商館を開いて人を常駐させるってことは、要するに人質交換をしたってことなんだよ。人質を出した以上、約定は守りますよ、という意思表示をしているわけだ」

「先ほどは、そこまでをやり取りしていたわけか。深いなぁ」

　またもハリガンがため息を吐つき、ヴィータは、やれやれと首を振った。

「深すぎじゃろう。ぬしは商人にも負けぬほど腹芸が達者じゃな」

　するとナーガは胸を張り気味に応こたえた。

「まぁ、この手の交渉能力は武将にとって必要とされる素養なんだよ」

「ナーガさんは腹芸が達者で、す、と」

　そんな呟つぶやくようなレラの声が聞こえたので、ナーガが顔を上げて彼女のほうを見やると、レラが羊よう皮ひ紙しに向けて筆を揮ふるっていた。

「おいぃ、レラ！」

「なんです、か？」

「そんなことは書かなくてもいいんだ」

　レラがきょとんとした顔を向けてくる。

「え？　そうなのです、か？」

「話に出たことを全部書いてたら、書くのが追いつかないだろ」

「とりあえず書けています、が」

「書くの早いな。いや、それはおいといて。書き留めるのは議題に関連することだけだ。横道に逸それたこととか個人的な感想とかまで書く必要はない。というか、書かないように。いいな？」

「わかり、まし、た」

　なんとなく不満そうな顔でレラは筆を動かす手を止めた。

「じゃ、みんなは荷物の整理と各人が寝る部屋の準備だ。そのあいだに、俺とハリガン、ヴィータで人の配置を決めておく。希望がある者は今のうちに言っておけよ。兵どもは荷運びを手伝ってやれ。あ、レラは引き続き話し合いの内容を書き留める役目だ」

　各人が返事をして椅子から立ち上がった。

「よし、取りかかってくれ」

　魔女と奴ど隷れい兵たちが部屋から出ていき、食堂には、ナーガ、ハリガン、ヴィータ、そして書記役のレラが残った。





　７






「まずは俺が必要だと思う役割と担当する者を言っておく」

　とナーガが口火を切った。

　ハリガン、ヴィータが頷うなずき、レラは筆を持ち上げた。

「さっきも言ったが、ユウキは伝令役として、ここと国都、砦とりでを飛び回ってもらう必要がある。何か事が起きたら、ではなく、毎日、定期的にだ。さっきも言ったように、早さだけならエリュシオーネが勝まさっているが、ユウキの飛ひ空くう挺ていのいいところは、飛びながら地上の様子を確認できるところだ。そこだけはエリュシオーネも真ま似ねができない。だからこそエリュシオーネは、定期的にではなく、緊急事態に限って使いたい。ユウキとエリュシオーネの二人は、俺たちにとって大きな優位性をもたらしてくれる。あれだけ早く情報を伝える手段を持っている勢力はほかにいないだろう」

「たしかにな。だが、いくらユウキの飛空挺でも、嵐が来たり大雨が降ったりすれば飛べないぞ？」

　とハリガンが釘くぎを刺してきた。

「それはしかたがない。そういうときにこそエリュシオーネの出番ということだ。あいつなら、雨が降ろうと槍やりが降ろうと、遠方まで素早く移動できるわけだからな」

　すると、ヴィータが、ふふん、と鼻を鳴らす。

「素早くというか、ほぼ瞬間移動じゃ。その代わり何も持っては行けぬがな。指示や命令を伝えるのにも文書は運べん。口頭で伝えるしかないから、あまり長いのは無理じゃぞ。何せエリューは頭が悪いからのう」

　ナーガは腕組みして低く唸うなった。

「ハリガン、ユウキが飛ぶときは軽い物なら飛空艇に積んで運んでいけるんだよな？」

「軽い物なら大丈夫だろう。具体的にどれだけの荷を積めるのかは試してみないとわからないがな。ユウキも今まで飛空艇で荷を運んだことなどないし、二人乗りができたからといって、人と同じ重さの荷を積むのは難しいだろう。荷物は自ら体重移動して均きん衡こうを保たもってはくれないからな」

　問題ない、とナーガは頷うなずいた。

「それほど大きな物を運ぶこともないだろ。人が運べるのも重ちよう宝ほうする」

「一人なら、先の戦いで実証済だ。とはいえ、やはり重い者は難しいぞ。レラやケイなら平気でも、吾われやアイスとなると難しいかもしれん」

　ナーガはちらっとハリガンの胸元に視線を向けた。

「乳が重いからな」

「ちっ違うわ、馬鹿者！　そうではなく、体が……か、体が、な？」

「はっきり言うたらどうじゃ、ハリガン。ぬしやアイスは体が重いから……つまりデブいから、ユウキの飛ひ空くう挺ていが飛び上がれんかもしれん、とな」

　ハリガンは顔を赤くしてヴィータにツッコんだ。

「飛び上がれぬことなど、あるか！　そうではなく、ちょっと、ちょっとだけいつもより高度が落ちるとか、ちょっとだけ速度が落ちるとか、飛ぶのに魔力が余計にかかるとか、その程度だ。彼あ奴やつの飛空艇が飛べないほど重くはないぞ？　本当だぞ？」

「くくっ、さようか、さようか」

「さようだよっ！」

　横でナーガが手を挙あげた。

「わかったわかった。そういうことにしておこう、ハリガン」

「しておこうとはなんじゃ、ナーガ！　しておくのではなく、事実そうなのだと！」

「姉あねさ、ま」

「なんだ、レラ？」

「話が逸それています。本題へ戻りましょ、う」

「わ……わかっておるわ」

　憤然とした顔でレラを睨にらんでいたハリガンだが、やがて顔をナーガのほうへ戻した。

「先に断っておくが、ナーガ。おぬしの場合、体が重いかどうか以前に、ユウキの飛ひ空くう挺ていには乗れんからな」

「そうだな。あいつは俺を乗せちゃくれないだろうな」

「おぬしを、というか、男を乗せたりはしないという話だが」

　というハリガンの指摘を受け、ヴィータが口を挟んだ。

「それはエリューの場合も同じじゃな。何しろ彼あ奴やつと一緒に飛ぶには裸にならんとならんからのう。ナーガ様が素っ裸になって素っ裸のエリューに抱きつくのを……ん？　むしろエリューの奴やつ、歓迎するやもしれんのう。一度、試してみるか？」

　レラの体からどす黒い殺気が湧き起こった。

　筆を動かす手をぴたりと止めた彼女は、人を射い殺ころせそうな険しい視線をナーガとヴィータに向けてきた。そんなレラの剣けん呑のんな視線を感じたナーガは、冷や汗をかきながらヴィータに応こたえるのだった。

「いや。いろいろと問題が多そうだからそれは遠慮しておこう」

「さようか？　裸で抱き合えば、いろんなところを掴つかみ放題じゃぞ？　何しろ飛んでいるときにエリューから離れてしまうと、世界と世界の狭間はざまで迷子になってしまうからのう、それはもうしっかりとエリューの裸体を掴んでいなくてはならん」

　レラの目が極限まで吊つり上がった。

（レラが夜や叉しやみたいになってるぞ）

　と震え上がったナーガだが。

（ん？　夜叉ってなんだっけ？）

　内心で首を捻ひねりつつ、ナーガはヴィータに向かって手を振った。

「だから。遠慮しておくと！」

　レラの険しい視線がびしびしと自分に突き刺さるのを感じながら、ヴィータは可お笑かしそうに笑った。

「なら、いいのじゃがな」

「たしかに俺は王都とここを行ったり来たりする必要があるが、その際は足の速い丈夫な馬を買って、それを使うから問題ない」

　ナーガは、それに、と続ける。

「俺は魔女じゃないからな。魔法で飛ぶとなると、体や心にどんな影響を受けるかわからないじゃないか」

「それは、まぁ、そうよな。エリューも、魔女以外の者を抱いて飛んだことなどないからのう。何か悪影響が出んとも限らん……か」

「ってことで、俺は基本、馬を使う。奴ど隷れい兵の何人かにも乗馬を教えておく必要があるな。おまえたちの中からは、そうだな、乗馬が得意なイクシーヌ辺りに同行してもらうか」

「ちっ」

　軽い舌打ちの音が聞こえたので、ハリガン、ヴィータ、ナーガの三人は音のしたほうへ目を向けると、レラが素知らぬ顔で羊よう皮ひ紙しに何事かを書きつけていた。

「おい、レラ、いまおぬし……」

　と言いかけたハリガンをレラは早口で遮さえぎった。

「わたし何も言ってませんけ、ど」

　ハリガンは小さなため息を吐ついて言った。

「まぁ、そういうことにしておこう」

「そういうことではなく事実何も言ってないので、す」

　ハリガンとヴィータは生なま温ぬるい視線をレラに向け、にやにやと笑うのだった。

「ナーガよ」

「なんだ、ヴィータ？」

「ユウキの飛ひ空くう挺ていに乗れぬのなら、いっそレラに乗るというのはどうじゃ？」

「は？」

「じゃから。レラを裸に剥むいて乗ってしまえばどうじゃと言うておる。きっと乗り心地は文句なしじゃぞ？」

　レラは顔を真っ赤にして頭とう頂ちようから湯気を噴ふき出しながら、びしっ、とヴィータを指さしてツッコんだ。












「ヴィータさんが何を言っているのかさっぱりわかりません、がっ！」

「いやまぁ、言いたいことはわかるが」

　顔を赤くしたままレラが大きく仰のけ反ぞった。

「ナーガさんにわかられてしまいまし、たっ!?」

「それはハリガンに止められているので自重しておくわ」

「自重され、ま、し、た」

「なんじゃ？　寂さびしそうな顔じゃな、レラよ」

「さっ寂しいとか悲しいとか口く惜やしいとかそういうことでは全然まったくこれっぽっちもありませんのでご心配な、く！」

「くくくっ、まぁそういうことにしておこうかの」

「どういうこともこういうことも事実何もないのですか、ら！」

「レラよ、話が逸それておらんか？」

　とハリガンから軽くツッコまれ、レラは慌あわてて下を向き、筆先を羊よう皮ひ紙しに置いた。

「早く本題を進めてくださ、い」

　ナーガは苦笑しながら話を戻す。

「ということで、俺は明日にでも馬を買いに街の市場に行ってみるわ」

「お供はレラに決まりです、か。わかりました書き込んでおきま、す」

　ハリガンとヴィータのニヤニヤ笑いが止まらない。

（最近は、レラもずいぶんとわかり易やすくなってきたな。それはたぶん、レラにとっていいことだ）

　レラに温かい視線を送りながら、ハリガンはそんなことを思った。
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　脇道に逸れた話を確実に戻そうとナーガは、次に行くぞ、と宣言した。

　三人が改めてナーガに注目する。

「ハリガンが言ったとおり、アイスはほかの一族との連絡と繋つなぎ役だな。それが済んだらここまで戻ってきてもらおう。俺はあいつに商館の代表者として詰めてもらおうと思っているんだ。アイスは人当たりがいいからな。人当たりがいいというか、外そと面づらだけはいいというか」

「酷ひどい評価だな」

　とハリガンは眉を寄せるが。

「まぁ概おおむねそのとおりだ」

「おまえも酷ひどいと思うがな」

「いや？　酷いのはアイスだよ」

「俺もその意見には異を唱えるつもりはない」

　顔を上げたレラが驚きの顔を向けてきた。

「二人の意見が完全に一致しまし、た！」

「にっこり笑いながら背後から斬りかかるようなアイスだが、面倒見はいいし、人望……いや、おまえたちの場合は魔女望になるのか？　それはあるし、困難に立ち向かう気力もあるし、俺はあいつを頼りにしてるんだ。おまえたちもそうだろ？」

「そうだな。吾われの補佐役として十二分に働いてくれているよ」

　とハリガンが認めると、ヴィータも、そうよな、と続いた。

「アイスは頼りになるしっかり者の魔女よ。明日、ハリガンがぽっくり逝いったとしても、アイスがいればハインドラ一族は安泰じゃろうて」

「勝手に人をぽっくり逝かすな！」

「じゃから。仮に、の話じゃ。怒るな」

　睨にらみ合う二人を横目にナーガは、おい、進めるぞ、と言って二人の注意を引き戻す。

（こいつら、放っておくと、どこまでも逸それていくからな。まぁ、女ってのは、そういうものかもしれないが）

「ハリガンとヴィータには基本、魔女国の国都に詰めてもらうことになるが、もしほかの魔女一族と話し合う必要が出てきた場合は、森に出向いてもらうことになるな」

「それは吾がやろう」

　とヴィータが申し出た。

「大丈夫か？」

「それほど大した手間ではないわ」

「いや、そうじゃなくて。ヴィータが出ていって、話が拗こじれたりしないか？」

「なっっ!?」

　ヴィータが如い何かにも衝撃を受けたという顔でナーガを見つめる。

「ぬしは吾のことを誰彼かまわず喧けん嘩かを売る短慮な女と見ていたのか？」

「え？　いやべつにそういうわけじゃないがな。ただ、おまえとハリガンが最初に話し合いを持ったとき、一いつ触しよく即そく発はつというか、暴発寸前というか、かなり危険な状況になっていたような気がするんだが？」

「そんなことがあったか？」

「いや、あっただろう？」

「忘れたな」

「おまえ……」

　ヴィータは小さな胸を大きく張った。

「安心せえ。見み境さかいなく喧けん嘩かを売るようなことはせん」

「なら、いいんだがな」

「売る場合は相手を選んで売る」

「おいぃ！　それが心配だと言ってるんだがな！」

「まぁ、今回の相手、アストゥロとナムジャなら問題はなかろう。アストゥロはハリガンと、ナムジャは吾われと、そこそこ親しくつき合っておるしな」

　ナーガは安あん堵どの息を漏らす。

「なら、いいんだが」

「とはいえ、ぬしが言う人と魔女が共に暮らせる世界というお題目に彼あ奴やつらが共感するかどうかはわからんがの。ましてや仲間になろうとするかは、さっぱり予測がつかん」

　そこで言葉を切ったヴィータは、じろりとナーガを睨ねめつけた。

「最終的には龍王ナーガ様にお出まし願うのが必要になるやもしれん」

「俺でよければ、いつでも出向くさ」

「いや。おぬしが黒い森まで出向くような余裕は今の吾らにあるまい」

「それはそうだが」

「どうにかしてナムジャの奴やつを引っ張ってくるわ。なんといっても、これには吾ら魔女の未来が懸かかっているのじゃからな。向こうが出向いてくるのが筋というものじゃろう」

「それで話がまとまるなら、俺はいいけどな」

「吾とハリガンの一族の動きは連中にも伝わっておるじゃろうから、それを聞いた奴らがどう思うかじゃな」

　とヴィータが言うと、ハリガンも、そうだな、と頷うなずいた。

「これに関しては出たとこ勝負だ。今からあれこれ考えていても始まらん。今は、できることから急いで準備を進めていこうではないか、ナーガ」

「ハリガンの言うとおりだな。まずは組み分けを決めて各おの々おのがやるべき事柄を洗い出す。そこから進めていくか」




　こうしてナーガとハリガン、ヴィータは、魔女の組み分け──黒い森組、エインの砦とりで組、魔女国の国都組、レンスールの街組──と仕事の割り当てを決めていったのだった。
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　ハリガンとヴィータは一族の魔女たちに各おの々おのが担当する仕事を伝えた後、彼女らを引き連れ、慌あわただしく魔女国の国都へと戻っていった。

　レンスールの街に残ったのはナーガ以下、アイス、レラ、イクシーヌ、リンネ、リンナの六人に加え、奴ど隷れい兵が十名という陣容だった。

　奴隷兵十名の指揮を執とる小隊長にはアピアスという若者を任命した。

　二日後、ロザリアから商館として使う建物が決まったと連絡があり、ナーガたちは現地を見に出かけた。

　その建物は港からほど近い高台に建っていた。

　住宅地とは離れていて、周りには敷地の大きな邸宅や倉庫、商人組合の出張所や組合に属す商人の個人事務所などが点在しているだけだ。

「これなら街の住人との軋あつ轢れきを心配する必要はないな。敷地も広いし、大量の荷物だって置けそうだ」

　とナーガは満足そうに頷うなずいた。

「明日にでも荷物を運び込むとするか。ところで」

　ナーガはロザリアに向き直る。

「使用料は引き渡す産物から天てん引びき……でいいんだな？」

　ナーガがロザリアにそう念押しすると、彼女は笑って応こたえた。

「それで問題ないわ。最初にもらった贈ぞう答とう品だけで、この建物の使用料の五年や六年分に相当する、いえ、お釣りが来るくらいだから気にしなくていいのよ」

「配慮に感謝する」

「感謝の気持ちがあるなら言葉より態度で示してほしいものね」

「どうすればいいんだ？」

「だからぁ。一度、お酒……じゃなくって、甘い物でも一緒に摘つままない？　って話」

　とたんに、控えていたアイスやレラ、イクシーヌの体からどす黒い炎が立ち上り、ロザリアは、うっ、と呻うめいて上体を仰のけ反ぞらせた。

　彼女は頬ほおを引き攣つらせてぎこちない笑みを作って言った。

「まぁ気が向いたらでいいんだけど。そっちの魔女たちも一緒でいいし」

　たちまち黒い炎は鎮火した。

（龍王。龍王ねぇ。どう見ても人間の男にしか見えないんだけど、魔女たちからこれほど慕われているところを見ると、やはりただの男じゃないわ。それに、なんとなく血ち生なま臭ぐささを感じるし。でも、金の匂いもする。興味深いわね）

　それとなくナーガを見やったロザリアは、そんなことを考える。

　遣やり手ての商人であるロザリアは、基本、金の匂いには敏感だ。そんな彼女の本能が告げている。この男に投資すれば儲もうけが出ると。やり方次第では大儲けができると。だからこそ彼女は、魔女たちと商人組合の繋つなぎ役などという大役を引き受けたのだ。

（こいつらはあたしたちを利用しようとしている。代わりにあたしたちもこいつらを利用させてもらう。持ちつ持たれつってことね。それが双方に利益を生むわけだから、せいぜい利用され、利用してあげる）

　一方的に儲けるのは商売としては褒ほめられたことではない。双方が儲けないと、やがて関係は破は綻たんする。利益を生む旨うま味みが長続きしない。

　ロザリアたち五会頭は、あくまでもどこまでも商人だった。利益がもたらされるなら、相手が異邦人だろうと蛮族だろうと魔女だろうとかまわないと考える人種だ。

　その意味では、ナーガの読みは見事に正せい鵠こくを射いていたと言えるだろう。

　もちろん教会の手前もあるから、おおっぴらに魔女と商取引をすると宣言することなどできはしないが、黙っていれば問題はない。

（そもそも、いくら教会だろうと商人が商取引するのを止める権利はない）

　五会頭はそう開き直った。

　魔女国がレンスールの街に商館を開いて商売を始めたという噂うわさは静かに、しかし確実に近隣諸国にも広がっていくだろう。

　商人の街レンスールの代表者である五会頭が魔女国の商館開設を認めたとなれば、魔女たちが真っ当な商売をしていることにお墨付きが出たにも等しい。それだけで「悪あく辣らつ非ひ道どうな魔女」という風評を否定する材料になる。

（地道に商売をして、ほかの街にも出入りするようになれば、魔女に対する評価は次第に改まっていくだろう）

　とナーガは予想する。

　世間の評価を覆す。それがナーガの考える戦略の一つだった。ただ、それだけでは目指す世界を創つくれない。それは言わば馬車の片輪でしかない。もう一つの輪は軍事的な成功だ。両輪が揃そろって初めて、魔女たちは人間世界に確固たる地ち歩ほを築くことができる。

　当初、ナーガは軍事的成功の実現を、沿岸都市国家群のいずれかを支配することで成し遂げようと考えていた。ところが、事態は思わぬ方向に転がっていくことになった。
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　ナーガたちが商館として使う建物に荷物を運び込んだ翌日のことだ。

　アイスやレラ、イクシーヌにリンネ、リンナは、ナーガの指導の下もと、商館開設の準備のため忙しく立ち働いていた。

　運び込んだ荷物の中にエリュシオーネのマンテラもあったから、アイスはそれを建物の中に設置しておいたのだが、それを使って早速エリュシオーネが飛んできたのだ。

　レンスールの街にはユウキが定期的に飛んでくることになっている。エリュシオーネが飛んでくるのは緊急の場合のみと決めてあったから、これは緊急事態が起きたということである。

　エリュシオーネ出現を知ったアイスは、直ただちにナーガやレラたちを呼んだ。
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「カサンドラ王国が救援を求めてきただと!?」

　エリュシオーネからざっと話を聞いたナーガは目を見開いて驚きを露あらわにした。

「そうなんです。なんでも旧教会が西さい果はての半島に新たな旅団を送ってきたとかで」

　ジュエルジュード率いる第三旅団との死闘からそれほど時間が経たっていない。ハリガンとジュエルジュードの死闘は、アイスやレラ、イクシーヌやリンナの脳裏に、まだ色濃く残っている。四人は「新たな旅団」というエリュシオーネの言葉に小さく身震いした。

「その旅団の団長からカサンドラ王国の国王宛に通告文が届いて。そこには『カサンドラ王国は魔女の味方をしたから滅ぼす』みたいなことが書かれていたそうです。それで切せつ羽ぱ詰つまった連中は、わたしたちに救援を求めてきたみたいなんです」

　エリュシオーネも含めた五人は、いくぶん青ざめた顔をナーガに向けた。

　誰も何も言わなかったが、表情には動揺が表れている。ナーガはそんな五人を見回して、悠然と笑った。

「これはあれだな、唇亡ほろびて歯寒しって奴やつだ」

「はい？」

　アイスが首を捻ひねると、すかさずレラが訊きいてきた。

「どういう意味です、か？」

「つまり、唇がなくなってしまえば歯が寒い思いをするってことだ」

　わかるか？　という意を込めて、ナーガはレラを見やった。

「なるほど。ナーガさんは唇であるカサンドラ王国を救援しようと言うのです、ね？」

（相変わらず頭の回転が速い奴だな、レラは）

　ナーガは驚き感心したが、それを表情には出さずに、真剣な顔で頷うなずいた。

「そういうことだ。俺たちは歯だ。唇がなくなれば寒い思いをするのは俺たちだ。ここは唇に頑張って保もち堪こたえてもらわないとな。でないと、俺たちが敵の矢や面おもてに立つことになる。今の戦力では、それは避さけたいところだ」

「具体的には、どうするのですか？」

「援軍を出すのさ、アイス」

「援軍！　つまり、わたしたちも新たな旅団と戦うのですね？」

「そうだ。兵力を減らしているカサンドラ王国軍だけでは対抗できないだろうさ。俺たち……というか、おまえたちというか、ともかく魔女軍の総力を上げて敵を迎え撃ち、もう一度、旅団を撃退する！」

　そう言うナーガの顔には揺るぎない決意が現れていた。

　その瞳には溢あふれんばかりの闘志の炎が燃えていた。

「この戦いくさに勝てれば、魔女国はこの世界に確固たる地ち歩ほを築けるだろう。逆に、負ければ、カサンドラ王国は滅び、せっかく創つくった魔女国も風前の灯ともし火びだ。だからこれはカサンドラ王国を助ける戦いであると同時に、おまえたち魔女が生き残るかどうかの戦いでもある。むしろそちらの意味合いのほうが大きい。それを心に刻んでおけ」

「は、はい」

　アイスとレラ、イクシーヌ、リンネ、リンナ、そしてエリュシオーネも、覚悟を決めて頷うなずいた。

「さて、こうなると悠ゆう長ちようなことはしていられない。戦の準備を急がないとな」

　六人の顔を見回すと、ナーガは言葉を継ついだ。

「俺とイクシーヌは国都へ戻る。戻って戦の準備を始める。ここはしばらくアイス、レラ、リンネ、リンナに任せたいんだが」

　四人は強固な意思の光を瞳に宿して口々に応こたえた。

「大丈夫です」

「任せ、て」

「「アイスとレラを助けて働きます」」

「頼んだぞ。もしかするとこの先、四人にも魔女国のほうへ戻ってもらうことになるかもしれないが、それはカサンドラ王国との話し合い次第だ」

　四人を代表してアイスが、わかりました、と応えた。

「ユウキは戦の準備に使うことになるから、定期連絡の仕事は難しくなるな。エリュシオーネ、おまえにここと国都を頻ひん繁ぱんに往復してもらうことになるが、大丈夫か？」

「はい、わかりました。問題ないです」

　と答えたあと、エリュシオーネはナーガに訊きき返す。

「飛ぶだけでいいんですか？」

「おまえ、物は運べないんだよな」

「残念ながら」

「だったら、当面は飛んできて情報の交換をする……というのが役目になる。もし余裕があるのなら、街の周囲のどこか適当な場所にマンテラを仕込んでもらえると、いざというときの役に立つかもしれないな」

「はい、わかりました。適当な場所があるかどうか、時間があれば探してみます」

「誰か人を運んでもらう場合もあるかもしれない」

「あ、それは……」

　少し言い淀よどんだエリュシオーネだったが、すぐに言葉を継ついだ。

「ナーガさんや奴ど隷れい兵たちでなければ問題ない……ですけど」

　ナーガは、そうだったな、と大きく頷うなずいた。

「運ぶ相手も裸にならなきゃいけないんだったな。やっぱり俺が相手では嫌か。はっはっはっ、まぁ仕方がない」

　エリュシオーネは顔を赤くして手を振った。

「いえ、あの、嫌とかそういうわけではないんですが、ちょっとそこまでの覚悟ができないと言いますか」

「一度、経験してみたかったがな。もっとも、魔女じゃない俺が運んでもらうとなると、どんな悪影響が出るかわかったものじゃない。遠慮しておくよ」

「あ、あのう、悪影響のことは置いておくとして、どうしてもやれと言われれば、やってやれないこともないかなぁと思ったり思わなかったりするんですけど」

　とたんにレラやアイスやイクシーヌの体からどす黒い炎が噴ふき上がった。

「ひっ？」

　エリュシオーネは怯おびえた顔で思わず上体を引いた。

「あのっ、やっぱり恐こわいので止やめておきますっ」

（ナーガさんが、じゃなくて、そっちの三人が）

「ああ、いいよ。俺は馬を飛ばすよ。なあ、イクシーヌ？」

「もちろんです、ナーガさん。お供しちゃいますよ」

　自慢そうに胸を張ったイクシーヌがちろっとレラに視線を走らせると、彼女は見ただけで人を射い殺ころせそうな険しい視線をぶつけてきた。

「ふっふっふっ、そう妬やかなくてもいいんだよ、レラ」

「べっべつに妬いてなどいません、が！」

「まぁ口く惜やしかったら、レラも馬に乗れるようになることだね」

「上から目線のイクシーヌがうざったいで、す」

　と言いつつ、暇を見つけて乗馬の訓練をしようと密ひそかに決意するレラだった。

「馬で往復するとなると、シュバイツ川沿いの道も広げて整備したいところだが、そんな余裕はなくなったな。荒れた箇所だけ手を入れておくか。この街で工人を雇やとって工事をさせれば、こちらの人手を使う必要はないからな。とはいえ、それも商館の運営が軌道に乗ったらの話だ。新たな旅団との大おお戦いくさともなれば、アイスやレラにも参加してもらわないとならない」












　二人は、はい、と応こたえて力強く頷うなずくのだった。

「あ、それと」

　エリュシオーネが手を挙あげた。

「まだ何かあるか？」

「正式に救援を頼むためにカサンドラ王国の国王補佐が、えぇと、たしかリガヤって名前だったな、そいつが魔女国の国都を訪ねたいと言ってるそうです。どうします？」

「ほほう、国王補佐がな。そいつ、たしかライバッハの上司になった奴やつだよな。いいじゃないか。受けるようにハリガンやヴィータに言っておいてくれ」

「わかりました」

「俺はイクシーヌと共に明日には国都へ戻る。エリュシオーネはいったん戻って、ハリガンとヴィータにそのことを伝えておいてくれないか。もちろん俺の意向もだ」

「それも承知です」

「では、戻ってくれ」

「はい」

　マンテラを翻ひるがえして立ち上がったエリュシオーネが、アイスのほうを見やった。

「アイス、マンテラはあの部屋に置いておいていいのか？」

「ええ、かまいませんよ。あそこはエリュシー専用の部屋として空けておきますので」

「助かる」

　アイスに向かって軽く手を挙あげたエリュシオーネは、ナーガに向き直り頭を下げた。

「では、これにて失礼します」

「ああ、頼んだぞ」

　部屋から出ていこうとするエリュシオーネのあとをアイスが追いかけていった。

「エリュシー、見送りますよ」

「見送られるほどたいそうなことでもないんだが」

　と苦笑しつつ、エリュシオーネはアイスと共に部屋を退出していった。

　二人を見送ったナーガは、新たな事態に対応すべく忙せわしなく頭を働かせ始めるのだった。





　４






　翌早朝──。




　商館開設の準備をアイスたちに任せたナーガは、魔女国の国都へ向けて出発するため、イクシーヌと共にレンスールの街の大門前に馬を引いてきた。

　アイス、レラ、リンネ、リンナが見送りに来ている。

　昨日のうちにロザリアに五会頭宛の挨あい拶さつを託たくしておいたから、早朝にも拘かかわらず、ロザリアとカッシゥスが見送りに来てくれた。

　ナーガが礼を言うと、カッシゥスが油断のならない目で彼を見つめた。

「半島では、なかなか大変な事態になっているようですな。どうか上う手まいこと問題を処理してください」

　当たり障りのないことを言っているように聞こえるが、おそらく彼の真意はこうだろうとナーガは推測する。

「上手いこと処理ができずに、こちらに迷惑がかかるようなら、あなたたちを切り捨てますぞ」

（ふん、上等だ。ここで折れちまうようなら、どう足あ掻がいたって魔女と人が共に暮らせる世界を創つくることなんかできやしない。この程度の難事に狼狽うろたえているわけにはいかないんだよ。見事、旅団を追い払って、俺たちの足場を固めてやる）

　そんな意気込みを隠しつつ、ナーガはカッシゥスに向かって軽く会釈した。

「お気遣い、忝かたじけない。だが、心配はご無用。旅団如ごときに負ける魔女たちではないさ」

「吉報をお待ちしておりますよ」

「それより。俺たちが商館を開いてしまっていいのか？　なんだったら、旅団の件が片付くまで開設を延期しようか？」

　カッシゥスは、くくっ、と嗚お咽えつするように笑った。

「そちらこそ、お気遣いありがとうございます。ですが、ご心配は無用でございますよ。我々の街での商売を認めるかどうかは我々の問題ですからな。余よ所そ者ものに口出しなどさせません。たとえ相手が教会であろうともです」

（なかなか威勢がいいな。だが、話半分に聞いておいたほうがいいだろう。俺たちが旅団に負けたら、こいつらは商館を襲おそってアイスたちを捕らえ、教会側がわに売り飛ばそうとするに違いない。やはり戦いくさの前に全員を戻しておいたほうがよさそうだ。もっとも、まだ戦をすると決まったわけではないが）

　と思いつつ、ナーガは素知らぬ顔で頭を下げた。

「あなた方の恩には報むくいるつもりだ」

「期待しております」

　そう言ってカッシゥスも頭を下げた。

　そんな二人の様子をレラがそっと観察している。

（これが腹芸というものでしょう、か。なかなか奥が深いので、す）

　挨あい拶さつを終えたナーガが馬に跨またがった。

「よし、イクシーヌ、行くか」

「はい、ナーガさん！」

　イクシーヌも馬に跨がり。

「頼んだぞ、アイス、レラ、リンネ、リンナ！」

「「「「お任せください！」」」」

　イクシーヌと、乗馬のできる奴ど隷れい兵二人を供として引き連れ、こうしてナーガはレンスールの街をあとにするのだった。
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「おお、ナーガ、待っておったぞ」

　魔女国の国都──木柵で周ぐるりを囲んで掘ほっ建たて小屋を幾つか建てただけの急きゆう拵ごしらえだったが──まで戻ったナーガとイクシーヌを、ハリガンとケイやクゥといった馴な染じみの魔女が出迎えた。その中にライバッハも混じっているのを認めたナーガは、彼を呼び寄せた。

「ライバッハ、おまえも来ていたのか」

「はい」

　ナーガはライバッハの背後に控えている年若の兵士に視線を向けた。

「あの兵は？」

「あいつはラルフレッドと言いまして、昔、俺の部下だった奴やつですわ。なので、リガヤ様が俺に付けてくれまして、繋つなぎの仕事を手伝ってもらってます」

　ナーガは上体をライバッハに近づけ、声を落とした。

「おまえのこと、どこまで話してある？」

「いえ、まだ。あいつには、魔女とカサンドラ王国のあいだの繋ぎ役を担になったとしか言ってません。その辺はハリガンさんたちも承知しています」

「そうか」

　下馬したナーガはラルフレッドを手招いた。彼が躊ちゆう躇ちよしていると、ライバッハが重ねて呼んだ。

「ラルフ、ナーガ様にご挨あい拶さつしろ！」

「はい！」

　ラルフレッドが小走りに駆け寄ってきた。

　ナーガは、まだ少年の面影を残している若い兵士に向かって名乗りを上げる。

「俺がナーガだ」

「じ、自分はラルフレッドと申します、龍王様。ラルフ、とお呼びください」

「そうか。ラルフ」

「はい」

「ライバッハは魔女と人とを繋ぐという大事な役目を担っている。しっかり助けてやってくれ」

　射い竦すくめるようなナーガの視線を受け、ラルフレッドは思わず頭を下げていた。

「全力でお助けいたします！」

「頼んだぞ」

　しばらくナーガはラルフレッドを見つめていたが、やがて彼から目を離し、ライバッハに向き直った。

　ラルフレッドは、ほぅ、と小さく息を吐はいて、ゆっくりと顔を上げ、さりげなくナーガの腰の辺りに目をやった。恐こわくてまともに顔を見られなかったのだ。

（なるほど、人を威圧するこの雰囲気、只ただ者ものじゃないな。龍王ナーガという大げさな名前も強あながち嘘うそや出で鱈たら目めじゃなさそうだ）

　それから彼は、ゆっくりと視線をナーガからライバッハに移していく。

（しかし、この龍王に信頼されているライバッハ様も、やはり大したお方だ。このお方についていけば、僕も一ひと廉かどの兵士になれる気がするぞ）

　ラルフレッドは尊敬の念を込めてライバッハを見つめるのだった。

「ライバッハ、おまえがここに来ているのはおまえの上司、リガヤだったか？　そいつの指示か？」

「そうです。話を聞こうという返事をもらったリガヤ様が、会談の準備を進めておくようにと言って、先駆けとして俺を送り込んだのですわ」

「そいつは手間が省はぶけていい。新たな旅団についてどの程度まで情報を掴つかんでいる？」

「おおよその兵力までなら」

「そうか。詳しい話を聞かせてもらいたい。政務棟に行くか」

　と言って、ナーガは顔を巡らせた。

「ハリガンも来てくれ。政務棟で話を聞く」

「おお」

「政務棟といっても、ただの掘ほっ建たて小屋だがな」

　そう言ってナーガが笑うと、ハリガンが顔を顰しかめた。

「それを言うな」

「ま、いいじゃねえか。ここは仮の都だ。そのうちもっと立派な街を造り、もっと立派な建物を建てるさ」

「実現するといいのだがな」

「実現させるのさ。おまえたちの手でな」

「そうだな……そうだ。吾われらの手で実現させるのだ。新しい国の新しい都を。魔女と人とが共に暮らせる、そんな都を」

　ハリガンとナーガは顔を見合わせ、頷うなずき合った。

「そのためにも、次の戦いくさにはなんとしても勝たなくちゃならない。負けられない戦いではなく、勝たなくてはならない戦いだ」

　ハリガンは真剣な面持ちでもう一度、頷いた。

「わかっているよ」

「ところで、いまユウキはいるか？」

「先ほど物もの見みから戻ったところだ」

「どこを見てきた？」

「カサンドラ王国の国都方面を見に行かせた」

「いい選択だ。で？」

「王国軍は、国都の北側に砦とりでを築こうとしているらしい」

「北に砦を、な」

　宙を睨にらんだナーガは口の中で呟つぶやいた。

「それじゃ駄目だな」

「ん？　何か言ったか？」

「いや。それについても、あとで詳細を聞かせてほしい」

「わかっている」




　やがて一同は丸太造りの大きな小屋の前に着いた。中に入ってもなんの装飾もないただの丸太小屋だが、これが魔女国の政務棟だ。

　重要な話をする場にラルフレッドを出席させるわけにもいかないので、ナーガはケイを呼んで、しばらくラルフレッドの相手をするようにと頼んだ。

「いいよ。遊び相手になればいいの？」

「べつに遊ばなくてもいいんだよ。要するに、ラルフが魔女と揉もめ事ごとを起こしたりしないように、側そばについて見張っていろということだ」

「あ、そういうことね。わかった。じゃあ、べったり張りついてるよ」

　というケイの応こたえにナーガは苦笑する。

「べったり張りつく必要もないんだが、まぁ、その辺はおまえに任せる」

「任された」

　ケイはすぐに回れ右すると、

「お──い、ラルフ！」

　と叫びながら彼の下もとへ走り寄っていった。

「あたし、ケイ。ナーガさんやライバッハの話が終わるまで都を案内してやるよ。都っていっても、こんな見み窄すぼらしいところで、見るところなんか、ほとんどないけどさ」

　いきなりケイに呼びかけられ、親しげに話しかけられ、目を白黒させているラルフレッドを見ながらナーガは薄く笑った。

（ケイの奴やつ、本当に物もの怖おじしないというか人見知りしないというか。大したものだ。が、それはおいといて）

　ナーガは笑みを消し、真剣な表情を取り戻すと、政務棟の中に足を踏み入れた。
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　だだっ広い部屋の板敷きの床に床しよう几ぎを並べ、一同は車座になる。

　出席者はナーガとハリガン、イクシーヌ、たまたま手て空すきだったディーとエレオノーザ、そしてライバッハだ。

「よし。新たに西さい果はての半島に送られてきた旅団に関する詳細を教えてもらおうか」

　とナーガが口火を切ると、ライバッハが上体を乗り出した。

「新たに送られてきた旅団は三個です。旅団長はゲッツェンバーグ、グリスタン、メッシーナの三名で、中でも厄やつ介かいなのがグリスタン率いる第七旅団でしょう。第七旅団は『異端殺し』の異名を取ってまして、あのジュエルジュードの旅団が『旧教会最強』と言われたのに対し、第七旅団は『旧教会最さい凶きよう』などと言われています」

　そこで言葉を切ったライバッハは、ごくりと唾つばを呑のみ込んでから言葉を継ついだ。

「以前には、千人もの異端者を街ごと燃やし尽くしたことがあるそうです。第七旅団の通ったあとはすべてが灰かい燼じんに帰して草も生えない……なんていう評判なんですよ」

　腕組みをしたナーガは、ふむう、と低く唸うなった。

「そんな奴やつが送られてきたということは、協会側がわはカサンドラ王国を味方にするとか征服するとかは考えていない……ということか」

「まさに。国王様宛に送ってきた書状にはこう記してあったそうです」

　ライバッハは雑記帳を取り出して、書き留めてあった一文を読み上げた。

「『魔女と通じ人に仇あだを為なすカサンドラ王国は討とう滅めつされるべきである。教主様はそう仰おつしやった。よってカサンドラ王国は、悪あく辣らつなる魔女どもと共に、ほどなく地上から消滅するであろう。これは預言である。いかなる申し開きも無用であり、いかなる抵抗も無駄である』。これが三人の旅団長から送られてきた文書の内容です」

　ナーガは、くくっ、と嗚お咽えつするように笑う。

「最後通つう牒ちようだな」

　ライバッハは少し青ざめた顔で、ええ、と頷うなずいた。

「降伏すら許さないという内容に、国王様もリガヤ様も真っ青になったそうです」

「それで魔女国に応援を頼む気になったか。だが、いくら追い詰められたとはいえ、思い切った手段に出たものだ」

　そういうナーガの顔には薄ら笑いが浮かんでいた。

「背に腹は替えられないということですかね」

「で。いま旅団はどこで何をしているか把握できているか？」

　笑みを消したナーガが身を乗り出してそう尋ねると、ライバッハは真剣な顔で彼の問いに答えた。

「グランビスタの街の近郊で、半島諸都市の軍勢を集めているようです。リガヤ様が送り込んだ商人が確認したので、これは間違いありません」

「最終的にどれほどの兵数になりそうかはわかるか？」

「前回のときとあまり変わらないと思うのですが。おそらく四千前後になるのではないかというのがリガヤ様の見立てです」

「三個の旅団と合わせて五千五百か。今回は旅団だけで千五百いるというのが厄やつ介かいだな。で。カサンドラ王国の兵力は？」

「現状、まともに動かせるのは千五百と少し……といったところでしょうか。今も傭よう兵へいを集めて兵力を増強していますが、どう頑張っても二千には届かないでしょう。何しろ」

　ライバッハは自嘲とも皮肉ともつかない笑みを浮かべて言葉を継いだ。

「魔女の軍に、こてんぱんにやられてますから」

　するとナーガが呵か々かと大笑した。

「まぁまぁ、過ぎたことは忘れようぜ、ライバッハ」

「そ、そうです、ね」

「これからは同盟国として共に困難に立ち向かう間柄になるんだ」

　とナーガが言うと、ハリガンが眉をはね上げた。

「同盟するのか!?」

「レンスールの街でアイスやレラにも言ったんだがな、唇亡ほろびて歯寒しだよ、ハリガン。カサンドラ王国が滅びれば、たちどころに魔女国にも脅きよう威いが迫る。現状、カサンドラ王国が防波堤になってくれてこそ魔女国の独立が保たもたれる。だから俺たちは、魔女国の存立を守るためにもカサンドラ王国を守る必要がある。そのためには同盟を結んで共に戦うしかない。俺はそう思うぞ」

「……そうか。何か複雑な心境だな」

　ハリガンは小さくため息を吐ついた。

「ついこのあいだまで吾われらを滅ぼそうと攻め寄せてきた相手と、まさか同盟を結ぶことになるとはな」

　ナーガは皮肉の笑みを浮かべて応こたえる。

「昨日の敵は今日の友なんてことは、よくあることだ。逆に、昨日の友は今日の敵、なんてこともな」

「まぁ、頭を切り替えて開き直るしかないのだろうな」

　とハリガンは自分を納得させるように呟つぶやいた。

「さて、大方針はカサンドラ王国の求めに応じて援軍を送る。その際、同盟関係を結んでしまうというのが俺の考えだが、たとえ同盟を結んだとしても、こちらの兵力は千五百と少しであることに変わりはない。おまえたち魔女が一騎当千の兵つわものだとしても、総兵力は二千に届かないと考えるべきだな」

　ハリガンが低く唸うなった。

「うぅむ。それに比して相手は五千五百か。しかも旅団だけで三個、千五百いる。カサンドラ王国が籠ろう城じようの準備を進めるのも頷うなずけるな」

　すかさずライバッハが補足する。

「籠城すると同時に敵の戦力を分散させるために幾つか砦とりでを築いています」

　ライバッハは雑記帳の一枚を破り、床の上に置いた。

「これは王都周辺の地図なんですが、ここと、ここと、ここに砦を築いて、王都へ向かう敵軍を牽けん制せいしようと考えているようです。敵は砦に押さえの部隊を置かなくてはなりませんから、そうして王都攻撃の敵兵数を減らしておいて籠城戦を戦う、というのがリガヤ様の戦術ですね」

　地図から顔を上げたナーガは、あっさりと言った。

「砦とりでは使えそうだが、王都に籠ろう城じようするのは駄目だな」

　ライバッハが驚きの顔を向ける。

「はい？　駄目ですか？」

「ああ、駄目だ。それでは勝利は望めない」

「しかし、ナーガよ」

　とハリガンが口を挟んだ。

「相手より兵数が少ない以上、カサンドラ王国は籠城するしか手立てがないように思えるのだが？」

「籠城戦は後ご詰づめが来るのが前提の戦術だ。しかし、現状、カサンドラ王国には後詰めが望めない。後詰めの来ない籠城戦では、いくら頑張っても勝利は得られない。上う手まくすれば兵ひよう糧ろうが切れた相手が引き揚げてくれるという展開が望めるが、今回は無理だろう？」

　と言ってナーガはライバッハを見やった。

「そうですね。半島の都市国家は旧教会の意向には逆らえませんから、なんとしても兵糧を揃そろえてくると思います。兵糧の運搬も都市国家の部隊が行いますし。長期戦になれば、むしろカサンドラ王国のほうが兵糧不足に陥おちいって戦いの継続が難しくなるかもしれません。兵士だけでなく街の住民の食くい扶ぶ持ちも確保しなくちゃならないんですから」

「だろうな」

　我が意を得たりと頷うなずくナーガに、ハリガンが怪け訝げんそうな顔を向けて訊きいた。

「そのために吾われらがカサンドラ王国の援軍として赴おもむくのではないのか？　そのための同盟ではないのか？」

「おまえたちが一騎当千だと言っても、四千、五千で王都を包囲している旅団とその友軍を蹴散らせるか？」

　と訊き返され、ハリガンは返答に困る。

「そ、それはたしかに厳しいが……しかし、吾らは二十ばかりでカサンドラ王国軍の二千を破ったではないか」

「あのとき上手くいったのは相手が油断しているところを奇襲したからだ。今回の旅団はジュエルジュードの敗戦を受けた上で派は遣けんされてきた。その上でカサンドラ王国の王都を囲むんだ。こちらの奇襲には注意を払っているだろうし、包囲する際も鉄壁の陣を敷くだろう。そんなところに突っ込んでいったら、いくらおまえたちでも多大な犠牲を払うことになる。払った挙あげ句、撃退されることになる」

　ハリガンだけでなく、ディーやエレオノーザ、イクシーヌたちの顔が曇くもった。

「では、おぬしはどうしようと言うのだ？」

「討うって出る」

「なぁあ!?」

　ハリガンたちは、ひっくり返りそうなほどの勢いで上体を仰のけ反ぞらせた。

　必死に体勢を戻したハリガンが、勢い込んで訊きいてきた。

「待て待て待て。ただでさえ兵数が少ないのに野戦を挑んでどうする？　奇襲は利かない……のだろう？　それでは蹴散らされるだけではないか!?」

「包囲陣に油断はないだろう。だが、行軍途中には油断とまではいかなくても、気の緩みはある。何しろ相手は、つまりカサンドラ王国は籠ろう城じようしようとしているんだからな。野戦にはならないと連中は思い込む。野戦になったほうが手っ取り早いのにと思いながらも、攻こう城じよう戦せんの用意をしつつ近づいてくる。そこにつけ込む隙すきが出る」

「そういう……ものかな」

　首を傾かしげるハリガンに向かって、ナーガは断言した。

「そういうものだ」

　ライバッハがナーガの顔色を窺うかがうように上目遣づかいで彼を見た。

「つまりナーガ様は、行軍途中の敵を襲おそうと？」

　ナーガは、そうだ、と頷うなずいて床上の地図を指さした。

「三つの砦とりでに五百ずつ張りつけたとして、残りは四千。これだって全軍がまとまって移動するわけじゃない。それに輜し重ちようを運ぶ部隊もいるだろう。おそらく本陣の周囲にいるのは千、二千といったところだ。二千なら勝負になる」

「ですがナーガ様、こちらも、つまりカサンドラ王国軍も、砦に兵を配する関係上、動かせるのは千に満たない程度だと思うんですが」

「そうだな。三箇所の砦に二百ずつ入れたとすると、残りは九百かそこらになる。魔女の軍を入れても千足らずという計算だな」

　魔女たちもライバッハも表情は曇くもりっぱなしだ。というより、ナーガの話を聞けば聞くほど絶望的な気分になってくる。

「それで……二千の敵に勝てますか？」

　と訊くライバッハの口調は、いかにも半信半疑──というより、本音としては三信七疑くらいだろうか──というものだった。

　魔女たちも、思いは同じだ。みな、藁わらにも縋すがるような思いでナーガの顔を見つめている。そんな魔女たちの視線をものともせず、ナーガは自信満々で言い切った。

「勝つかどうかじゃなくて、勝てる算段を巡らせるんだよ」

「しかしナーガ、どうやって？　カサンドラ王国の北方は低い丘きゆう陵りよう地帯だ。多くの兵を隠せそうな場所はあまりないし、見通しもそれほど悪くない地形だったように思うぞ。千の部隊が近づいていけば、間違いなく見つかるのではないか？　それとも、ジュエルジュードが率いる旅団と戦ったときのように、穴を掘って待ち伏せるのか？」

　あくまで疑わしそうなハリガンに向かって、ナーガはひらひらと右手を振ってみせた。

「いや。今回は兵数が多いから、あの手は使えないな。中隊の二個、三個を穴に落としたところで、ほかの部隊が駆けつけてくればそれまでだ」

「では、いったいどうするのだ？　まさか、正々堂々と陣を敷いて敵の主力を待ち受けるのではあるまいな？」

　ナーガは笑いながら応こたえた。

「そんな無謀なことはしないよ」

　ハリガンは苛いら立だたしそうに体を小こ刻きざみに揺すり、ライバッハもナーガの真意が読めずに首を傾かしげた。

　二人ですらそうなのだから、ほかの魔女たちにナーガの考えがわかるはずもなく、全員が不思議そうに、あるいは不審そうに不安そうに、ナーガを見つめたままだった。

「さて、そこで」

　ナーガはもったいぶった態度で右手を水平に伸ばし、人差し指で二人の魔女を指さした。

「ここにいるディーとエレオノーザの出番というわけだ」

「え？　わたしと？」

「わたしですか？」

　ハリガンやイクシーヌ、ライバッハの視線が二人に向いたが、当の二人は目をぱちくりさせているだけだった。
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「雨を降らせるんだ」

　とナーガが言ったので、エレオノーザが、あっ、と声を上げた。

「そうだ。視認距離が大きく損なわれるような土ど砂しや降ぶりの雨をな」

「な、なるほど。雨に紛れて近づくわけですか」

　とライバッハが頷うなずいた。

「さらに、ここぞというときに、ディーの魔法を使って幻の兵士を作り出して兵数を多く見せかける。想定外の兵数で奇襲を受けた敵は大きく混乱するだろう。その隙すきを狙って敵本陣に突進して、敵の大将を討うち取る。大将さえ討ち取ってしまえば戦いくさは勝ったも同然だ。旅団以外は寄せ集めの軍勢だからな。旅団長が討うち死じにしたとなれば、すぐに戦闘意欲をなくして撤退していくだろうよ」

「言われてみればなるほどだが、そう上う手まくいくかな」

　そう訊きくハリガンは、どこまでも疑わしそうな顔だ。

「籠ろう城じようしてじり貧になるよりは可能性があると思うがな。少なくとも、おまえたち二十でカサンドラ王国の二千と戦ったときよりは」

「そうか。そうだったな。あのときも勝利の可能性などまったくない戦いだと思っていた。だが勝利を得ることができた。ならば此こ度たびも勝てないということはないな」

　ハリガンが力強くそう言うと、イクシーヌが続いた。

「そうだよね。こちらには龍王の御み遣つかい様がついているんだもの。大丈夫、きっとなんとかなる」

　イクシーヌの言葉に、ディーとエレオノーザも、うんうん、と頷うなずいた。

「そんなに買かい被かぶられても困るんだがな」

　とナーガが戯おどけると。

「じゃあ、買い叩たたいちゃう？」

　とディーが戯け。

「いやぁ、一宿一飯の恩義でここまでナーガさんに働いてもらったら、かなり安上がりだと思うんだよね～。これ以上、こき使ったら、ナーガさんが可哀かわい相そうじゃないかな？」

　と真面目まじめな顔でエレオノーザが応こたえた。

「お？　いいこと言うな、エレオノーザ」

「えへへへ、そうですかね」

　む？　という顔でイクシーヌとディーがエレオノーザを睨にらんでいるのを後しり目めに、ハリガンはナーガに訊きいた。

「では、おぬしはその策でリガヤとの会談に臨むんだな？」

「その前におまえたちの了解を取り付ける必要がある。賛同してくれるなら、リガヤとの会談で俺は今の策を推すつもりだ」

「もちろん吾われは賛同するとも。これまでに何度もおぬしの策に助けられてきたのだ。今回だけ反対する理由はない。吾わが娘むすめたちも同じだよ」

「そうか。では、あとはヴィータだな」

「ヴィータも、おぬしが言えば反対はしないだろうさ。あいつのことだ。むしろ、面白い、と言って乗ってくるのではないか？」

「だといいがな。それはそうとエンスーヤはどうしている？」

「ヴィータと一緒に森へ戻ったよ。自分の一族を連れてくるそうだ。あいつも本腰を入れて吾らと合流する気になったようだ」

「そうか。そいつは幸さい先さきがいい。さて、ではヴィータが戻るまでにできる範囲で戦いくさの支度を進めておくか」

　ライバッハが、恐る恐るという体ていで上体を乗り出した。

「あの、ナーガ様」

「なんだ、ライバッハ？」

「リガヤ様が反対されたら、どうするおつもりですか？」

　ナーガは、ふふん、と不敵に笑った。

「籠ろう城じよう戦に参加するつもりはない。その場合は不本意だが、カサンドラ王国だけで戦ってもらうしかないな。カサンドラ王国が戦っているあいだに何か別の手立てを考える」

「何か案があるのか？」

　ハリガンがそう訊きくと、ナーガはきっぱりと首を横に振った。

「ない」

　ハリガンの顔が小さく歪ゆがむ。

「ないのか……」

「だから、これは唯一にして無二の方法だ。これ以外に旅団に勝つ策はない。だからリガヤが受うけ容いれないなら、こちらは手を引くしかない。俺は勝てる可能性がない戦いくさをするつもりはないんだ」

「わかりました」

　ライバッハは悲壮な決意を顔に漲みなぎらせて言った。

「一度、王都に戻って、リガヤ様にナーガ様の意向を伝えておきます」

「そうだな。いや、文書にして持っていってもらおうか。レラ……はいないから、誰か別の者に書いてもらうしかない。ハリガン、誰か選んでくれないか」

　とナーガが顔を巡らせると。

「なら、吾われが書いておこう。ハインドラ一族の族長と龍りゆう王おう様の署名入りなら、それなりの説得力があるのではないか？」

　ナーガは、くくっ、と小さく笑った。

「ああ、頼むわ」

　ハリガンは任せろと頷うなずくと、で？　と訊いてきた。

「戦の準備とは、具体的に何をどうするのだ？」

「地形の把握が第一だ。土ど砂しや降ぶりの雨になれば……というより、確実になるんだからな、目視が利かなくなるのは俺たちも変わらない。予あらかじめ、戦場になりそうな場所の地形を頭に叩たたき込んでおく必要がある。もっともカサンドラ王国軍の兵士にとっては地元になるわけだから、それほど大きな障害にはならないだろうが、たいていの魔女にとっては見知らぬ場所だ。地形の把握は重要だな」

「ふむふむ、なるほど」

　ライバッハはナーガの言ったことを雑記帳に書き留めていく。

「第二に、エレオノーザによる魔法の仕込みだな。おまえの魔法は実現するまでに時間がかかるんだろう？」

「ですね。このあいだのように大雨を降らせるとなると、今のうちから準備をしておいたほうがいいです。ある程度まで仕込みを進めておけば、一日、二日のずれなら対応はできますから」

「おまえの魔法が肝きもになる。頼んだぞ」

「頑張ります！」

　そんなエレオノーザをイクシーヌが複雑そうな顔で見つめていた。

（ここにレラがいたら嫉しつ妬との炎が燃え上がって大変だったろうなぁ。あの娘こ、無表情のくせに感情がダダ漏れだし。って、わたしも素直に喜べない感じなんだけど。でも、自分にできることをやるしかないよね。やるべきことはナーガさんが指示してくれるんだから、それを精一杯やる。やり遂げる。そうすれば勝てるはず。今までもそうして勝ってきたんだから、今回だってきっと）

　イクシーヌは頼もしそうな目でナーガを見やるのだった。

「ライバッハ、リガヤとの会談、五日後でいいか？」

「日程を詰めます」

「もっと急がなくてもいいのか？」

　ハリガンがそう訊きいたが。

「その前にやっておきたいことがあるのさ」

「何がある？」

「もう一度、レンスールの街に戻って、奴ど隷れい兵を調達しておきたい。直接の戦闘に加われなくても、人手は多いに越したことはないからな。ライバッハは行けないから、俺が行って買ってくるしかない。行ったついでに、アイスやレラを連れて戻ってくる。この戦いくさは総力戦だからな。で、戻ってきたらリガヤとの会談の準備をしよう」

「忙しいな」

　とハリガンが苦笑する。

「しかし、商館はどうするのだ？　アイスやレラを連れ戻ったら、誰もいなくなってしまうではないか。まさかリンネとリンナに留守番を任せるつもりではあるまいな。あの二人では無理だぞ」

「わかっているよ。あの姉妹も連れてくる。まだ正式に開いたわけじゃないから、開館を延期するしかないだろう。五会頭には俺から挨あい拶さつをしておく」

「ますます忙しいな」

「忙しいのは俺だけじゃない。むしろ、おまえたちのほうが忙しくなる。自分たちの訓練に加え、奴隷兵の訓練も必要だ。カサンドラ王国軍との連携も必要になるから、隊長たちとは打合せも必要になる。連日の物もの見みも欠かせない。とくにユウキやエリュシオーネ、セレナ、リンネ、リンナ辺りには大いに働いてもらわなくちゃならない」

　というナーガの指摘に、ハリガンは大きく頷うなずいた。

「みな承知しておるよ。むろん、吾われもな」

「なら、準備を始めようか」

「うむ」

「承知しました」

「やりますよ」

　ハリガン、ライバッハ、イクシーヌなどが次々に床しよう几ぎから腰を浮かせた。

「そうだ、ライバッハ」

「なんでしょう、ナーガ様？」

「おまえが連れているあの若い兵士」

「ラルフレッドですね」

「おう、そいつだ」

「ラルフが何か？」

「あいつは目にかけてやれ。将来有望な男だぞ」

　まだ会ったばかりだが、ナーガにはピンと来るものがあった。

　この手の直感力に優れているのがナーガの特長だ。人の力量を見抜く目を持っているのがナーガの強みだ。それは「将に将たる器」であるための必須条件なのだ。

　彼が織お田だ信のぶ長ながとして天下統一を成し遂げられたのは、出自や家柄に囚とらわれず、能力のある者を召めし抱かかえ、重用したからに外ほかならない。その彼が、ライバッハを使える男だと見抜いた。同様に、ラルフレッドにも見所があると感じた。

　実際、ライバッハは使える男だった。だからラルフレッドも使える男のはずだ。それはやがて証明されていくことになる。

「ナーガ様のお眼鏡に適かないましたか」

　とライバッハが応こたえると。

「これから経験を積んでいけば、という条件付きだがな。しかも、あいつは魔女を毛嫌いしていないようだ。それは大きい」

「わかりました。幸い、あいつは俺の部下でしたし、今はまた俺の部下になりましたから、俺があいつに目をかけても、なんの問題もありません。せいぜい目をかけて鍛きたえてやりますよ」

「頼んだぞ」

　と言って、ナーガも床几から立ち上がる。

（さて。天下分け目の決戦だ……というにはまだ少し早いか。だが、魔女たちにとって、未来を懸かけた大おお戦いくさになることは間違いない。新たに送り込まれてきた旅団を撃退できれば魔女たちはこの世界に確固たる楔くさびを打ち込むことができる。大きな存在感を示すことができる。そうなれば、もう簡単には潰されなくなるだろう）

　そのためには何がなんでも勝たなくてはならないと思うナーガである。

（幸いカサンドラ王国も、何がなんでも勝たなくてはならないという立場になったわけだからな、上う手まく共闘できれば、それなりの戦力にはなるはずだ。最悪でも敵を引きつける囮おとりくらいにはな）

　ナーガはカサンドラ王国軍を餌えさにしてでも遠征軍を分散させようと考えている。

（旅団三個にまとまって行動されては厄やつ介かいだ。なんとかして分散させなくてはならない。そうでなくては本陣を強襲して敵将を討うち取るなんてことは無理だ）

　勝つためならなんでもやる。だからナーガは同盟を結ぼうとする相手、カサンドラ王国すらも捨て駒として使う覚悟だった。
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　それから数日間を、ナーガも魔女たちも目の回るような忙しさの中で過ごした。

　ナーガで言えば、レンスールの街に蜻蛉とんぼ返がえりし、現地で奴ど隷れい兵を新たに三十名購入し、心構えを説き、将来の希望を見せた。魔女たちのためにしっかりと働いた者は奴隷の身分から解放してやると約束したのである。

　ナーガは彼らに一日だけ訓練を施ほどこし、レンスールの街を離れることにした。

　滞在している僅わずかな時間にナーガはロザリアと会い、彼女に商館の開設を延期する旨むねを伝えたのだが、その際、運び込んだ産物の残りの管理をロザリアに頼んだ。

「いいけど、あたしが勝手に売り払うとか、考えないの？」

「商人は信用が第一なんだろ。だったら、あんたがそんなことをするはずがない」

「そこまで信用されたら引き受けないわけにはいかないわね。でも」

　そこで言葉を切ったロザリアは、真剣な顔でナーガを見つめて言葉を継ついだ。

「あなたたちが戻らなければ、預かった物はあたしが処分しちゃうからね？」

「そんなことをされては堪たまらない。必ず戻るさ」

「ええ、ちゃんと管理しておくから必ず戻りなさい」

　こうしてナーガは、アイスやレラ、リンネ、リンナ、そして奴隷兵たちを引き連れ、魔女国の国都へと駆け戻ったのだった。




　一方その頃、森へ出向いたヴィータが国都へと戻っていた。

　ハリガンからナーガの構想を聞かされたヴィータは、案の定、反対はせず、

「もはやそれしかなかろうな」

　と言って、ナーガの策に乗ることを決断した。

　彼女はエンスーヤの一族と共に、ナムジャの一族の魔女を二人、連れていた。

　ハリガンとヴィータの一族の目覚ましい活躍ぶりを伝え聞いたナムジャは、ヴィータが訪おとずれたのをこれ幸いと二人の若い魔女を自分の名みよう代だいとして彼女に付け、噂うわさのナーガを確かめてくるよう命じたのだった。

　龍りゆう王おうの御み遣つかいというナーガが本物なら、人間世界に進出しているハリガンとヴィータの一族に合流するのも有りだとナムジャは判断した。

（もっとも、人の軍を何度も討うち破り、黒い森から下りて魔女国を建国してしまうほどの男なら、本物なのだろうがな）

　というのがナムジャの感想だが、そうはいっても実際に確かめないうちに合流するのは躊ちゆう躇ちよされる。その辺の感覚はエンスーヤと同じだった。

　だからナムジャは、まずナーガがどういう人物なのかを確かめようとした。同時に、本当に魔女の国が建国されたのか、ただの噂や法ほ螺ら話ではないのかということも確認しようと思っていた。

　そこでナムジャは、一族の中でも頼りにしているハリエンデスとクロイアルデスという二人の魔女をヴィータに付けたのだった。




　魔女国の国都へ入った二人は驚いた。都と言いながら、木柵で囲んだ荒れ地に何棟かの掘ほっ建たて小屋が建っているだけだったからだ。

（黒い森にある我らの村とあまり変わらないな）

（そうだな。だが、活気がある。それに、あれを見ろ、ハリエンデス。人と魔女が一緒になって働いているぞ）

（ああ。信じられない光景だ）

　二人にとっては、魔女の国が建国されたことより、都が思ったよりもずっと見み窄すぼらしいことより、そちらのほうが大きな驚きだった。

（ナーガとやらの、魔女と人が共に暮らせる世界を創つくるという主張も、強あながち誇こ大だい妄もう想そうではないのかもしれないな）

　というハリエンデスの言葉に、クロイアルデスは大きく頷うなずいた。早く自分の目でナーガを見てみたいと二人は思った。




　ハリガンやヴィータの一族の魔女が奴ど隷れい兵と共に働いている姿を見て驚いたのは二人だけではない。エンスーヤの一族の魔女たちも同じだった。

　もっとも彼女たちは、すでに族長のエンスーヤから話を聞かされていたので、二人ほど驚いたわけではなかった。が、話に聞くのと自分の目で見るのとでは、やはり受ける衝撃の度合いが違った。

「どう？　驚いたでしょう？」

　とエンスーヤに訊きかれ、五人は一様に首を縦に振るのだった。

「ナーガさんに会ったら、もっと驚くよ」

　などと族長に言われてしまうと、気になって仕方がない。

　五人もハリエンデスやクロイアルデスと同様、早くナーガと会ってみたいと、彼の帰還を心待ちにするのだった。
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　そんなときにナーガが戻ってきた。

　ナーガは新参者の魔女たちを前にして、己おのれの構想をぶち上げた。

　魔女と人とが共に暮らせる世界を創つくろうとしていることを。その理想のための第一歩として魔女の国を建国したことを。魔女の国を守るため、攻めてくる旧教会の旅団と戦って撃破する必要があることを。

　最後にナーガは、

「できればおまえたちにも協力してもらいたい」

　と言って頭を下げた。

　彼と共にハリガンとヴィータも頭を下げた。

　二人の族長の行動にハリエンデスとクロイアルデスは驚いた。

　魔女の族長は誰もが誇り高く、容易に他の一族と妥協をしない。ましてや誰かの風下に立つなど、ありえない。

　その誇りが魔女の団結を阻はばんできた一因だとも言えるのだが、それはさておき。

　ハリエンデスもクロイアルデスも、ハリガンとヴィータがナーガと共に自分たちに頭を下げているということが信じられなかった。

（ハリガンはさておいて）

（ああ、あのヴィータ殿がな）

（傲ごう慢まんで自惚うぬぼれ屋で尊大で傲慢で我わが儘ままで独ひとり善よがりな、あのヴィータ殿だぞ）

（信じられないよな）

（ヴィータ殿をここまで変えてしまうとは。あのナーガという男、本当に龍王の御み遣つかいなのかもしれない）

　などとひそひそ話をしているハリエンデスとクロイアルデスを、ヴィータが険しい目で睨にらみつけてきた。

「ハリィにクロイ。貴様ら、何か言いたいことがあるのかや？」

　二人の魔女は頸けい骨こつも折れよとばかりに激しく首を左右に振った。

「言いたいことは何もありません」

「ですが、訊ききたいことはございます」

「なんじゃ？　言うてみい」

「魔女の軍はナーガ殿が総大将で、ハリガン殿とヴィータ殿が副将という理解でよいのでしょうか？」

　ヴィータとハリガンは一瞬、顔を見合わせたが。

「形の上ではそういうことになるの」

　とヴィータが答えた。

「では、ナーガ殿が魔女国の国王ということなのですね」

「そういうわけではない」

　と、今度はハリガンが答えた。

「はい？」

「魔女の国は、あくまで吾われら魔女のもの。ナーガは戦いくさの指揮はするが、魔女の国を統すべるわけではないのだ」

　ハリエンデスとクロイアルデスはどことなく怪け訝げんそうな顔でハリガンとヴィータを交互に見やっている。

「では、魔女の国を統べるのは」

「ハリガン殿かヴィータ殿……というわけですか？」

「誰が統べるかは先の話だ」

　とハリガンが答えると、

「そうよな」

　とヴィータが続いた。

「魔女国の女王にいちばん近いのは吾だとは思うがの。経験的にも、実績的にも、能力的にも、の」

　そう言って薄い胸を思いきり張るヴィータに、ハリガンと彼女の一族の魔女がジト目になって咎とがめるような視線を送った。

「まぁ、まだ決まったことではないがの。そしてそれを決めるのは先の話じゃがの。今は建てた魔女国を守り、人の世界へ進出していくことに全力を傾けい注ちゆうせねばならん。誰が統べるのが相応ふさわしいかは、この先、旅団との戦で、あるいは人の世界へ進出していく中で自おのずと見えてくるじゃろう」

　そこで言葉を切ったヴィータは、自信満々の態度を崩さずに言葉を継ついだ。

「何しろ魔女王はすべての魔女の総意で選ばれるのが伝統じゃからのう」

　ハリエンデスとクロイアルデスが色めいた。

「ということは、我らの姉あね」

「ナムジャ・ナムリエ・ナナトゥールにも可能性があるということでしょうか？」

（しめしめ、乗ってきたわ）

（ナーガの考えた展開になってきたな）

　二人の魔女の反応に、ヴィータとハリガンは内心で手を打った。

「そんな可能性はほとんどないと思うが、それでも万が一、これからの戦いでナムジャが他を圧倒するほどの大活躍をし、ナーガと吾われとハリガンが認めたのなら、候補の一番手には挙あがるであろうのう」

　というヴィータの答えに、二人は互いを見やって大きく頷うなずいた。

「だが、すでに魔女国は成っていることを忘れるな」

　とハリガンが二人に釘くぎを刺す。

「魔女国建国のために働いたのは、我らハインドラ一族と、ヴィータのところのスレイマーヤ一族だ。吾とヴィータを上回るほどの評価をナーガから得るには、よほどの働きを見せなくてはならないぞ」

「今のお話、すべて姉あね上うえに伝えておきます」

　とハリエンデスが頭を下げると、ナーガが口を挟んできた。

「そう気張らなくてもいい。ハリガンやヴィータも言ったように、それはまだずっと先の話だ。いま必要なのは、魔女が人間界に確固たる勢力を築くことだ。創つくった魔女の国を守り育てていくことだ。そのためにもおまえたち一族の力を借りたいと俺は切に願っている。協力してくれないか？」

「最終的には姉上の意向も確かめねばなりませんが、我ら二人、姉上の名みよう代だいとして、ここで応と言わせていただきましょう」

　ハリエンデスが力強い声でそう応こたえると、クロイアルデスも目に強い意志の光を宿して続いた。

「滅ぶのを待つだけだった我ら魔女に明るい未来が訪おとずれる可能性がある。その一事だけで命を懸かけるかいがあるというものです」

「そうか。なら、よろしく頼むわ。それと」

　ナーガは顔を巡らせ、それまでじっとやり取りを聞いていたエンスーヤ一族の五人の魔女に視線を転じた。

「そっちのエンスーヤのところの奴やつらも、頼んだぞ」

　ナーガの視線を受け、五人は体が痺しびれるような感覚を受けた。エンスーヤに次ぐ位置にいるジェンガという魔女が慌あわてて頭を下げた。

「あ、はい、精一杯、やらせていただきます」

「サボったら、わたしがこの娘こらのお尻を叩たたいてもちゃんと働かせますから」

　と言ってきたエンスーヤに向かって、ナーガは、ぐっ、と親指を立てた。

「しっかり叩たたいてくれ。なんだったら、俺が叩いてもいいんだが」

「だって。みんな、しっかり働かないと、ナーガさんにお尻を叩かれるからね？」

「え、え？」

　ジェンガ以下、五人の魔女が嫌そうに顔を歪ゆがめた。

「ははは、それはまぁ、半分冗談だがな」

「半分ですかっ！」

　思わずツッコんでしまったジェンガは、慌あわてて手で口を押さえる。

「す、すみません」

「そんな恐こわがるなよ」

　とナーガが言うと、横からヴィータが割り込んできた。

「いや。此こ奴やつは恐い男じゃぞ？　何しろ底なしのすけべぇだからのう。下へ手たをすると叩かれるだけでなく、撫なでられたり揉もまれたりするぞ？」

「ひぃぃっ」

　ジェンガたちが震え上がる。

「おい。それは言いすぎだろう、ヴィータ」

「言い過ぎ？　吾われはかなり抑えて言うたつもりなのじゃがな？」

　ハリガンも追い打ちをかけてきた。

「うむ。吾もナーガが人一倍、いや、二倍、三倍はすけべだというヴィータの意見に賛成するな」

「だから！　おまえら酷ひどいな」

「いやいや、事実じゃろうが」

「事実だな」

「それが酷いと言っているんだがな」

　ナーガは天を仰いでわざとらしく嘆息する。

　彼とヴィータ、ハリガンの、そんな気安いやり取りに、エンスーヤの一族の魔女だけでなく、ハリエンデスもクロイアルデスも目を丸くしている。龍王の御み遣つかい相手にこれほど親しげに話せるハリガンとヴィータも凄すごいと思うが、異世界から落ちてきたという割に、平然と魔女と話ができるナーガも凄いと思う。

（いや……逆か？　この世界の者ではないからこそ、忌いみ嫌われ、虐しいたげられていたわたしたち魔女と普通に会話ができるのかもしれないな。であれば、この男がハリガンのところに落ちてきたのは魔女にとって僥ぎよう倖こうだったことになる。その幸運にわたしたちも乗ってみるのもいいだろう。姉あね上うえにはそう言っておくか）

　ハリエンデスは、まだ言い合っているナーガとハリガン、ヴィータを横目で見ながら、そんなことを思っていた。
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　三日後──。




　魔女国の国都を訪おとずれたリガヤとナーガの会談が行われた。

　リガヤを先導してきたのはライバッハで、護衛兵は五十名ほどだった。その数を見れば、リガヤはとりあえずナーガと魔女たちを信頼していることが窺うかがえた。

（というか、それだけ切せつ羽ぱ詰つまっているってことなんだろうがな。とはいえ、一いちか八ばちかにも等しいと思える俺の策を認めるかどうか）

　ナーガはリガヤが賛同する可能性は五分五分かなと思いつつ会談に臨んだのだが、会談の席でリガヤは意外にもナーガの策をすんなりと認めた。

　いきなり言われたら驚き反対もしただろうが、予あらかじめライバッハからナーガの意向を聞かされていたから、考える時間があったのが大きかったのだ。会談に臨むまでにじっくりと考えたリガヤは、カサンドラ王国を救うにはそれしか手がないと判断した。

　ナーガと実際に会って、彼の口から直接、作戦の全ぜん貌ぼうを聞いたリガヤは、最終的に決断した。この男の策で行こう、と。

（旧教会の旅団が攻めてくるのだ。しかも、悪名高いグリスタン率いる第七旅団がいる。生半可な手では防げない。撃退できない。王国を守れない）

　グリスタンの名前は辺境とも言える西さい果はての半島にも聞こえている。

　ジュエルジュードが「勇名」だとすれば、グリスタンのそれは「悪名」だ。

　正面からの叩たたき合いになればジュエルジュード率いる第三旅団のほうが上だろう。けれど用兵の上う手まさではグリスタンが上だと聞く。

　そして今回は、正面からの叩き合いにはならない。それをするにはカサンドラ王国側がわの兵力が足りなすぎる。

　であれば、グリスタンはジュエルジュード以上に厄やつ介かいな相手ということだ。

　しかも今回、グリスタン以外にもゲッツェンバーグ、メッシーナという二人の団長が率いる旅団も遠征してきている。どちらも神の旅団の中では精鋭部隊だと言われているから、カサンドラ王国が置かれた状況は最悪と言ってよかった。

（ならば。魔女と手を組むのもやむなしというものだ。どうせ手を組むなら、魔女たちの力を存分に生かす策で戦うのもいいだろう。毒を食らわば皿までと言うしな）

　なんとしても王国を守りたいと思うリガヤは、そう開き直った。

「国王様はわたしが説得する。ナーガ殿の策で行こうではないか」

　リガヤはナーガにそう応こたえ。

「話の早い男は好きだぜ」

　そう言ってナーガは笑った。

「互いの連携を高めるために、そちらの隊長たち何人かを、ここへ送ってもらえないか。魔女たちと顔合わせをしておきたいし、作戦に関しても打合せをしておきたい。ある程度の訓練もしておきたいしな」

　というナーガの要請にリガヤは即断した。

「承知した。人選はこちらに任せてもらっていいのか？」

「任せる。ただ、魔女に対する嫌けん悪お感かん、忌き避ひ感かんの少ない奴やつがいいな。訓練中に双方が衝突したら、一緒にやる意味がないからな。ライバッハ辺りに選ばせてくれればいいと思うんだが」

「それも承知した。ライバッハなら間違いはないだろう」

　それからナーガとハリガン、ヴィータは、リガヤと血判を押した誓せい詞しを交わした。

「では、これに国王様の血判も押していただこう」

　リガヤはそう言って国都をあとにした。

　ライバッハとラルフレッドもリガヤに従ついて王都へと戻っていった。

　ナーガとハリガン、ヴィータは、新たに加わったエンスーヤの一族とハリエンデス、クロイアルデスも交え、戦いくさの準備に邁まい進しんした。
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　それからの数日間は、誰にとっても、どの勢力にとっても、慌あわただしく忙せわしなく、希望と不安が綯ない交まぜになった、なんとも言えない緊張感に溢あふれた毎日だった。

　誰もが必死で働いたが、それは不安を忘れるためという側面があったのは確かだろう。




　ナーガと共にレンスールの街から魔女国の国都へ戻ったアイスは、間を置かず、アストゥロに会って話をするために黒い森へと出かけていった。

　ナーガは魔女や奴ど隷れい兵に訓練をつける傍かたわら、ユウキやエリュシオーネがもたらす最新の情報を、レラやハリガン、ヴィータと共に分析し、作戦の細部を詰めていった。

　エリュシオーネは偵てい察さつに飛ぶ一方、自分が飛べる場所を増やすために、あちこちにマンテラを仕込んで回った。

　マンテラはただ置けばいいというものではない。敵に見つかったら捨てられてしまうかもしれないから、見つからないように要所要所に仕込む必要があった。

　アルルカンは黒い森からたくさんの鳥獣──熊や狼おおかみや狐きつね、鷹たかや梟ふくろうなど──を連れてきて訓練を重ねた。

　エレオノーザは魔法で雨を降らせるための準備に取りかかった。

　大量の雨を降らせるためには、大がかりな仕込みが必要になる。彼女は毎日、戦場になるであろうカサンドラ王国の北方に広がる丘きゆう陵りよう地帯で雨を呼ぶための呪文を唱え、儀式を行った。

　リンネとリンナは、大雨の中でも遠くの音が拾えるようにと、シュバイツ川が森から平原へと落ちてくる落差のある滝の下で、小さな音を拾う訓練を重ねた。

　ノノエルもシュバイツ川まで出かけ、滝として降り注ぐ川の水を上じよう手ずに操れるよう訓練を積んだ。

　さすがのノノエルも雨の水を自在に操った経験はない。

　実際の雨を使って訓練しようにも、今は乾季なのでなかなか雨は降らない。そこで雨の代用品にと、滝の水を使うことにしたのである。

　セレナはセレナでエンスーヤに手伝ってもらいながら、「天てん眼げん」の効力を高めるために、毎日、訓練を積んだ。




　魔女たちが各おの々おのの魔力を高め、各々の魔法をより効果的に使うべく訓練をしていると、ライバッハが魔女国の国都へ戻ってきた。

　彼は数人の部隊長たちを連れていた。

　ナーガに言われたように、比較的、魔女に対する嫌けん悪お感かんの少ないかつての同僚を選んで連れてきたのだ。

　双方は顔合わせを済ませると、直ただちに話し合いを始めた。

　最初は腰の引けていた隊長たちも、ナーガが話し始めると、誰もが引き込まれたように静聴した。

　質疑応答が始まって魔女たちと直じかに言葉を交わすようになると、彼らの中にあった怯おびえや不安、猜さい疑ぎ心しんなどは次第に氷解していった。

　その後、何日か一緒に訓練を重ねるうちに小さな連帯感さえ生まれた。それは以前には決して生まれ得なかったものだ。

（たとえ今は小さな連帯感でも、やがて大きく育ち花開く。間違いなくそれは人と魔女とを繋つなぐ鎹かすがいになるだろう）

　魔女とライバッハの同僚たちの様子をそれとなく観察していたナーガは、自分の策が実を結びつつあるのを感じた。

（カサンドラ王国軍の兵士と魔女が共に戦うのは、むろん旅団を撃退するためだ。だが、それだけじゃない。それは一面に過ぎない。もう一つの狙いは、人と魔女が共に手を取り合って何かを為なしたという事実だ。それが、魔女と人とが共存できることの証明になる。人間たちが魔女を見る目は確実に変わる。そうなれば教会の主張を疑う者が大勢出てくるだろう）

　ナーガはそこまで読んで、カサンドラ王国と同盟することを決めたのである。

（つまりこれは、一石二鳥って奴やつだな）

　彼の目もく論ろ見みどおり、魔女とカサンドラ王国軍の隊長たちのあいだには、一つの目標に向かって努力しているうち、知らないあいだに仲間意識が芽生えていったのだ。

　かつて激烈に戦ったという過去を乗り越え、かつての仇きゆう敵てきだったという立場を乗り越え、新たに迫る大きな脅きよう威いのために団結しようとしている。

　恨みを忘れたわけではなく、単に棚上げしたに過ぎないのだとしても、命を懸かけて共に戦ったという事実は、棚上げした恨みをいつの間にか薄れさせる効果があるはずだ。

　ナーガは目指す世界への道筋に、いま確かな手て応ごたえを感じ取っていた。
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　カサンドラ王国討とう滅めつ軍の第一陣が王国領域に迫りつつあった。

　第一陣を率いるのは第七旅団の旅団長、グリスタンで、その兵数は、旅団の五百に都市国家連合軍の兵千五百を合わせた二千である。

　後続の第二陣を第二旅団長ゲッツェンバーグが率いている。そちらは旅団の五百と都市国家連合軍の一千で、合わせて千五百だ。

　さらにその後方に第三陣が続く。

　第三陣には輜し重ちよう部隊の役割が振られている。率いるのは第八旅団の旅団長メッシーナで、旅団の五百と都市国家の五百、合わせて千だった。

　総数四千五百。これがカサンドラ王国討滅軍の総兵力だった。

　ゲッツェンバーグたちが想定していた兵力よりやや少なかったが──彼らは五千五百は超えると思っていた──前回の魔女との戦いで損そん耗もうしているからと都市国家の首脳に言われてしまえば、ごり押しはできなかった。




　グリスタンなどは、

「少し脅おどせばもう少し増えるのでは」

　と言ったが、ゲッツェンバーグは、あまりやり過ぎると却かえって離反する国が出かねないと判断した。

「まぁ三千集まったのなら、よしとしようや。俺たちの千五百と合わせて四千五百。カサンドラ王国軍の動員兵力は二千もないって話だから、それで問題ないだろ」

　グリスタンもこれで問題はないと考えたようで、この兵力で南下を開始したのだった。




　一方、これに対するカサンドラ王国軍の兵力は、ゲッツェンバーグたちの予想どおり、千八百だった。

　攻撃側がわは守備側の三倍の兵力が要ると言われる。攻こう城じよう戦せんともなれば五倍は要るとも。

　だから数字的には討滅軍が有利というわけではない。

　しかし、カサンドラ王国軍の内実は、帳ちよう尻じり合わせで無理やり増やした新兵と傭よう兵へいが多く、兵数に見合うほどの戦闘力はない。

　それに比して教会の旅団は精鋭揃ぞろいだ。旅団の千五百だけでも王国軍の千八百より遙はるかに強力だと思うべきだった。

　カサンドラ王国軍と魔女軍のすべてを合わせても二千には届かないから、普通なら街や砦とりでに籠こもって籠ろう城じよう戦を行うところだ。

　街や砦とりでを強攻した討とう滅めつ軍が多数の犠牲者を出せば、少なくとも都市国家の兵のあいだに厭えん戦せん気分が広がる可能性はある。

　兵ひよう糧ろうを徴発された都市国家からは旅団に対する反発が出る可能性もある。

　それらを期待して籠ろう城じようする、というのが常道のように思えた。

　しかしナーガは、すでに見てきたように籠城戦は考えなかった。

　今回は三個の旅団が投入されている。旧教会が本気になっている証拠だ。であれば、都市国家の兵が不満を言ったところで兵を引くことなどないというのがナーガの読みだ。

　兵糧にしても、供出する国にとっては迷惑な話だが、旅団は旅団で自分たちが食べる分は確保しているから、基本的に自分たちの国の兵を養やしなう分を出せばいいだけで、耐えがたいほどの負担を強いられるわけではない。

　静かな反抗策として、兵糧の供出や運搬の手を抜くということもあり得るが、今回は、手を抜いたら腹を空すかすのは自分たちの都市の兵だから、その手は使えない。

　それらの事情を鑑かんがみて、籠城して粘ねばっても、相手は簡単に兵を引かないとナーガは判断したのである。

　加えて、カサンドラ王国には、現状、後ご詰づめが来る可能性はない。ならば籠城して長期戦に持ち込んでも、じり貧に陥おちいるのはむしろカサンドラ王国側がわ。

　とくに、他の都市の住民を王都に避難させたから兵糧に余裕がない。戦いくさが長引けば王都の住民が飢えてしまうのだ。

　その意味でもナーガには、長期戦ではなく短期決戦で決着をつける必要があった。

　それに、とナーガは思う。

（一枚岩でないのは、魔女の側も同じだからな）

　ハリガンとヴィータの一党は共に戦ってきた仲間で、信頼は揺るがない。だが、エンスーヤやナムジャの一族は、戦いが不利になれば離脱しかねない。

　ナムジャは一族の大半を引き連れて少し前に魔女国の国都までやって来ていたが、最後の最後で加わったアストゥロは、一族の半数ほどしか率いていなかった。

　族長のアストゥロ曰いわく、

「森の中にも守りの魔女を残しておかないと不ま味ずいので」

　だそうだが、彼女と彼女の一族がナーガたちが勝利できるかどうか懐かい疑ぎ的てきで、ナーガたちの唱える未来に半信半疑で、敗戦に備えて半数を森に残しているのは間違いない。

（アストゥロの一族は本気にはほど遠いな）

　というのがナーガの印象である。

　今や総数では六十名を超えた魔女軍だが、本気で戦えるのは、やはりハリガンとヴィータの一族と、エンスーヤくらい──彼女の一族はまだ人との戦闘の経験がない──である。だからナーガは、奇襲部隊の中核はハリガンとヴィータの一族の魔女で固めていた。
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　ナーガの構想は次のようなものだった。

　カサンドラ王国が王都の北に造った砦とりでと、王都以外に二つある城郭都市──小規模な物だが──に兵を入れ、残りは王都に籠ろう城じようして抵抗する構えを見せる。城郭都市や砦を攻め陥おとすために攻撃側がわは兵力を分散させることになるが、主力はそのまま王都へと進軍してくるだろう。その主力本隊を、魔女軍とカサンドラ王国軍の精鋭部隊で急襲し、総大将を討うち取る。討ち取れないまでも、本隊（の旅団）を敗走させることができれば、都市国家の部隊は撤退するしかない。

　問題は、残った二個の旅団だが。

　その二個が継戦の意志を見せても都市国家の軍は戦う意志をなくしているはずで、相手が旅団といえど、千だけなら、王都に籠城すれば陥とされる虞おそれは低い。

　二個の旅団がほかの都市や砦に向かったらその背後を脅おびやかし、向かってきたら逃げるという不正規戦を繰り広げればいい。

　不正規戦なら、魔女の独どく壇だん場じようだ。

　そうして兵数を少しずつ削りながら、敵の兵ひよう糧ろうが切れるのを待つ。

　旅団が持つ兵糧には限界がある。輜し重ちよう部隊が逃げ去っているとすれば、旅団は補給が利かないことになる。数日間ならともかく、一旬日を超えるような包囲戦は無理だろうから、最後には兵糧が尽きて引き揚げるしかない。

　グランビスタまで引き揚げて兵糧を仕入れ、再びカサンドラ王国を目指そうとしても、時間的な余裕ができるから、今度はじっくりと応戦準備ができる。

　それに、旅団と共に戦いながら二度もの敗戦を経験した都市国家群は、今度は兵を出し渋しぶるだろう。二個の旅団だけが再びカサンドラ王国に迫っても、魔女たちによる不正規戦で相手の兵力を削っていけば、最終的には勝つことができる。

　それがナーガの読みであり、狙いでもあった。

　そのためには、三個の旅団を分散させる必要がある。

　ナーガはカサンドラ王国の都市二つを、旅団の分散のために使おうと決めていた。

（時間を節約したい旅団は王都以外の都市をできるだけ早く陥としたいはず。戦いくさが長引けば寄せ集めの都市国家の兵に厭えん戦せん気分が広がる虞がある。二個で同時に街に攻めかかり、残りの一個は王都へ進むだろう）

　だから王都以外の都市にも守備兵を入れて籠城する姿勢を見せなくてはならない。

　もしも素通りされるようなら、入れた守備兵は街から出て、行軍する討とう滅めつ軍の背後──とくに輜重部隊──を脅かす。狙いどおり、討滅軍の一部が街に向かってきたら、素早く守備兵を抜いて、相手の攻撃を空振りさせる。

　ということをナーガは考えていた。

（少なくとも一日稼げれば、主力の本隊を強襲する余裕ができる）

　そこまで持っていければ、勝負は五分五分だとナーガは思っていた。

　ただ、構想が上う手まく嵌はまって旅団を撃退できたとしても、そのあとに旧教会がどう出るかまでは彼にも読めていない。最悪の場合、激怒した旧教会が本土の国々に呼びかけて、万余の兵を集め、西さい果はての半島に送り込んでくるという可能性もなくはない。

（ま、そのときはそのときだ。とりあえず目の前の戦いくさに勝利しない限りは未来はないんだからな。今はこの戦に集中するべきだろう）

　ナーガは魔女や王国の物もの見み兵を最大限に稼働させて旅団と都市国家群からなるカサンドラ王国討とう滅めつ軍の情報を集め続けた。

　情報こそ戦の帰き趨すうを分かつ大きな要因だということをナーガはよく弁わきまえていた。
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　カサンドラ王国の王都カサンドラ──国の名と同じで紛らわしいので、単に「王都」と呼んでおく──の郊こう外がいに陣を敷いた魔女軍の本営に詰めているナーガの下もとへ、引っ切りなしに伝令兵が走り込んでくる。伝令兵だけでなく、魔女たちもだ。

　魔女の側がわでは、ユウキやエリュシオーネ、セレナなどが南下を始めた討滅軍部隊に張りついていた。中でもユウキやエリュシオーネは地形の制約を受けず素早く移動できるから、偵てい察さつにはもってこいだ。

　ただ、相手には魔女が混じっているかもしれないと思えば討滅軍側もそれなりに注意を払うことになる。もしかするとユウキの飛ひ空くう挺ていのことは相手に知られているかもしれない。その場合、上空をおおっぴらに飛ぶのは憚はばかられる。彼方かなたから遠えん望ぼうするか、森の木々のあいだに身を隠すか、丘の陰から覗のぞくことになるが、敵部隊を発見したら、直ただちに空を飛んで味方に報告することはできた。

　エリュシオーネはマンテラさえ置いてあればどこにでも飛んでいけるが、逆に言えば、マンテラが置いてない場所には飛べないという制約がある。ユウキのようにどこにでも移動できるわけではないが、予あらかじめ、至る所にマンテラを仕込んでおいたので、かなり自由に移動ができるようになっていた。彼女の場合は、敵を見つけたら即座に本営に置いてあるマンテラまで飛べばいいので、情報に時間差が生まれなかった。

　セレナはセレナで、離れた場所から──そこが森の中だろうと谷の底だろうと──周囲を俯ふ瞰かんできるから、索さく敵てきと陣の配置を探るという面では、ユウキやエリュシオーネよりも優れていた。ただ、彼女の場合、移動する際は自分の足で走るか馬に乗るかだから、ユウキやエリュシオーネのように素早い移動は望むべくもない。馬を使っての移動では、馬が走れる地形という制約もつく。

　というわけで三人には一長一短があったが、いずれにせよ人の兵士から成る物もの見み部隊に比べれば、その能力は段違いだった。

　セレナが移動できない場所では、アルルカンの使し役えきする獣けものが大活躍だった。

　獣たちは縦じゆう横おう無む尽じんに山野を駆け巡ったが、山野にいて当たり前の存在だから、敵の兵士のすぐ近くを走っても怪しまれることはない。敵部隊の位置を探り当てても、それを教えられるのがアルルカンだけという制約はあるのだが、情報を伝え聞いたアルルカンは獣の首に文ふみを巻いて本陣へと走らせた。本陣に走り込んだ獣の文はただちにレラのところへ届けられ、もたらされた情報は用意された地図にすぐさま反映されるのだった。

　こうして刻々と変化していく情勢を、ナーガはほとんど時間差のないまま把握することができた。こと情報戦という面に関しては、ナーガたちは討とう滅めつ軍よりも遙はるかに優位な立場に立っていた。





　４






　カサンドラ王国と魔女の連合軍本陣は、王都北方の小さな山の頂に置かれていた。

　いま本陣に詰めている魔女の数は少ない。戦闘力の高い魔女は、ほぼすべて奇襲部隊を率いて出払っているのだ。

　ナーガの傍かたわらにいるのはレラとヴィータ、エレオノーザに伝令役のイクシーヌとエリュシオーネくらいだ。ほかには、新規参加組のアストゥロとナムジャに二人の一族の魔女が数人いる。

　それ以外にもカサンドラ王国軍の指揮官リガヤが、副官と共に十名ほどの警護兵を引き連れて本陣に詰めていた。

　エレオノーザはすでに降雨術の仕込みを終えていたので、こうして本陣でナーガを手伝っている。

　戦闘力のあるレラを敢あえて本陣に置いているのは、ナーガの指揮ぶりを間近で見て体得せよというハリガンの指示があったからだ。ハリガンはレラに、ナーガの指揮ぶりを見て肌で感じて成長してほしいと願っていたのだ。

　それにナーガはまだこの世界の文字が読めない。アルルカンが送って寄よ越こす獣の文を素早く読み取って敵部隊の配置を地図上に反映させるのはレラが適任だった。万が一、戦いくさの途中で言葉を訳すためのレラの呪符が効力切れを起こしでもしたら大変なことになる。片言なら話せるようになっているナーガだが、それでは全軍の指揮を十全に執とることができはしない。その意味でもレラがいるのは心強かった。

　ハリガンがレラを本陣に置くことを提案したとき、クゥやケイ、イクシーヌなどからは不満とやっかみの声が上がったが、ハリガンとレラ（！）はそれを押し切った。何しろレラ以外の魔女は、これまでろくに地図を使ったことなどなかったから、

「あなたたちはもたらされた敵部隊の情報を正確に過あやまたず確実に地図上に反映させることができるのです、か？」

　とレラに言われれば、黙るしかなかった。

「もっと勉強しておけばよかった」

　とケイは身み悶もだえたが。

「できないことを無理にやろうとすると頭が爆発します、よ？」

　とレラに揶や揄ゆされ、地じ団だん駄だを踏んだ。

「レラに馬鹿にされたぁぁ！」

「まぁ、馬鹿が馬鹿にされるのは仕方がないよね」

　などと横からユウキに言われ、ケイは悔し涙に濡ぬれるのだった。

「まぁ、そう悲観するな、ケイ。人には、いや魔女にも向き不向きはある。おまえの魔法は肉弾戦向きなんだ。思いきり敵兵を蹴ったり殴ったりしてくれればいい」

　とナーガが慰なぐさめると、ケイは不満そうに顔を上げた。

「そうかもしれないけど～」

「何も考えずにひたすら敵兵と殴り合うのがケイにはお似合い」

「クゥにまで馬鹿にされた！」

「クゥ、にまで？」

　クゥが小首を傾かしげ、体に巻いた縄なわの先端をうねうねと動かしながらケイに迫る。

「にまでってどういう意味？」

「いや、べつに大した意味はないよ、さよなら～」

　ケイは脱だつ兎との如ごとく逃げ去っていった。

　などという、いつものような騒動はあったが、レラとエレオノーザが本陣に残ることは皆から承認されたのだった。




「ナーガさん敵部隊が分かれまし、た」

　とレラが呼びかけた。

「……のようだな」

　地図上に配置された敵部隊を表す小さな木の駒を見下ろしながら、腕組みしたままナーガは考え込んだ。

（第一陣はそのまま王都へ向かって進み、第二陣が二つに分かれてカシスの街とカナルの街へ向かったか？　それともまずはどちらか一つを制圧するつもりか？）












　いずれにせよ、ここまではナーガが予想したとおりの展開になっている。

（第三陣はかなり遅れているようだから、これは後ろ備えというより、輜し重ちよう部隊だな）

　実際、ユウキから最後尾の一団が荷馬車を引いているという報告が上がっていた。

（となると）

　ナーガの視線は第二陣──地図上では二つの駒に置き換えられている──を示す駒の上に注がれている。

（兵力は五百と千か。となると五百の部隊が旅団だな。第一陣は五百の大隊が四個という部隊編制のようだが、ユウキが確認した旌せい旗きから見ると、第一陣にいる旅団は、例の『旅団最さい凶きよう』と言われる第七旅団のみらしい。もう一個は輜重部隊の指揮に回ったか）

　しばらく沈思黙考していたナーガだが、やがて顔を上げた。

（やはり第二案で行くか）

　ナーガは事前に何パターンかの策を練り、敵の隊形や部隊構成などによって、最適な策を繰り出すつもりだった。それらは事前に魔女軍やカサンドラ王国軍に周知徹底されていたから、どれを選択しても味方が混乱することはない。

　第二案は、都市攻略に向かった第二陣をその場に引きつけて時間を稼ぎ、そのあいだに先行する第一陣の一部──できれば旅団が好ましい──を強襲して敗走させてしまう、という作戦だ。

（第二陣と第一陣の距離が開いたとなれば、これが最適な迎げい撃げき策となる）

　突出した第七旅団を撃滅できれば味方の勝利は疑いなしだ。

　そこまで行かずとも、敗走させることができれば、討とう滅めつ軍の士気は大いに落ち、都市国家連合軍からは離脱する部隊が続出するだろう。上う手まくすれば、都市国家の軍はすべて引き揚げるかもしれない。

（あとは強襲部隊が予定どおり第一陣を壊滅させられるか。少なくとも敗走させられるか。そこに勝敗の行方は懸かかっている）

　地図上に置かれた駒を見つめていたナーガは不意に顔を上げ、自分のほうを注視しているレラやエレオノーザ、イクシーヌ、ヴィータ、エリュシオーネ、リガヤを交互に見やった後、徐おもむろに口を開いた。

「第二案で行く。先行部隊に陣替えの指示を送ってくれ」

「承知した！」

　勢い込んで応こたえたリガヤは、副官や幕ばく僚りようを集め、早口で指示を送り始める。

　イクシーヌも命令を味方に伝えるべく、本陣を出て愛馬の下もとへ走った。

　矢継つぎ早に命令が出され、本陣に詰めているカサンドラ王国軍兵士の動きが慌あわただしくなった。

「いよいよ始まるのう」

　と呟つぶやいて、ヴィータは野戦卓の上の大きな地図に視線を落とす。

「魔女と人とが共に暮らせる世界への第一歩を標しるせるかどうか、それを可能にするか否かの戦いくさがのう」

　傍かたわらのレラが思い詰めたような顔で言った。

「勝ちましょうヴィータさ、ん」

　ヴィータは、くくっ、と笑ってレラに応える。

「言われんでも、吾われは勝つこと以外は考えておらんよ」

　それから彼女はエリュシオーネを見やった。

「第二案となると吾が出で張ばる必要があるな。そろそろ行くか、エリュー」

「いつでも、母かか様さま」

　小さく頷うなずくと、ヴィータは体の向きを変え、期待と不安が入り交じった顔で自分たちを見ているアストゥロとナムジャに対して、強気な態度で言い放つ。

「ぬしらは、吾ら魔女軍の勝かち態ざまを篤とくと見ておれ」

　ナムジャとアストゥロ、そして二人が連れている魔女たちは、ヴィータの言葉にごくりと唾つばを呑のんだ。

　ヴィータが言うようにこの戦に勝利できれば、魔女と人とが共に暮らせる世界が実現できるかもしれない。そうなれば自分たちにも明るく輝く未来が訪おとずれる。それを想像すると、腕に、足に、思わず力が入る。

「ヴィータよ、今からでも何か手伝えることはないのか」

「おお。吾われも吾らの娘むすめも、ただ見ているだけでは飽き足らなくなったわ」

　ナムジャとアストゥロがそう言うと、ヴィータは傍かたわらに立つナーガを見上げた。

「と言っておるのじゃが、どうする？」

「ん？　そうだな。なら、今からひとっ走りして、ヴィータと共に空城の計にかかった敵の攻撃に参加してもらうか？　ひとっ走りというか、エリュシオーネに運んでもらって。あの奇襲作戦なら、中に入った敵部隊を魔法で攻撃すればいいだけだからな。他の部隊との連携を気にする必要もないし、正面切っての白兵戦でもないから、訓練を積んでいなくても大丈夫だろ？」

「そうじゃな。個人個人の能力がものを言う局面じゃからな。吾が奏かなでの軽けい重ちようで敵の動きを止めれば、ユウキとリィリィだけでもなんとかなると思うが、いざというときに備えて、戦力はあるに越したことはないからの」

「だな。なら頼むわ。どちらの街に誰を送るか、あるいは片方に集中させるか、その辺の判断はヴィータに任せる」

「承知じゃ。まぁ、臨機応変にということになると思うがの」

「任せるよ。ただし、無理はするな、させるな」

「わかっておるよ」

　と応こたえたヴィータは、ナムジャとアストゥロたちを招き寄せた。

「吾はカシスの街とカナルの街に向かった敵部隊を奇襲するためにエリューと共に飛ぶが、ぬしらも連れて行く。連れていくというか、エリューに運ばせる」

「わかった！」

「教会の手先どもに目に物もの見みせてやるわ」

　腕を撫ぶすナムジャとアストゥロに対して、ナーガは冷静な声で釘くぎを刺した。

「参戦してくれるのは助かるが、戦いくさはつねに危険と隣り合わせだということを忘れるな。どれほど強力な魔法を持っていたとしても、おまえたちの恰かつ好こうでは、飛んできた流れ矢が一本刺さっただけで致命傷になりかねないんだ」

　ナーガはナムジャとアストゥロの出いで立たちに目をやりながらそう言った。

　二人の族長も、ハリガンやヴィータのところの魔女と同様、極薄極小の衣装しか身に着けていない。

「だから多少の無理はしても決して無む茶ちやをするな。無茶をした誰かを助ける羽目になれば、それだけで味方に迷惑がかかるんだ。いいな？」

　ナムジャとアストゥロ、それに二人が連れている若い魔女たちはナーガの迫力に気け圧おされるように上体を引いた。

「う……そうだ、な」

「気をつけよう」

「よし、では行ってくれ、ヴィータ。くれぐれも気をつけてな。あと、ユウキが無む茶ちやしないように注意してやってくれ」

「もちろん気をつけるよ。だが、多少の無理はするぞ。戦いくさに勝つためならな」

　ナーガは静かに頷うなずいた。

「線引きはおまえとハリガンに任せる」

「ではな、ナーガ。またあとで会おうぞ」

　ナーガに軽く手を振ったヴィータは、エリュシオーネに呼びかけた。

「行くぞ、エリュー」

「はい、母かか様さま」

「ついてこい、ナムジャ、アストゥロ」

　本陣から抜け出して走っていくヴィータとエリュシオーネのあとを、二人の魔女長おさが追いかけ、その後ろから一族の魔女たちが走っていった。

　本陣には王国の兵が多数、詰めている。魔法の中身を知られたくはないから、魔法を使うところを見せたくない。エリュシオーネのマンテラは、少し離れたところの木立の中に隠してあった。

　すでにイクシーヌも、味方への命令伝達のために馬で本陣を離れたから、野戦卓の周りに残った主な者は、ナーガとレラ、エレオノーザ、それにリガヤくらいだった。

「ナーガ殿」

　近づいてきたリガヤにナーガが訊きいた。

「出るのか？　というか、正確には籠こもるのか、だが」

　行軍している第一陣の隙すきを衝つくためには、王国軍が籠ろう城じようして徹底抗戦をすると信じさせなくてはならない。そのため王国軍は、籠城戦の準備を進めていた。

　この欺ぎ瞞まんを見破られないためにも、籠城準備は本気で行わなくてはならない。適当な応戦準備では、本気で籠城するつもりなのか？　と疑われかねないから、実際に籠城するつもりで準備をしなくてはならなかった。

　まさに今、王都では籠城戦のための準備が進められているはずで、リガヤは総指揮官として、籠城の準備を完遂させなくてはならないのだ。

　リガヤはナーガに向かって、ええ、と頷いた。

「王国軍の主力を率いて王都に籠城し、徹底抗戦の構えを見せます。見せつけます。強襲部隊の指揮はお任せしますので、何とぞよしなに」

　自軍精鋭部隊の指揮を他者に任せてしまうのは少し不安だが、任せる相手はナーガだ。たった二十ばかりの魔女を率いて、王国軍二千を敗走させたナーガだ。たった四十ばかりの魔女を率いて、教会最強と言われたジュエルジュード率いる旅団を討うち破ったナーガだ。それを思えば、不安よりも期待のほうが大きかった。

　ナーガはリガヤに向かって鷹おう揚ように頷うなずいた。

「やれるだけのことはやる」

「頼みました。では、失礼」

　リガヤも副官や幕ばく僚りようの多くを連れて本陣を離れていった。あとに残されたのはナーガとレラ、そしてエレオノーザだけになった。

「さて、俺たちもそろそろ所定の場所へ移動するか」

　ナーガの口調にあまり緊張感が感じられなかったので、レラは意外に思った。

「どうした？　何か気になることでもあるのか？」

「いえ気になることという、か。意外と冷静なのですねナーガさん、は」

「ここまで来れば、焦あせったって力んだって何も変わらない。考えられるだけのことは考え、やれるだけの準備はやった。あとは天命を待つしかない」

「そうです、ね。天は自ら助くる者を助くなどと言います、し」

「やるだけのことをやって、それでも負けたのなら諦めもつく。ってことで、やるだけのことの総仕上げに行くぞ」

　魔女たちの命運を決める戦いくさはすでに動き出して、もはや後戻りはできない。二十で二千を相手にしたときより今回のほうが難しい戦いになるだろうとナーガは覚悟していた。

（相手の中核は精鋭の旅団三個だからな。これまでのような完全勝利を収めるのは難しいだろう。だが、負けるわけにはいかない。なんとしても討とう滅めつ軍を撃退するんだ。そうしないと、カサンドラ王国は滅亡する。合流した魔女たちも離れていく。せっかく創つくった魔女国も維持できずに消滅する。そうなればハリガンやヴィータたちの未来も閉ざされる）

　ナーガは足早に歩きながら、自分がこの世界に落ちてきて以来のあれやこれやを回想していた。

（いろいろなことがあったな。いろいろな魔女と知り合ったし、人との出会いもあった。大きな戦もした。まだ季節は春から夏へと移ったところだが、もう一年以上もこの世界にいるような気がするぞ。ここで濃密な時間を過ごしてきたからだろうな）

　一ひと頻しきり過去を振り返ったナーガは、未来へと意識を切り替える。

（やるさ。あいつらの明るい未来を俺がこの手で切り拓ひらいてやる）
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　ここで少し時間を戻そう。

　旧教会の旅団三個は、都市国家連合軍の三千を率いて進軍中だった。

　戦闘意欲が低く、どうしても遅れ気味になる都市国家の寄せ集め部隊を叱しつ咤たしながらなので、行軍速度はあまり上がらない。

　ゲッツェンバーグやグリスタンは盛んに物もの見みを放ち、カサンドラ王国軍の動向を探っていた。

　放った物見からの報告によれば、王国は籠ろう城じよう策を採ったらしく、二つの街に多少の守備兵を入れた以外は兵力を王都に集中しているらしい。

　王国の対応を把握したグリスタンは行軍を停止させ、メッシーナとゲッツェンバーグを呼んだ。

　二人は先行するグリスタンの本陣まで馬を駆けさせてきた。

　ゲッツェンバーグはほどなく姿を見せたが、後方で輜し重ちよう部隊の指揮を執とるメッシーナがやって来るまで、少し時間がかかった。

　一いつ時ときほどで姿を見せたメッシーナを二人の旅団長が出迎える。

　輝くような白しろ銀がねの鎧よろいに身を包んだ三人は、野戦卓の前に床しよう几ぎを並べて最終的な戦術確認を開始するのだった。




　グリスタンから物見部隊が確認した敵状を聞かされ、ゲッツェンバーグは小さく鼻を鳴らした。

「想定どおりの対応ではあるな」

「ですね。あまり頭がいいとはいえませんが」

「ほかに方法はないとも言える」

「ありますよ」

　と澄すました顔で言うグリスタンに、ゲッツェンバーグは疑わしそうな顔を向けた。

「どんな方法がある？」

「王都を捨て、王国を捨て、全員で逃げ出すという方法があります」

「ああ、そうだな。俺が国王だったらそうするかもしれないわ」

　そう言ってゲッツェンバーグは笑った。

「で？　グリスタン殿の考えは？」

　とメッシーナが訊きく。

「王都以外の街に入れた兵は大した数ではないようですから、これらは揉もみ潰して進むとしましょう。王都の攻略はわたしの第七旅団が担当します。ゲッツェンバーグ殿には予定どおり北方の街二つを陥おとしてもらいましょう。メッシーナ殿は残った砦とりでを掃そう討とうしておいてください。それで後方は綺き麗れいに片付きます」

「了解した。が、おまえは俺が行くまで王都を攻めるなよ？　いくらおまえの旅団が攻こう城じよう戦せんの経験があるといっても、カサンドラ王国の王都は街の規模も大きいし、城壁も高い。二千だけでは陥おとすのは難しいぞ？　都市国家の兵どもの士気は低いから尚なお更さらだ」

「ええ、無理攻めはしません。総攻撃はゲッツェンバーグ殿が率いてきた第二陣千五百の到着を待ってからにします」

「それを聞いて安心した」

　ゲッツェンバーグは二重の意味で安心していた。二重の意味とは、グリスタンが味方に大損害を出しながらも強攻して陥としてしまい、街の住民ごと街を焼き払ってしまう虞おそれがなくなったことと、グリスタンの制御役を期待されている自分が、その期待に応こたえられずに教王から叱責される虞がなくなったことだ。

「わたしは自重しますが、ゲッツェンバーグ殿は、なるべく早くに街を陥として王都まで進んでもらわなくてはなりませんよ」

「わかっているよ。どうせ大した数は入っていないんだろ」

「物もの見みの報告によれば、どちらの街も、せいぜい二、三百ではないかと」

「街の規模は小さいし城壁も低い。俺の五百だけでもなんとかなるだろうし、士気の低い都市国家連合の兵でも、一千いればなんとかなるだろ」

「ということは、砦とりでにはほとんど兵がいないということかな？　王国は幾つか砦を築いていたはずだが」

　とメッシーナが訊きくと、グリスタンは、ええ、と頷うなずいた。

「ですから、輜し重ちよう部隊を率いたままでも掃そう討とうできるはずです」

　メッシーナは手を挙あげて了解の意を示した。

「ところで。敵が討うって出てくる可能性はないのか？」

　とゲッツェンバーグが訊いてきた。

「今の敵状からするに、その可能性はないでしょうね。神の旅団相手に二百や三百で奇襲をかけても意味がないことくらい田舎いなか者ものにもわかっているでしょう。仮に一千以上の兵を動かせば、王都付近へ送り込んだ物見が気づかないはずがありません」

「まぁ……そうだな」

「もしも奇襲をかけてくれるなら、その分、籠ろう城じよう部隊の兵力が減るわけですから、むしろありがたいですがね」

「たかだか二十や三十の魔女に負けた王国軍に、そんな度ど胸きようがあるとは思えないしな」

　ゲッツェンバーグがそう言うと、メッシーナが微かすかに眉を顰ひそめた。

「その魔女の動向は掴つかめているのかな？」

「いいえ。ですが、魔女の動向など掴んでも掴まなくても同じですよ」

　グリスタンは平然とそう答えた。

「だな。総勢で百もいない魔女どもが、まとまって行動しているはずもない。数人単位で動く魔女を物見部隊が見つけられるはずもない」

「ですね。逆に言えば数人単位で動くしかない魔女がどんな動きをしようと、戦いくさの大勢に影響はないということです。ジュエルジュード殿は正直すぎた。真っ当すぎた。だから、魔女の罠わなにはまったのです」

「だが俺たちは違う」

「違いますとも」

　ゲッツェンバーグとグリスタンの物言いに、メッシーナは少しだけ引っかかったが。

（いや、気の回しすぎか。二人が言うとおり、魔女は十人、二十人単位の支族に分かれて互いに争っている連中だ。まとまって動くはずがない。統制の取れた戦いができるはずがない）

　それはこの世界の誰にとっても常識だった。

　この世界の常識に囚とらわれない者が魔女たちに付いている可能性など、メッシーナにしてもグリスタンにしてもゲッツェンバーグにしても、まったく考えていなかった。三人のこの思いを油断と論あげつらうのは酷こくというものだ。

「ほかに何かありますか？」

　グリスタンはゲッツェンバーグとメッシーナの顔を交互に見やったが、二人からはとくに何も出なかったので、彼は野戦卓に置いた地図の一点を指さした。

「今日はもう日が暮れます。各隊で夜営の準備をしてください。このまま進めば三日後くらいにはカサンドラ王国の領域に入りますね。北方にある二つの街から討うって出てこないのなら、おそらく出てこないでしょうが、わたしの第一陣はそのまま王都へ向かいます。ゲッツェンバーグ殿の第二陣は街を制圧してください。制圧の後、メッシーナ殿の第三陣は街のどちらかを兵ひよう糧ろうの集積基地として使ってください」

　グリスタンの指が地図上を動いていく。

「カサンドラ王国を滅ぼしたら、黒い森まで兵を進めることになるでしょう。その際には追加の兵糧が必要になりますからね」

　地図から指を離したグリスタンは、もう一度、二人の顔を見た。

「わたしからは以上です」

　ゲッツェンバーグとメッシーナが軽く手を挙あげた。

「了解だ」

「了解した」

「では、夜営の準備を始めるとしましょうか。お二人には言うまでもないことでしょうが、ここはもう敵地です。相手には魔女もいます。夜襲には極力、注意してください。我々はともかく、都市国家の部隊が襲おそわれ、連中が混乱を来きたす可能性はあります」

「言われるまでもないね」

「夜襲をかけてきた魔女どもを討ち取れば、景気づけになるんだがな」

「その場で殺さず生け捕りにしましょうよ。生け捕った魔女を都市国家の兵の前で火ひ炙あぶりにでもすれば、士気の低い彼らもその気になるのではないですか」

「ああ、たしかにな」

　などと話ながら、三人はゆっくりと床しよう几ぎから腰を浮かせた。




　この四日後に、討とう滅めつ軍の四千五百はカサンドラ王国の領域へと侵入した。グリスタンの読みより一日遅れとなったが、これは攻城兵器を運んでいる都市国家部隊の行軍速度が、どうしても上がらなかったからだ。むしろ、ここに来て落ちている。兵たちが前回の嫌な思い出──ジュエルジュードと彼の旅団が魔女に討うち破られた──を思い出して、それで彼らの足が重くなったのだろうか。

　かといって、攻城兵器を置いていくわけにもいかない。カサンドラ王国の王都はそれなりの規模を誇る堅城だ。いくら守備兵が少ないとはいえ、攻城兵器なしで陥おとすのは徒いたずらに犠牲を増やすだけだ。

　グリスタンやゲッツェンバーグは、都市国家の兵の行軍の遅さに苛いら立だちながらも、軍の首脳に向けて「行軍速度を上げろ」と伝令を送ることしかできなかった。

　それ以外の面では、概おおむね、グリスタンの読みどおりの進展だった。

　カサンドラ王国軍は籠ろう城じようの姿勢を堅けん持じしたまま、ただの一兵も姿を現さない。魔女の姿もどこにも見当たらなかった。もっとも、姿が見えないからといって近くにいないとは限らない。密ひそかに見張られているかもしれない。その可能性はグリスタンやゲッツェンバーグも考えていた。が、自分たちから探しに行こうとは思わない。少数の部隊を何隊も行動させることこそが魔女の思う壺つぼだ。

　いずれにせよ王国軍が出てこない以上、討滅軍としては予定どおり行動するしかない。第一陣のグリスタンは旅団の五百と都市国家の兵千五百を率いて王都へと向かった。

　一方、ゲッツェンバーグは旅団の五百と都市国家の兵千を率いて、王国領域の外れにあるカナルの街へと進路を取った。

　メッシーナはその場に陣を敷き、ゲッツェンバーグ隊の戦果を待つ態勢を取った。

　これら討滅軍の動きは、ユウキやエリュシオーネ、セレナなどの活躍によって委い細さい漏らさず観察され、その詳細はナーガの下もとに逐ちく一いち報告されていたのだった。

（狙ったとおりの展開になってきやがった）

　報告を受けたナーガは、一人、ほくそ笑んだ。
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　第一陣を指揮するグリスタンは、王国領域の最も北に位置するカナルの街の傍かたわらを通過しつつあった。

（やはり出てきませんか。こちらとしては出てきてくれたほうがありがたかったのですが。まぁ仕方がありませんね。カサンドラ王国には討うって出るだけの兵力などないのですから。わたしは予定どおり、このまま王都へ向かうとしましょう。しかし、もう少し行軍速度を上げないと。もう一度、攻城兵器を運んでいる部隊の指揮官の尻を叩たたいておきますか）

　グリスタンは、ゲッツェンバーグへ、

「カナルの街を通過。敵兵、姿を見せず」

　という報告を持たせた伝令を走らせ、ついでに都市国家の部隊を率いる各部隊長にも、行軍速度を上げるようにという伝令を送った。
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　ゲッツェンバーグはグリスタンからの伝令による報告を受けた。

（やはり敵は討って出てこないか。だったら俺は、とりあえずカナルの街を囲んでみるか。どのくらいの兵が入っているのかも確認しておかないとな）

　カナルの街は城壁で囲まれてはいるが、環かん濠ごう集落に毛の生えた程度の規模で、住民の数もそれほど多くない。事前の情報によると、せいぜい数百という話だった。租そ税ぜい台だい帳ちように載っていない流れ者や奴ど隷れいなどもいるだろうから総数ではもっと多くなるが、いずれにしても千を大きく超えるようなことはないはずだ。

　街の規模がその程度なら、入れられる兵数もそれほど多くはない。

（普通に考えれば五百が精一杯。しかもカサンドラ王国軍自体が大きく兵数を減らしているんだ、入っている守備兵は二、三百もいないだろう）

　というのがゲッツェンバーグの読みだった。

（守備兵も少なく、街の防御力も低い。となれば、さほど苦労せずに陥おとせるはずだ）

　事実、カナルの街はあっさりと陥ちた。その点においてはゲッツェンバーグの読みどおりだったが、街の様相は彼の読みから大きく外れていた。
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　昼前に第二旅団と都市国家の連合軍がカナルの街の包囲を終えても、街にはなんの動きもなかった。

　包囲と言っても、総勢で千五百なのだから、包囲網はかなり粗あらい。街から脱出しようと思えばできる程度の密度だ。ゲッツェンバーグとしても、脱出を誘う意味もあって、わざと包囲網を穴だらけにしていた。

　しかし、街は静まり返ったままで、ただの一人も脱出してくる住民はいなかった。

（変だな。こんな状況になれば、住民は挙こぞって逃げ出そうとするはずなんだが。あくまで徹底抗戦を選んだのか？　しかし、住民を一人も逃がさないほどの兵がいるはずないし、かといって、住民が進んで玉ぎよく砕さい戦に参加するとも思えないんだがな）

　逃げ出す住民を何人か捕らえれば、街に入った守備兵の人数や戦闘意欲などを尋きき出せると踏んでいたゲッツェンバーグだが、思惑は空を切った恰かつ好こうだった。

（まぁいい。攻めてみればわかるだろう。百だろうと二百だろうと三百だろうと、大した違いはない）

　ゲッツェンバーグは第二旅団と都市国家連合の部隊に対してカナルの街を攻撃する準備を始めるよう命じた。だが、攻城兵器は少し遅れている。ゲッツェンバーグは苛いら々いらしながらその到着を待っていた。

　一いつ時ときほど経たって攻城兵器が到着すると、ゲッツェンバーグは兵器を城壁の間際まで進めるようにと命じた。

　大勢の兵に引かれて櫓やぐらが前面に出てきた。

　部隊の背後には投石機が並べられた。

　旅団は街を攻撃することがあまりないが、今回は都市国家連合の部隊が従ついているから、充分な数の攻城兵器を用意してあった。カナルの街は規模も小さく城壁も高くない。櫓から矢を射いかけ、投石機で石を撃ち込めば、防御力は大きく低下する。梯子はしごを立てて兵を突入させるまでもなく降伏の旗が揚がるかもしれない。

　攻撃準備が調ととのったのは七刻時──午後の二時頃──になってからだった。相変わらず街は静まり返っていて、なんの反応もない。

（どうなってやがる。城壁には王国の旌せい旗きが数多く翻ひるがえっているが、兵の一兵も見えない。攻撃をはね返す気があるのか？　もしかして守備の兵はほとんどいないのか？　だったら、囲まれたんだ、降伏するか、少なくとも交渉の使者を送って寄よ越こすだろう。どういうつもりだ？）

　街の対応に戸惑うゲッツェンバーグは、降伏勧告の使者を送るかどうか少し迷ったが、相手が一人の使者も送ってこないのに自分から使者を送るのも癪しやくな話だ。許しを請うべきは相手の側がわなのだ。自ら送る必要などない。

（降伏するつもりがないのなら仕方がない。攻めて、陥おとすか）

　今から攻撃を始めてもすぐ夕刻になってしまって攻撃を中断することになる。普通なら翌朝に攻撃を始めようとなるのだが、短時間でけりをつけようと思っているゲッツェンバーグは、かまわず攻撃を開始させた。

　矢避よけの大盾を構えた兵に守られながら、大勢の兵が移動式の櫓を引いて城壁に近づいていく。

「撃ち方、始め！」

　後方から何発もの石が頭上を飛んでいって、街中に落ちた。

　石が地面に落下する音や建物に当たって建物が崩れ落ちる音が響いてきた。

　だが、人の声は聞こえてこない。悲鳴も怒声も号令も何も。

　街中からは矢の一本も飛んでこないから、何台もの櫓やぐらは易やす々やすと城壁近くまで進んだ。

　櫓に乗った兵たちが弓を構え矢を番つがえても、相変わらず反撃はない。

　そのとき、櫓の上の兵たちは奇妙なことに気づいた。城壁には守備側がわの兵が見当たらないのだ。

（城壁の陰に隠れているのか？）

　それならそれで、今のうちに矢を撃って反撃に出てこられないようにすればいい。

「撃て！」

　予定どおり櫓の上の部隊長は矢の斉せい射しやを命じ、何十本もの矢が軽々と城壁を越えて街中に飛んでいった。しかし、相変わらずなんの反応もない。

　事ここに及んで、ようやく兵たちは、いくらなんでもおかしいと思い始めた。

　最初は城壁からの反撃を気にしていたから気づかなかったが、よくよく見渡せば、街中にも人の姿が見えないのだ。

「撃ち方止やめ！」

　隊長は矢の斉射を止めさせた。

　街中から反撃がないので城門を破るための破は城じよう槌ついも近づいてきていたが、隊長はそれも停止させた。

　それを遠えん望ぼうしたゲッツェンバーグが訝いぶかしげな顔を副長に向ける。

「どうした？　なぜ攻撃を中止した？」

　訊きかれた副長にも理由はわからない。彼が傍かたわらの伝令を前線に走らせようとしたとき、櫓の攻撃隊から伝令が走ってきた。

「なに？　誰もいない!?」

　伝令からの報告を聞いたゲッツェンバーグはなおいっそう眉を顰ひそめた。

「は。守備兵など一人もいないのではないかと想像されます。今から中に乗り込んで確かめさせます。ご許可を」

　攻撃部隊隊長の言葉を復唱した伝令に、ゲッツェンバーグは即座に応こたえた。

「よし。梯子はしごを前に出す。兵を突入させよ」

　ゲッツェンバーグの命令で、梯子を抱えた兵が城壁に向かって走った。街中からは矢の一本も飛んでこないので、兵は忽たちまち城壁直下に達する。

「梯子を立てよ！　立てたら登れ！　城内からの反撃はない！　焦あせらなくてもいいぞ！」

「登れ登れ！　城壁を制圧したら街中に降りろ！」

　突入部隊の隊長や副隊長が大声で兵を叱しつ咤たする。

　士気の低い都市国家連合軍の兵に突入は任せられないから、突入を図はかるのは第二旅団の団員だ。ゲッツェンバーグは信頼の置ける自分の旅団員を、まずは街に突入させた。

「城壁、制圧しました！」

「街中に敵影なし！」

「先陣、街中に降りました！」

「一部、城門へ回ります！」

　城壁の上と街中から次々に報告が届いてくる。

　突入部隊の第一陣は忽たちまち西側城壁の一帯を制圧し、ほどなくして内側から城門が開かれ、外で待機していた旅団の一個中隊が雪な崩だれ込んでいった。
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「誰もいなかっただと!?」

　伝令からの報告を聞いたゲッツェンバーグは驚きに目を見開いた。

「は。街中には守備兵どころか、住人すら、ただの一人も見当たりません。完全に無人になっております」

（なんてこった！　俺たちは無人の街を必死になって攻撃してたってのか。巫山戯ふざけた真ま似ねをしやがって！）

　あまりに予想外のことにゲッツェンバーグの頭に血が昇った。

　守備兵が一人もいない街に対して攻城兵器を持ち出し、大がかりな攻撃を加えていたのだと思うと、ゲッツェンバーグは怒りと屈辱で脳の血管が切れそうだった。

　栄はえある神の旅団が無人の街を陥おとすために総攻撃を加えたなどという噂うわさが広まれば、世間から失笑を買いかねない。それは神の威光を傷つけることになる。

　その怒りが、その屈辱感が、ゲッツェンバーグから冷静な判断力を奪った。

「攻城兵器を下がらせろ！」

「は！　攻城兵器を下がらせます！」

「待機の旅団員を前に進めろ！　俺たちも街に乗り込む！」

「は！　待機している旅団員を前に進めます！」

　復唱した伝令が踵きびすを返すと、副長が訊きいてきた。

「都市国家の兵はどうします？　我らに続けて街に入れますか？」

「誰もいないところに千も千五百も入れたって仕方ないわ。奴やつらは外で警戒に当たらせろ。我々が中に入ったところを狙っての奇襲……という可能性も皆無ではないからな」

　怒りに燃えながらも、その可能性を見落とさない程度にはゲッツェンバーグの頭もまだ働いていた。完全に自分を見失ってはいなかった。

　結果論だが、ゲッツェンバーグが我を忘れて全軍を街中に入れていたら、その後の展開は違ったものになっただろう。

「は。では都市国家の部隊には街の外で待機し、辺りを警戒するように伝えておきます」

「全員、俺に続け！」

　愛馬に跨またがったゲッツェンバーグは、開かれた城門めがけて馬を走らせた。

　本陣の旅団員たちも五月雨さみだれ式に旅団長のあとを追って城門へと走った。
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　ゲッツェンバーグと本陣の騎兵が城門を潜くぐると、すでに先に乗り込んだ旅団員が街中を完全に制圧していた。

　街の大通りをゲッツェンバーグがゆっくりと馬を進めていく。

　左右に建ち並ぶ家の戸口を開けて団員が家内を調べているが、今のところすべての住居が無人になっていて、住民を見つけた者はいなかった。

（本当に誰もいないのか。いつ住民を避難させやがった……いや。俺たちが来るのはかなり以前からわかっていたのだから、避難させるのは可能だな。だが、守備兵が街に入ったのは物もの見みが確認しているぞ。ということは、前夜のうちに密ひそかに街を抜け出したのか？）

　住民を避難させて無人にした街にわざわざ守備の兵を入れ、敵が迫ったらさっさと逃げ出す。そんな面倒なことをする意味がわからない。

（やる気のない都市国家の兵などに街の見張りを任せず、俺たちのほうから団員を送るべきだったか）

　と思うゲッツェンバーグだが、今さらの話だった。

　彼ですら、カサンドラ王国側がわが街の住民をすべて退避させ、どころか守備兵すら避難させてしまうという可能性など、まったく考慮に入れてなかったのだから、都市国家連合の物見兵を責めるのは可哀かわい相そうというものだろう。

（住民全員を避難させるだけでもけっこうな手間のはずだが、さらに守備兵を入れ、その守備兵をこっそりと抜く。そんな手間をかけて何をしたかったんだ？　俺たちを嘲あざ笑わらおうとしただけか？　奴やつらにそんな余裕などあるまいに……ん？）

　顔に水滴が当たり、ゲッツェンバーグは空を見上げた。いつの間にか空一面が暗あん灰かい色しよくの雲に覆おおわれていた。

「ちっ、とうとう降ってきやがったか。朝は晴れていたのにな」

　顔を戻したゲッツェンバーグは、改めて街中を見渡して、この後どうするべきかを思案する。

（街が無人なら、ここに都市国家の兵を少し残してメッシーナの第三陣を呼び寄せるか。ここをメッシーナに任せて、俺はカシスの街に向かうというのが妥当だな。もしかするとカシスも無人になっている可能性もある。攻撃する手間が省はぶけるから、それはそれでいい。カシスも制圧したら、すぐにグリスタンを追いかけて共に王都を囲んで……）

　ゲッツェンバーグが今後の構想を練っていると。

　急に体が重くなった。

　乗っている馬がつんのめるように前足を折り、緩く手た綱づなを握っていただけのゲッツェンバーグは前方に放り出されてしまう。

（くそっっ。道に穴でも空いてたのか!?）

　地面の凸でこ凹ぼこに馬が足を取られたのかと思ったゲッツェンバーグは、舌打ちしながら身を起こそうとした。

　したのだが。

　体が動かなかった。

　異様に手足が重い。

　なんとか体勢を整えて必死に首を持ち上げると、彼の周囲では同じように何人もの騎兵が馬から転落して地面の上で藻も掻がいていた。

　城壁から乗り込んだ兵も、地面や家の戸口で倒れて藻掻いていた。
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　街は無人ではなかった。

　街中にはエリュシオーネに運ばれてきたヴィータが潜んでいたのである。

　彼女の魔法、奏かなでの軽けい重ちようが発動した結果、魔法の効果範囲に入っていた旅団員はみな地面に転がり、縫いつけられてしまった。

（なっっ!?　いったい何が起きているっっ!?）

　対魔法防御力に優れた白しろ銀がねの鎧よろいを着込んでいるからまったく身動きが取れないわけではないが、その鎧が三倍にも四倍にも重くなったように感じられる。

　両腕と両足で重くなった体を必死に持ち上げ支えるゲッツェンバーグに本降りとなった雨が降り注ぐ。

　忌いま々いましそうに空を見上げるゲッツェンバーグの視界の端に何かの影が映った。

「なんだ、あれは!?」

　暗あん灰かい色しよくの雲を背景に、空に浮かんだそれはみるみる降下してくる。

「あれはっ!?」

　その可能性に思い至ったゲッツェンバーグの体に、雷に打たれたような痺しびれが走った。

「魔女かっっっ!?」

　必死に体を起こそうとするが、重くなった体はなかなか言うことを聞いてくれない。

「まさかこれが……」

　体が重くて動けない。こんなことは普通あり得ない。

　だが、これが魔女の使う魔法なら。

　あの古今無双の神の戦士ジュエルジュードが魔女に敗れたという事実をゲッツェンバーグは今さらながらに思い出した。

（不ま味ずい！　このままでは不味い！）

　何がどう不味いのかはわからないが、路上でこんなふうに身を晒さらしたまま藻も掻がいているのは致命的だとゲッツェンバーグは悟った。

　悟ったが、思ったように体が動かない。

　どれほど頑張っても、幼子が這はい這はいする程度にしか進めない。必死になって片膝を立ててみたものの、そこから立ち上がるのが一苦労だ。

　彼の全身から冷や汗が噴ふき出した。

　その直後、空に幾筋もの雷光が走った。

　旅団員が身に纏まとっているのは鎧よろい。そして今は雨が降っている。周囲にはそれほど高い建物はなく、建物は石造りか木造だ。そこに濡ぬれた金属を身に着けた兵が動けないまま転がっているのだから堪たまらない。雷は面白いように旅団員を直撃した。

　前述のように白しろ銀がねは対魔法防御力が高い素材だから、並の魔法攻撃ならある程度までは耐えられる。

　けれど降り注ぐのは雷。

　魔法で雷を起こしてはいるが、雷自体に魔力が込められているわけではない。白銀の鎧を着込んでいても雷に打たれれば失神する。最悪、感電死する。しかも鎧は雨で濡れているのだ。

　雷の直撃を受けた団員は、その大半が死に至った。

　陰いん鬱うつな雨空に浮かんだ小さな影は滑すべるように街の上を移動し、その行く先々で小さな雷が降り注いだ。

　街中に乗り込んだ第二旅団の団員は敵と戦うこともなく次々に感電死していく。

　そのうち旅団長ゲッツェンバーグまでもが雷の直撃を受けて感電死してしまった。

　予想外の戦果に、飛空艇を操るユウキは自然と笑みがこぼれてしまう。

　さすがに旅団長までを討うち取ったとは思わないが、それでも雷の直撃を受けた旅団の兵が泡を吹いて痙けい攣れんしているのを見ると、胸のつかえが下りるような気がした。

（魔女の敵である人の兵を、旅団の兵を、こんなにたくさん殺せるなんて夢のよう）

　ユウキは目を輝かせ、自分の腰にしがみついて雷撃の魔法を放っているリィリィの腕を叩たたいた。

「見てよリィリィ！　雷に当たった奴やつら、面白いように死んでいくわよ！」

「うるさいわね。集中が途切れるから腕を叩かないで」

　そんなリィリィの注意などどこ吹く風で、ユウキは大きく胸を張る。

「ねえねえ、わたしたちって最強じゃない？　わたしたちなら、あのジュエルなんとかって旅団長にも勝てたんじゃない？」

「あのときは一対一の勝負だったから、あたしたちが出てったら駄目でしょ。いま旅団員を殺せているのは、あんたとあたしの組み合わせだからこそでしょ。それにエレオノーザが雨を降らせていることも、うちの母かか様さまが旅団の連中を地面に縫いつけていることも忘れないで」

「わかってるってば！」

「わかってるなら、あたしの魔法の邪魔しないで」

「はいは──い」

　リィリィの腕を叩くのを止やめたユウキだが、顔が綻ほころぶのは収まらない。

（このままだと、わたしとリィリィだけで旅団一個を壊滅させちゃうんじゃない？　それ、ちょっと凄すごくない？）

　望外の戦果に、ユウキは酔った。












（旧教会の旅団を二人で壊滅できちゃうなんて、ホント、わたしとリィリィ、最強だよね。向かうところ敵なしだよね。わたしの活躍を知ったら、ナーガの奴やつ、なんて言うかしら）

　ユウキは大戦果をナーガに報告するところを想像して恍こう惚こつとなった。

（嫌みなあいつも、わたしを褒ほめないわけにはいかないよね。あいつだけじゃない。姉あね様さまもアイスもレラも、ううん、みんな、わたしを褒めてくれるよね）

　自分の活躍がハインドラ一族とスレイマーヤ一族を救うのだと思うと、ユウキは笑いが止まらなかった。

　彼女は大きな満足感と天を衝つくような旺おう盛せいな戦意に包まれたまま飛空艇を操っていた。おかげで飛空艇の挙動が少し荒くなっている。

　そのことにリィリィはすぐに気がついた。

「ちょっとユウキ、飛空艇の操作が荒っぽくなってるわよ！」

「え？　そう？」

「そうよ。あんたが浮かれるのもわからなくはないけど、もう少し落ち着いて操作して。でないと、ちゃんと狙いをつけられないでしょ」

「大丈夫だって。少しくらい外れたって、連中、起き上がれないんだから、改めて狙えばいいじゃない」

「だから。飛空艇が揺れてたら狙いをつけられないでしょって話」

「も、リィリィってば、要求が細かいんだから」

「あんたが大おお雑ざつ把ぱすぎるの。っていうか、浮かれすぎ」

「はいはい、わかりました──」

　ユウキはもう一度、飛空艇の操作に精神を集中する。前後左右に揺れながら飛んでいた飛空艇は、いったん落ち着きを見せた。
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　ヴィータの魔法の効果範囲外にいた旅団員の中には仲間を救おうとして走り出した者もいたが、彼らも魔法の効果範囲に入ったとたん、つんのめり、地面に倒れ込んだ。

　城門の外へと逃げ出せたのはほんの僅わずかだった。

　残りの旅団員は城内で藻も掻がいているところを雷に打たれ、大半が死んだ。

　逃げ出せた僅かな兵も、近くに潜んでいたアストゥロやナムジャたちの魔法攻撃で討うち取られた。

　ゲッツェンバーグと彼の旅団員にとって不幸だったのは、王国軍の奇襲を警戒して街の外にいた都市国家の部隊を街から少し離れた場所まで下げて陣を敷かせたことだった。

　街のすぐ外に部隊がいれば、上空を飛ぶユウキの飛ひ空くう挺ていに気づいて弓矢で攻撃することができたかもしれない。その場合、ユウキは自由に上空を飛べなくなるから、旅団の被害はもっと少なかっただろう。

　しかし、周辺を警戒するようにと言われて街から離れていった都市国家の兵には、無人の街で一方的な殺さつ戮りくが起きていることなど知りようがなかったし、街の近くに魔女が潜んでいることにも気づけなかった。

　こうしてナーガが用意した策の一つは、見事に成功した。

　この策のいいところは、味方にはほとんど危険がないということだった。

　予あらかじめ住民も守備兵も避難させているからリィリィの雷で被害が出る虞おそれはない。

　狙ったとおりに旅団が街中に入らなければ、ヴィータは魔法攻撃を敢行せずに、エリュシオーネと共に脱出すればいいだけだ。

　その場合、第二旅団は健在のままだが、一方、カサンドラ王国軍と魔女軍にも損害は出ない。

　言わば、上う手まく行けば儲もうけものの策だった。

　想定以上の戦果を上げたのは、歴戦の兵つわものであるゲッツェンバーグが、自分の失態に冷静さを失ったためだと言える。

　いや、正確に言えば、中途半端に冷静さを失ったため、だろうか。

　前述したように、ゲッツェンバーグが我を忘れて全軍で街中に雪な崩だれ込めば、ここまで一方的な殺戮にはならなかった。千五百いれば、ヴィータの魔法の効果範囲外へ逃げ出せる兵はもっと増えた。自由に動ける兵が大勢いれば、ユウキの飛ひ空くう挺ていも好き勝手に低空を飛ぶことはできなかった。

　さすがのナーガも、そこまでは計算できていない。

　彼としては、第二陣を足止めして第一陣を強襲できるだけの余裕ができればそれでよかったのだ。これは偶然に偶然が積み重なった結果である。

　大きな戦いくさでは、小さな偶然が積み重なって予想外の戦果を生むことがあるが、これこそ「瓢ひよう箪たんから駒」だろう。

　けれど瓢箪から駒が出てくるのは、相手の読みを上回る策を用意し、周到な準備を積み重ねてきたからこそだ。何もしなければ何も生まれない。

　偶然であろうと幸運であろうと、三個の旅団の中うちの一個は壊滅した。

　後方にいるメッシーナの旅団はこの際、考えなくていい。ナーガが狙っているのは先行するグリスタンの旅団だ。旧教会最さい凶きようと言われる第七旅団。それを倒せば、討とう滅めつ軍を撃退したも同然である。

　狙いどおり第一陣と第二陣の切り離しは成功した。それどころか、第二陣の中核となる第二旅団が壊滅するという望外の戦果を手に入れた。第二陣の残りである都市国家連合軍の部隊は完全に戦意を喪失し、恐怖に駆られて逃げ出すのは確実だ。

　そうなれば残りは第一陣の二千。

　ナーガはどうやって第七旅団を撃滅するつもりなのか。第二旅団を屠ほふったのと同じ様な計略に嵌はめようとしているのか？

　そうではない。さすがに王都を空にするわけにはいかない。住民の数が多すぎるから、そもそも全員を避難させるのは無理だ。仮に住民と兵をすべて逃がせたとしても、敵に王都へ入城されてしまえば、それで負けになるから、第七旅団相手に同じ手は使えない。

　ナーガが狙っているのは、正面からの奇襲だった。奇襲なのに「正面から」という言い方はおかしいから「強襲」と言うべきか。

　ナーガは夜襲でもなく、小規模部隊による不正規戦でもなく、ある程度まとまった兵力を投入した強襲によって勝敗を決めようと思っていた。

　そのため彼は、使える魔女たちはすべて投入している。カサンドラ王国軍の精鋭もだ。

　王国軍と魔女軍は最大の試練に臨もうとしていた。
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　グリスタンが率いる第七旅団と都市国家連合の兵千五百はなんの妨害も受けないまま、カサンドラ王国の王都を目指して進軍していた。

　自らが率いる第七旅団の戦闘力に絶大な自信を持っているグリスタンだが、過信はしていなかった。していなかったが、楽観視はしていた。

　何しろ兵力が違う。

　カサンドラ王国軍はどう足あ掻がいても動員できるのは二千に届かない。一方、討とう滅めつ軍は旅団だけで千五百いる。

　旅団員と王国軍兵士の質を考えれば、三個の旅団だけで戦力的にはカサンドラ王国軍を上回っている。都市国家連合の部隊を合わせれば、総勢四千五百になる。

　負ける理由を探すほうが難しい。

　魔女の存在は不気味だが、そちらの総数は百にも満たないことは把握済みだ。いくら魔女の魔法が強力でも、その程度の数では白しろ銀がねの鎧よろいに身を包んだ旅団の千五百を相手にできるはずがない。

　たしかにジュエルジュードは討うち死じにした。その結果には留意するべきだろう。

　グリスタンは、ジュエルジュードの討ち死には、誇り高い彼が魔女に乗せられ、騙だまされ、一騎打ちなどという馬鹿げたことをしたせいだと考えていた。

（卑ひ怯きよう卑劣な魔女と一騎打ちなどあり得ない。一騎打ちのつもりで臨んだジュエルジュードを、魔女が寄って集たかって嬲なぶり殺したに違いない）

　それが彼の見解だった。

　第三旅団の団員たちは、

「旅団長は一騎打ちの末に敵の魔女長おさに敗れた」

　と証言したが、それこそが魔女のまやかしに騙され誤ご魔ま化かされたせいだとグリスタンは思っている。

（魔女など、山野を走り回る猪いのししや山犬と同等の唾だ棄きすべき存在。猪や山犬相手に正々堂々の戦いを挑むほうがおかしい。魔女は見つけ次第に狩り出し、手当たり次第に殺せばいい相手。この世に存在する価値のない点においては、汚らわしい異端どもとなんら変わりがない。魔女が出てきたら、正々堂々の戦いなどせずに、数を恃たのみに寄って集って嬲り殺せばいいだけです。奴やつらがジュエルジュードにしたように）

　猪や山犬を寄って集って殺したとしても、猟師は自分たちの行いを恥じるだろうか。

　そんなことはない。

　大勢で獲物を殺そうと、多くの獲物を殺そうと、猟師にとっては当たり前のこと。

　魔女を何人殺そうと、魔女に荷か担たんするカサンドラ王国の人間を何人殺そうと、グリスタンにとっては当然のこと。むしろ、魔女とその荷担者を殺すことこそが彼の責務なのだ。

　グリスタンは魔女や異端者を焼き殺すのが好みだった。何な故ぜなら、なかなか死なないからだ。

　魔女や異端者が炎に身を焼かれ、苦く悶もんの表情で身を捩よじるのを見るのは堪たまらない。

　悔かい恨こんと苦痛の声を上げるのを聞くのは堪らない。

　服が燃え、髪が燃え、皮膚が焼け爛ただれ、肉が焦げ、それでも死ねずに悲鳴と怨えん嗟さや助命の声を放つのが堪らない。

　斬ざん首しゆでは即死してしまう。

　槍やりで串刺しにして、その槍を地面に立てて見せしめにするという手もある。それだと死ぬまで時間がかかるという点では火刑と同じだが、罪人が声を上げられないから楽しみが少ない。

　顔を歪ゆがめて絶叫を上げ、苦痛に身み悶もだえ助けを乞いつつ、炎に焼かれた魔女がゆっくりと死んでいく様を見るのがグリスタンは好きだった。神に奉仕しているという充実感と世の中の害毒を消滅させているという達成感は、何物にも代え難かった。

（今回も焼き殺してあげますよ。大勢。大勢。大勢の魔女を。そして魔女に荷担する愚か者どもを。神の愛で遍あまねくこの世を照らし出すために、魔女とその輩やからは一匹残らず焼き殺してしまいましょう）

　また父なる神のために働ける。

　そう思うと、グリスタンは全身から闘志が溢あふれ出るような気がした。
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　カサンドラ王国の王都まで通常の行軍であと半日と少しというところで、第七旅団は行軍を停止した。

　今はもう七刻時（午後二時頃）に近い。このままではどれほど急いでも、王都近郊に達する前に日が暮れてしまう。グリスタンは敵地で夜間行軍をするつもりはなかった。

　自信はあっても過信はしない。

　おまけに昼頃から降り出した雨は、降り方が次第に強くなっている。日中でもこれほど見通しが悪いのだから、日が暮れてから歩くなど自殺行為にも等しい愚行と言える。

　カサンドラ王国軍だけが相手ならともかく、相手には魔女もいる。夜になれば、猪いのししや山犬を狩るのはずっと難しくなるのだ。

　魔女を軽侮していたグリスタンだが、魔女の戦闘力を侮あなどってはいなかった。

　グリスタンは旅団の行軍を停止させ、兵に昼ひる餉げを取らせることにした。

　朝から馬に乗りっぱなしだから、そろそろ休憩を入れなくては兵も馬も疲れてしまう。昼ひる餉げを取った後に、そのまま夜営の準備に取りかかるつもりだった。王都に近づくよりも、この辺りで夜営したほうが安心だろうという読みもあった。

　グリスタンは指揮する旅団を街道からほど近い丘きゆう陵りように上がらせることにする。

　このような悪天候の中で夜営するなら、少しでも見通しのいい場所でしたいと思うのは当然だった。少なくとも低地で陣を敷くより高みで陣を敷くほうが安全である。

　物もの見み隊を放ち、丘陵地帯の安全を確認した後、グリスタンは旅団を丘に登らせた。

　後方から従ついてきている都市国家連合部隊にも、

「我らは行軍を停止し、街道沿いの丘に登って天候の回復を待つことにした。雨が止やむか止まぬかに拘かかわらず、本日はそのまま夜営することになる。貴公らも我が旅団の近くまで進出して夜営のための陣を張るべし」

　と伝えさせるべく伝令を走らせた。
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　後方を進む都市国家連合の部隊は、予定よりもかなり遅れていた。見通しが悪いため、殊こと更さらに慎重な歩き方になったためである。

　ここはすでに敵地。どこに敵が潜んでいるかわからない。

　しかも敵はカサンドラ王国軍の兵士だけではないのだ。恐るべき魔女がその辺に隠れているかもしれない。そう思っただけで兵士の足取りは重くなる。

　おまけに雨が降って気温が下がってきたから、濡ぬれた体が冷えていく。

　足下も次第に悪くなる。

　石いし畳だたみが敷いてあるような主要街道ならともかく、歩く者の少ないこの道は、地面を突き固めただけだから、雨が降ればすぐにぬかるんでしまう。

　地面が凹くぼんだ場所には水みず溜たまりができる。

　そんなところを大きくて重い攻城兵器を引っ張って歩くのだから兵士も馬も大変だ。もはや隊長がどれほど叱しつ咤たしても、兵が進む速度はまったく上がらなくなっていた。

　そこへグリスタンからの伝令騎兵がやってきた。

　グリスタンの指示を聞かされた都市国家部隊の首脳は、これ幸いと行軍を停止し、火を焚たいて暖を取り始めた。

　グリスタンの指示は「旅団の近くまで進出して」というものだったが、この悪天候の中ではこれ以上進めないというのが首脳の判断だった。

　思った以上に距離が開いている──伝令の話によると通常の行軍で軽く一時以上は離れているらしい──上に、雨の降りはますます激しくなっているから、第七旅団の近くまで進むあいだに日が暮れてしまうかもしれない。

　無理をして歩いても日が暮れてしまえば、結局、そこで夜営するしかない。ならば、ここで夜営の準備を始めたほうが兵の疲労も軽減できるし、辺りの安全も確保できる。

　そう思った首脳は「夜営のための陣を張るべし」という箇所だけを守り、「我が旅団の近くまで進出して」という部分は無視することにした。

　都市国家連合部隊首脳のこの判断も、また小さな偶然の一つだった。
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　幾つかの小さな丘の上に散らばった第七旅団は──全員が一箇所にまとまって夜営するのは丘の頂が小さすぎて無理だった──すでに天幕を張り終えている。その天幕の一つで、戻ってきた伝令騎兵から都市国家連合部隊がかなり遅れていることを聞かされたグリスタンは小さく舌打ちした。

（あの愚ぐ図ずどもは本当に役に立たない連中ですね。とはいえ、彼らの戦闘力にはもとより期待していません。攻城兵器を運ぶだけでよしとしなくては仕方がないでしょう。ゲッツェンバーグ殿の第二旅団と都市国家連合の後続部隊が来るまでは、おとなしく王都を包囲していますか）

「旅団最さい凶きよう」と畏怖される第七旅団は、他の旅団より城攻め経験は積んでいる。とはいえ、立て籠こもる相手は異教徒のことが多かった。

　異教徒は、戦闘に関しては言わば素人しろうとだ。多数の兵士が立て籠もる街を攻めた経験は、じつはそれほど多くない。規模の大きな城郭都市を攻める場合は、周辺の都市国家部隊との共同作戦になることが多かった。

　グリスタンの旅団が単独で攻める場合は、陥おとすのではなく焼いてしまう場合がほとんどだ。異端が相手なら、住人の被害の軽減も占領後の統治も考えなくていいので楽だった。

（三千五百はいるのです、カサンドラくらいの規模の街ならどうとでもなるでしょう）

　メッシーナの第三陣がいなくても、第一陣と第二陣だけで陥とせるというのがグリスタンの読みだった。

（いざとなれば燃やしてしまえばいいのですしね）

　とはいえ、燃やすのであれば天候が回復しないと難しい。どれだけ火矢を撃ち込んでも、これほど激しく雨が降っていては街の建物は燃え出さないだろう。それどころか、火矢を撃つことすら難しい。

　グリスタンもそこはわかっている。

（今は乾季ですから、この雨も数日に亘わたって降り続くようなことはないはず。早ければ、明日には止やむでしょう。包囲して敵の出方を待ちつつ天候の回復を待つと、そういうやり方ですかね）

　グリスタンは伝令を帰すと、傍かたわらに控えている副長を呼んだ。

「何かありますか、団長？」

「この雨です、敵の夜襲には気をつけなくてはなりません。とくに魔女の夜襲には。盛大に火を焚たかせ、雨で消えないように気を配らせるのです」

「は。承知であります」

　副官が幹部を呼んで命令を伝えているのを横目に、グリスタンは酒しゆ盃はいを持ち上げ、葡ぶ萄どう酒しゆを喉に流し込んだ。

　冷えた体が芯から温まる。

（魔女どもがどうしてここまで積極的に外へ出ようとしているのか、それが不可解です。今までどおり、おとなしく黒い森に隠れ棲すんでいれば、もう少し生きながらえることができたでしょうに。それとも追われることに疲れ果て、自じ暴ぼう自じ棄きになって玉ぎよく砕さいする道を選んだというのでしょうか）

　しかし、玉砕するにしては、ここまでの戦いくさぶりは見事なものだった。そこがグリスタンには気になっていた。

　今回の騒動にどれほどの数の魔女が関わっているのかわからないことも、グリスタンを苛いら立だたせる原因だ。

（まさか、魔女すべてを束ねる魔女王が復活したわけでもあるまいに……いえ）

　床しよう几ぎから立ち上がったグリスタンは、己おのれの頬ほおを両手で叩たたいた。

（そんなことを考えている場合ではありませんね。わたしが考えるべきは、神の敵、魔女を如い何かにして討とう滅めつするのか。魔女に荷か担たんしたカサンドラ王国を如何にして討滅するのか。それのみです。もし魔女が破れかぶれになっているのなら、この天候です、今夜辺り夜襲を仕掛けてくるかもしれません。おさおさ警戒を怠るわけにはいきません）

　グリスタンは哨しよう戒かいの兵を増やし、夜営の準備を進めさせた。

　夜襲を警戒して、近くの林から木を伐きり出して逆さか茂も木ぎを作らせ、それを夜営地の周囲に並べたりした。地面を掘って簡単な土塁を造ったりもした。

　一通りの作業を終え、夕ゆう餉げを摂とり、第七旅団はそのまま夜営に入った。

　グリスタンは仮眠を取っただけで夜半には起き出した。

　彼は雨に濡ぬれるのもかまわず団員に声をかけながら陣内を巡って歩き、じりじりとした思いで夜が明けるのを待った。

　警戒していた敵の夜襲はないまま東の空が白み始めたが、都市国家連合の部隊が近くまで進んできたという報告もなかった。

　グリスタンは内心で舌打ちする。

（あの馬鹿ども、怠たい慢まんを決め込みましたね）

　雨はまだ降り止やまない。その勢いも弱まらない。というより、むしろ強くなっている。もはや猛雨と呼んでもいいくらいだ。

　丘の上から見下ろすと、王都へ通じる街道がまるで小川になったかのように濁だく流りゆうが流れているのがわかった。

　グリスタンは小さなため息を吐つく。

（あれでは道を歩けません。丘きゆう陵りよう地帯を進んでいくしかないようですね。攻城兵器を運ぶ都市国家連合部隊がさらに遅れることになりますが……それは諦めるしかありませんか。天を罵ののしっても雨が止むわけではありません）

　もしグリスタンが、この雨が魔女のせいだと知ったらなんと言ったか興味深いが、それはともかく。

　彼は旅団員に簡単な朝食を摂とらせると陣を畳たたみ、後方の都市国家連合部隊に向けて伝令騎兵を送った。

　伝令に与えた命令は、都市国家連合部隊千五百のうち、攻城兵器を運ぶ兵員として五百を残し、雨が止んで街道が歩けるようになれば前進し、雨が止まなければ、あとから来る第二陣と合流の後、前進せよ、というものだった。

　同時に、残りの千は自分たちを追って進軍するようにとも伝えさせた。その際、街道は歩けないだろうから丘陵地帯を進むことを指示しておいた。

　雨で見通しが悪いから、グリスタンは中隊一個を大物もの見みとして先行させ、残りの四百を率いて行軍を再開させた。




　第七旅団のこの行動は、少し離れたところに雨に紛れて潜んでいたセレナの天てん眼げんによって完全に把握されていた。
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　先行する騎馬中隊──第七旅団の第四中隊──は、篠しの突つく雨の中、野草や灌かん木ぼくに覆おおわれた丘陵地帯を慎重に進んでいる。

　中隊長は前方を探るため二個小隊を前に出し、残りの八個小隊を二列に並べて半円状に配していた。

　小隊毎の距離も、後方の本隊との距離も適切で、その指揮にはなんの問題もなかった。問題があるとすれば、密ひそかに近づいてきたのが魔女だったことだろう。数人単位で忍び寄る魔女を発見するには天候が悪すぎた。

　この悪天候の下もとで行軍を再開させたグリスタンの判断に問題があったとは言えるのだろうが、それでも致命的なミスとまでは言えなかった。

　普通ならば。




　第四中隊が小高い丘の中腹を登っていたとき、奇襲はなんの前触れもなく、無音のまま始まった。

　先行してた二個中隊の馬の足にイクシーヌが放った入れ墨がまとわりついて、馬の自由を奪った。

　足が動かせずに立ち往おう生じようする馬が続出する。

　無理やり足を動かそうとした馬はつんのめり、乗っていた騎兵が落馬する。

　最初、兵たちはこれを攻撃だとは思わなかった。

　足下が悪い中を進んでいるため、足を取られた馬が転倒したのかと思っただけだ。

　ところが。

　立ち往生した騎兵めがけて石が飛んできて、たちまち数名の騎兵がもんどり打って落馬した。それでようやく旅団員は何か異変が起きていることを悟った。

　そこへ狼おおかみの群れが駆け寄ってきた。

　恐怖に駆られた馬は大きく前足を上げて逃げようとする。

　前方へ走り出す馬。

　反転する馬。

　イクシーヌの入れ墨に絡みつかれ、逃げようにも逃げられない馬。

　馬はてんでばらばらに動き始め、あっという間に隊形が乱れた。

　落馬する騎兵も続出する。

　狼が後方に駆けていくと、混乱は残りの八個小隊にも広がった。

　激しい風雨のせいで狼の臭においが嗅ぎ取れず、ぎりぎりまで接近を許したのが痛かった。

　団員は自分の馬を制御するだけで手一杯になり、周囲を警戒する余裕を失ってしまう。

　隊形が乱れた第四中隊に、魔女とカサンドラ王国軍の連合部隊が襲おそいかかった。

　奇襲部隊は四つの隊に分かれていた。

　部隊といっても、魔女のほうは、せいぜい班といった人数だったが。

　第一隊を指揮するのはハリガン。

　第二隊を指揮するのはアイス。

　第三隊を指揮するのはナーガ。

　第四隊を指揮するのはマグレイブ。

　第三隊は主に奴ど隷れい兵で構成されていて、ナーガの隣にいる魔女はレラとランジュだけである。

　第四隊はカサンドラ王国軍の精鋭三百で構成されている。そこにはライバッハも一個中隊を率いて参戦しており、彼の横にはラルフレッドが控えていた。
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　第四中隊百のうち、先行する二個小隊を屠ほふったアイス隊は、足を止めることなく後方の本隊に向かって突進した。

　アイス隊には、イクシーヌやアルルカン、ノノエルなどがいる。

　第四中隊の主力も、アルルカンが放った狼おおかみのせいで大混乱を来きたしていた。

　その混乱に乗じて駆け寄ったアイスは、目と鼻の先というところまで距離を詰めると、背負った籠から次々に礫つぶてを取り出して投げまくった。

　その距離だと、鎧よろいや兜かぶとの上からでも、当たっただけで騎兵は衝撃で気を失う。たとえ気絶しなくても、落馬するのは確実だった。

　イクシーヌの入れ墨も、相変わらず辺りを這はい回って、次から次へと馬の自由を奪っていく。

　動けなくなった騎兵は、アイスの投とう擲てきの恰かつ好こうの目標だった。

　落馬した兵にはノノエルの水の槍やりが容よう赦しやなく降り注いだ。

　ある程度までは白しろ銀がねの鎧で防御できるが、何しろ雨が降っているから、ノノエルは水の槍を無む尽じん蔵ぞうに用意できる。何発かは耐えられても、やがて水の槍に刺し貫かれ、致命傷を負う兵が続出した。

　アイスの投擲とノノエルの水の槍だけで、第四中隊は甚大な損害を受けた。

　豪雨のせいで見通しが悪いために、団員は離れた場所から攻撃してくるアイスやノノエルの位置を特定することができない。

　敵の姿がはっきりと捉えられる白兵戦ならこれほど混乱しなかっただろうが、どこから襲おそわれているかわからないままばたばたと味方が倒れていくのを見た団員は、今まで感じたことのない恐怖を感じた。

　小隊長や中隊長がどれほど叱しつ咤たしても、兵はみな逃げ腰になっている。栄はえある神の旅団にはあり得ない失態だ。

　落馬しながらもなんとか逃げ出そうとした兵の足にイクシーヌの入れ墨が絡みつく。

　動けなくなった団員をアイスの礫が襲い。

　さらにノノエルの水の槍が降る。

　すでに第四中隊は総崩れといった有様だった。

　そこへ七十ほどの奴ど隷れい兵を率いるナーガの第三隊が殺到してきた。

　もはや組織だった戦いは望むべくもなく、一騎当千の神の旅団も、その実力を発揮できないまま討うち取られていく。

　結局、第四中隊の兵で逃げ出せた者はほとんどいなかった。

　第四中隊を屠ほふったアイス隊とナーガ隊は、後方の第七旅団本隊めがけて激しい雨の中を突進していった。

　丘の下方を迂う回かいしたハリガン隊、王国隊も、旅団本隊の四百に急接近していた。

　その頃には本隊にもアルルカンの狼おおかみが走り寄っていた。
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　本隊の先頭を進む部隊は、前方の異変に気づいてはいた。

　いたが、何がどうなっているのかまでは把握できていなかった。

　ともかく視界が悪すぎる。

　雨音を衝ついて味方の怒声や絶叫は聞こえてくるものの、奇襲であれば聞こえてくるはずの剣けん戟げきの音や敵の喊かん声せいがまったく聞こえてこなかったのも、異変の正体が敵の奇襲だと気づくのに遅れた要因だ。

　ごく少数で迫り魔法で攻撃するという魔女の戦いに翻ほん弄ろうされた恰かつ好こうである。

　一方、魔女の側がわは本隊の居場所をしっかりと把握していた。

　セレナの魔法＝天てん眼げんなら、上空に飛ばす視点の高さを調整できるから、雨が降っていても敵の位置を視認できるのだ。

「狼だ！」

「気をつけろ！　狼が近づいてきたぞ！」

　各中隊は方陣隊形で進んでいたが、先頭に位置する第一中隊の騎兵が、駆け寄ってくる狼に気づいて弓を取った。

　ただ、相手が狼というありふれた存在のため、それが魔女による攻撃だと気づいた兵はほとんどいなかった。

「撃て撃て！」

「近づけるな！」

　素早い対応だったが、風雨が強く見通しが悪い分、気がついたときにはすでに狼はすぐそこまで迫っていた。

　何頭かの狼が矢を受けて倒れたが、その多くは先頭を進む部隊のところまで走り込んできた。

　狼を恐れた馬が恐きよう慌こうを来きたす。

　狼の臭においは家畜にとって恐怖の的なのだ。襲おそわれなくても、辺りを走り回られるだけで馬は怯おびえ、混乱する。

　狼は縦じゆう横おう無む尽じんに走り回り、第一中隊の半ばまでが混乱に陥おちいった。

　隊長たちが必死で兵を叱しつ咤たし、兵は必死で馬の体勢を立て直そうとする。

　なんとか馬を落ち着けようと努めている第一中隊の側面から、ハリガン隊とマグレイブ隊が襲おそいかかってきた。

　街道を行くのであれば縦陣になって前後に長くなるが、丘きゆう陵りよう地帯を進むため、四百は各隊とも方陣隊形を取っていた。

　両隊が突撃したのは、ちょうど二番目を進んでいる第二中隊の辺りだった。

　本隊は小高い丘の頂上に差しかかっていたから、本来なら位置的に有利な場所を占めていたのだが、あいにくの土ど砂しや降ぶりで見通しが利かないため、敵の接近に気づけなかった。

　四百のほぼすべてが丘の頂上付近にいたから、三方から攻め寄せてくる攻撃側がわに同時に強襲される形になってしまった。

　旅団から見て左側面からハリガン隊が駆け上がってきて。

　右側面からはマグレイブ隊が駆け上がってきて。

　そして正面からは、やや遅れてナーガ隊とアイス隊が突っ込んできた。

　グリスタンも幹部も旅団員たちも、まさか昼ひる日ひ中なかに敵が襲ってくるとは微み塵じんも思っておらず、完全に虚を衝つかれた恰かつ好こうだ。

　それでもグリスタンは咄とつ嗟さに対応した。

　全方向からの奇襲だと判断した彼は、方陣で進んでいた旅団を、ただちに円陣へと陣替えを行い、迫ってくる敵に向かって反撃の態勢を取らせた。

　けれど敵と交戦しつつの陣替えだから、綺き麗れいな陣形を構えるのは難しい。

　おまけに馬の足下を狼おおかみが走り回っているのだ。馬は落ち着きを取り戻せず、少しでも手を抜くとあらぬ方向へ走り出す。

　せっかく円陣に移行したものの、そこかしこに綻ほころびが出ていた。
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　最初に旅団本隊に襲いかかったのはハリガン隊だった。

　ハリガンは旅団員めがけて、何十本もの硬く尖とがった髪の毛を飛ばした。

　白しろ銀がねの鎧よろいに弾はじかれることも多かったが、なんといっても髪の毛は細い。鎧や兜かぶとの隙すき間まを通り抜け、旅団員の顔に、体に突き刺さる。文字通り刺すような痛みに、団員は堪たまらず落馬し、泥でい濘ねいの中を七転八倒した。

　たとえ団員に刺さらずとも馬には刺さる。そうなると馬は鋭い痛みに暴れ出し、結果、落馬する団員が続出する。

　前衛が崩れたところへケイが突進してきた。

　銀色に輝く肌を晒さらしたケイは、金属製の大きな人形のようだ。

　ケイは騎馬の間を縫って走りながら、馬の足を思いきり殴っていく。

　金属さながらに硬いケイの拳で殴られた馬は、思わぬ痛みに前足をはね上げたり、その場で大きく跳躍したりする。

　ハリガンに襲おそわれた騎兵同様、旅団員は次々と馬から振り落とされることになった。

　馬上からケイに向かって槍やりを突き出す旅団員もいたが、ケイは剥むき出しの腕で槍の穂先を軽々と弾はじいた。

　落馬した者の中にはすぐに起き上がって抜ばつ刀とうして斬りかかってきた者もいた。

　しかし、ケイは剣での攻撃を避よけようともしない。

　避けないのだから剣はケイの体を直撃する。けれど彼女の体が斬り裂かれることはない。それどころか、直撃した剣は刃が欠けたり折れたりした。結局、ケイに傷を負わせることのできた者は誰もいなかった。

　騎兵の中でケイが大暴れしていると、ハリガンに率いられたジーニアス、サッハ、ネネル、ナッシサスなどの魔女が突っ込んできた。

　左側面──円陣なので正確には側面ではないが──は大混乱に陥おちいった。

　そのとき正面上方にいきなり大きな火球が出現した。レラが飛ばした大きな呪符が燃え上がったのだ。

「魔女の攻撃か!?」

「撃て撃て、撃ち落とせ！」

　隊長の命令に、正面に位置する第一中隊の兵たちは弓を取り上げ、火球に向かって矢を放った。

　すぐに火球は何本もの矢を呑のみ込んだが、その火勢が衰えることはなかった。

　魔法の火球なので、土ど砂しや降ぶりの雨の中でも簡単に消えはしない。

　団員たちは火球が降ってくるかと身構えたが、案に相違して火球は宙に浮かんだまま動かなかった。

　どういうことかと眉を顰ひそめる団員たちは、燃える火球のせいで、自分たちが乗っている馬の足下にうっすらと影が浮き出たことに気づかなかった。

　不意に影の中から何本もの矢が飛んできた。

　これはランジュの魔法だ。

　レラが燃やした火球で影を作り、ランジュが矢を飛ばすという連係攻撃。

　魔法で飛ばしてはいるものの、飛んでくる矢は物理攻撃だ。白しろ銀がねの鎧よろいだからといって、物理攻撃に対する耐久力が上がるわけではなかった。

　弾かれる矢もあったが、ハリガンの髪の毛同様、鎧の弱い箇所を貫いたり兜かぶとの隙すき間まから刺さる矢もある。

　それより何より馬は鎧を着ていない。馬の足に、腹に、矢は簡単に突き刺さり、その痛みに馬が暴れ出す。

　傷ついた馬は騎兵の言うことなど聞かずに、倒れるか、暴れるか、勝手に走り出すかのいずれかだった。

　ここでも落馬する騎兵が続出し、正面前衛も大きく乱れた。

　反撃しようにも、矢を撃ってくる者がどこにいるのかわからないから、反撃のしようがない。

　落馬し逃げ惑う者。

　暴れる馬をなんとか押さえ込もうとする者。

　足下からの矢を避よけようと場所を移動しようとする者。

　勝手に走り出す馬を制御できない者。

　地に転がったところを馬に蹴られたり踏まれたりする者。

　正面前衛の陣形は大きく崩れかけた。

　そこへナーガ隊とアイス隊が突っ込んできた。

　槍やり衾ぶすまを作ったまま突撃してきた奴ど隷れい兵の集団は、陣形が崩れかけた前衛に致命的な一撃を食らわせる。

「もう一度だ！　突けぇ！」

　抜いた刀を高く掲げたナーガの号令一下、奴隷兵たちは長なが柄えの槍やりを水平に構え、穂先を煌きらめかせてさらに踏み込んだ。

　無事だった馬も槍に貫かれ、もんどり打って倒れ込む。

　馬から降りて──落ちて──いた団員は剣を抜いて対抗しようとするが、槍衾には対抗できず、運が悪い者は槍やりに貫かれた。

　運がいい者は鎧よろいが槍を弾はじいてくれたが、突かれた衝撃でよろめき、倒れ込む。

　倒れた団員の多くは突進してくる奴隷兵たちに踏まれたり蹴られたりするか、暴れる馬に踏み潰されるかのどちらかだった。

　負傷しつつもなんとか起き上がった兵には、間近からアイスが投げた礫つぶてが飛んできた。

　兜かぶとの上からでも礫が頭を直撃すれば無事ではいられない。

　兵は脳のう震しん盪とうを起こして次々に昏こん倒とうした。

　胴体部分に当たった場合は致命傷にはならなかったが、それでも兵は大きな衝撃に息を詰まらせて倒れ込む。

　倒れ込んだ兵の鎧の隙すき間まからイクシーヌの入れ墨が中へ潜り込み、兵の首を絞めた。

「進め、進め！　敵が混乱している今が好機だ！　押せぇ！　突けぇ！　敵に立ち直る暇を与えるなぁぁ！」

　激しい雨音にも負けないナーガの大声が辺りに轟とどろき渡る。

　アイス隊とナーガ隊は旅団の前衛、第一中隊を完全に押し崩していた。




　旅団本隊の右側面から攻めかかったのはマグレイブ隊で、時機としてはハリガン隊が第二中隊側面に突撃した少しあとのこと。

　場所としては、第二中隊のやや後方、第三中隊の前衛辺りだった。

　カサンドラ王国軍の精鋭三百から成るこの部隊がいちばん兵数が多かった。

　だが、人と人の戦いなら旅団のほうに一日の長がある。

　第三中隊はマグレイブ隊の強襲を受け止め、なかなか崩れなかった。

　アルルカンの狼おおかみもここまでは走ってきていないので、ほぼ全員が騎乗していたのも大きかった。

　一方のマグレイブ隊は、密ひそかに接近するために敢あえて騎兵は入れず、全員が歩兵で構成されていたから、個々人の戦闘力にはかなりの差があった。

　第三中隊が正面や左側面の奇襲に気を取られていたから、最初の一撃でそれなりの損害を与えることができたが、二撃めはまともに受け止められ、以降は押し合いになった。

　兵数的には百対三百だからマグレイブ隊が有利なのだが、丘の斜面を攻め上る形だったから、場所的には高みにいる騎兵のほうが有利になる。騎兵が前に出始めると、マグレイブ隊はその圧力に抗しきれずに押され始めた。

　だが、カサンドラ王国軍の精鋭を集めただけあって、簡単に崩れ出すことはない。騎兵の圧力をまともに受けないように横へ横へと移動しつつ、敵中隊に食らいついた。

　ちょうど旅団が円陣への陣替えを始めていたため、マグレイブ隊と第三中隊は左方向へと回転するような動きで戦場を移動していった。

　正面を受け持つはずだった第一中隊は、すでに壊滅状態だったので、移動の邪魔をする者はいない。

　相互の距離が近いので、弓矢で攻撃すれば馬は確実に傷つく。そのせいもあり、旅団の騎兵は迂う闊かつな突進ができない。

　結果、第三中隊はマグレイブ隊を一気に押し返すことができなかった。
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　第三中隊が半円形になって──第二中隊も大損害を出しているので円陣にはほど遠かった──敵と交戦している背後には、グリスタンが率いる第五中隊がいた。

　団が敵の奇襲を受けて激しく戦っていることはすぐに察知したグリスタンだが、今の状況がどうなっているのかを正確に把握するのは困難だった。

　辺りは分厚い黒雲と大雨のせいで薄はく暮ぼのような薄暗さだ。

　ほとんど見通しが利かない中、あちこちから悲鳴や怒号が聞こえてくるが、それが敵の声なのか味方の声なのかすら判然としない。

　次から次へと物もの見みの団員を送っても戻ってくる者はほとんどなく、各中隊からも伝令が送られてこないため、グリスタンは戦況の把握ができないままだった。

　戦況が把握できなければ、いくらグリスタンが戦いくさ上じよう手ずであっても、的確な対応を取るのは難しい。

（カサンドラ王国にこれほどの戦力があるとは思えない。まさか……これは魔女なのか!?　魔女が奇襲をかけてきたのですか!?　いや、しかし。これほど統制の取れた戦いを魔女がするなど、あり得ません）

　戦況どころか、襲おそってきた敵が何者なのかすらわからない状況に、グリスタンは歯がみする。

　苛いら立だつグリスタンのところへ副官が駆け寄ってきた。

「団長、右側面が空いています！」

「なに？」

「右側面を担当していた第三中隊が、敵と交戦しながら移動していってしまったのだと思われます」

　グリスタンの決断は早かった。

「敵の後続がいたら不ま味ずいですね。そこは我が隊で埋めましょう。後続がいないようなら第三中隊と交戦している敵を探して、その背後に回り込みます。それで敵を押し返せます。その後、第三を連れて、第一と第二の掩えん護ごに向かいます」

　第三中隊のいた場所が空いたのは、半円形の陣形を取っていた第三中隊が、乱戦の最中、マグレイブ隊と共に左側にずれていったせいだ。

　近くに隠れて「天てん眼げん」で見張っているセレナは各部隊の位置取りの変化を把握していたが、それ以外の者は把握し切れていなかった。

　もちろんグリスタンも。

　そしてカナルの街から飛んできたユウキも。
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　ユウキはカナルの街に入った旅団をリィリィと共に壊滅させた後、周辺の偵てい察さつを空から済ませると、近くの森に潜んで夜を過ごし、翌朝、かねての予定どおり、敵主力に奇襲をかける魔女軍とカサンドラ王国の連合軍を支援するため、街道沿いにカサンドラ王国の王都を目指して飛空艇を飛ばしていた。

「ちょ……ユウキ、飛ばしすぎ。雨で足場が濡ぬれてて滑すべるし。だいいち、こんな見通しの悪い中、こんな速度で飛んだら事故起こすわよ！」

　とリィリィが諫いさめても、ユウキは速度を落とそうとしない。

「なに言ってるの。わたしとリィリィが行かないでどうするの。わたしとリィリィの組み合わせは魔女軍最強なのよ。今ごろ、みんな苦戦してるかもしれないじゃない。行って、みんなを助けなきゃ！」

「それはそうかもだけど、もう少し落ち着きなさいって。焦あせったって、いいことなんかないわよ」

「焦ってなんかいない！」

　ユウキはそう主張した。

　たしかに彼女は焦ってはいなかった。

　だが、平常心を保たもててもいなかった。

　何しろ神の旅団を丸ごと一個、屠ほふってきたところなのだ。興奮し、高揚し、戦闘意欲は天を衝つかんばかりに高まっていた。

（それに。魔女の仇かたきである神の旅団をたくさん殺せる機会なんて、そうはないもの。この機を逃してなるものですか）

　逸はやり立たつ心のままに、ユウキは街道沿いに飛空艇を高速で飛ばした。

　ところが雨の降りが激しいため、敵も味方もなかなか見つからない。

　その頃には、泥でい濘ねいと化した街道を嫌ったグリスタンが麾き下かの旅団を丘きゆう陵りよう地帯に上げていたから、ユウキが見つけられなかったのも仕方がない。

　何度も街道沿いを行ったり来たりするユウキの心に、僅わずかな焦りが芽生えた。

「なんで？　なんで誰もいないの!?　敵も味方も一人も見当たらない！」

「街道を離れて丘に登ったんじゃないの？」

「あ、そうか。そうよね。あんなふうに川と化してる街道じゃ歩けないよね」

　リィリィの助言を容いれ、ユウキは飛空艇の機首を右手の丘に向けた。

　相変わらず高速で左右の丘の上を飛び回っているうちに、ようやくユウキは敵と思われる集団を発見したのだった。

「見つけた！」

　空を飛ぶ狭い飛空艇の上で器用に均きん衡こうを保ちながら、ユウキは目ま庇びさしを作って目に入る雨を遮さえぎった。

「あれ、敵よね!?」

　というユウキの声に、背中の側そばから彼女の腰にしがみついているリィリィが応こたえた。

「っていうか、もう戦ってるじゃない！」

　なるほど、上空から見下ろしているからよくわからないが、見つけた集団は、たしかに敵味方が入り乱れて戦っているように思えた。

「もっと近づいてみよう」

　近づいていって、一ひと渡わたり上空を飛ぶと、おおよその状況が掴つかめた。

　相変わらず雨が激しく降っているので見通しは悪いが、旧教会の旅団が半円の陣──というには穴が大きすぎたが──になって魔女とカサンドラ王国の連合軍の奇襲を受け止めようとしている、という構図であることがわかった。

「どうするの？」

　という背中からのリィリィの声に、ユウキは下を見たまま答えた。

「もちろん参戦するわよ！　わたしとリィリィで敵を蹴散らすの！」

「それはいいけど、どこへ!?」

　なるほど、全体を見渡すと、敵も味方もけっこうばらけている。

（いちばん近い場所の敵を攻撃してもいいんだけど、それよりも）

「ナーガのいるところね、とりあえず」

（わたしとリィリィの活躍をあいつに見せつけてやるんだから）

「あら。あんたも彼のことを認めたのね」

「みっ、認めたとかそういうことじゃなくて！　あいつが実質的にこっちの司令官なんだから、もしもあいつが討うたれたら、わたしたちが負けちゃうじゃない。あんな奴やつが討たれようがどうしようがわたしの知ったことじゃないけど、わたしたちが、魔女が負けるのだけは許されないわ」

　ユウキの本音は「ナーガを認めた」のではなく「ナーガに認められたい」だったのだ。

　ナーガだけではなく、魔女の仲間からも認められ、称たたえられたかった。

（わたしの名が高まればハリ姉ねえの地位も上がるし。わたしが活躍することでハリ姉が魔女王の地位に近づけるなら！）

　と、そんな思いもあったのだが、リィリィにはそこまではわからない。

　リィリィは一言、そうね、と言って彼女の背中を軽く叩たたいた。

「じゃ、助けに行こう」

　ユウキには見えなかったが、そのときのリィリィは、にんまりと笑っていたのだ。

（なんだかんだ言っても、ナーガさんがこっちの総大将だってのは認めたわけね。ふふ、一歩前進したんじゃない？）

　とリィリィはそんなことを思っていた。

「言われなくても！」

　ユウキは、カサンドラ王国の王都にいちばん近い場所で戦っている味方めがけて降下していった。

　だが、ユウキもリィリィも勘違いをしていた。

　作戦会議では正面から突撃するのはナーガ隊とアイス隊と決まっていた。だからユウキとリィリィは、王都方面にいるその部隊がナーガとアイスの率いる部隊だと思ったのだが、すでに敵も味方も乱戦の中で位置がずれていたのだ。

　旅団本隊が半円の陣形に変わっていて、しかも空いた右側面をグリスタンの本隊が埋めていたのもユウキには不運だった。

　敵の陣形は半円形に見えたから、正面──王都方向──にいるマグレイブ隊をナーガの部隊だとユウキは思い込んだ。

　よく見ればナーガの部隊より兵数がずっと多いのだが、雨で見通しが悪い上、ばらけて戦っているため、ぱっと見では兵数の違いに気づけなかった。

　おまけに早く参戦しなくてはと気が急せいているから、人数を確認するような余裕は二人にはなかった。

　ユウキは飛空艇を急降下させる。

「ちょっとユウキ、下げすぎじゃない？」

　背中からリィリィの声がした。

　すでに戦っている兵の顔が見えるくらいにまで高度が下がっている。

　敵と戦うのに忙しくて頭上のユウキとリィリィに気づいていないからいいものの、もし矢で撃たれれば飛空艇に突き刺さるだろうという高度である。

　最悪、ユウキとリィリィにも矢が当たりかねない。けれどユウキは、なおも高度を下げていく。

「仕方がないじゃない！　こんな乱戦なんだから、敵を狙い撃たないと駄目でしょ！」

「それはそうだけど」

　敵味方が入り乱れての乱戦になっているから、数多くの雷撃を上空から闇雲に降らせるという攻撃はできないのだ。

　近づいていって、敵を狙って雷撃を当てなくてはならない。

　そしてそれは、ユウキの攻撃魔法、風の刃やいばも同じことだった。

　風の刃が吹き荒れるに任せていては、周囲にいる味方も傷つけてしまう。

　だからユウキとしては、確実に敵を狙える高度まで飛空艇を降下させる必要があった。

「そろそろいいかな」

　飛空艇の降下を止めたユウキは、足下を覗のぞき込む。

「ほら、リィリィはあっちの敵を狙って！　わたしはこっちの奴やつを斬り刻むから！」

「わかった！」

　二人は素早く呪文を唱え、そして魔法を放った。

「雷神の怒り！」

「風の刃！」

　小さな雷光が落ち。

　鋭い突風が走った。

　雷に打たれた者が二人。

　一瞬、その体が浮いて。

　すぐに崩れ落ちた。

　風の刃やいばに襲おそわれ腕を切り落とされた者が一人。

　足を切られて転倒した者が一人。

　二人の攻撃で四人の旅団員が戦闘力をなくした。けれど、全体から言えば僅わずかな数だ。

　カナルの街ではろくに狙わずとも雷撃は面白いように当たったが、やはり動いている敵が相手となると、そう上う手まくはいかない。

（やっぱり敵の一人一人を狙って攻撃するのは面倒ね。でも、やるしかない！）

　ユウキは新たな獲物に向かって飛空艇を走らせた。

　倒れたのは四人だけだったが、新たな魔女の攻撃が──しかも頭上から──あったという事実は敵を怯ひるませ、味方を鼓舞した。

「援軍だ！　魔女の援軍が来たぞ！　この機を逃すな！　押し戻せ！　押し返せ！」

　マグレイブは声を限りに叫んで兵たちを鼓舞した。

　実際は援軍と言うほどの人数ではない。

　参戦してきたのはユウキとリィリィだけである。

　しかしマグレイブや兵たちは、多数の魔女が援軍として駆けつけてくれたように錯覚したのだった。

　マグレイブ隊に加わっていたライバッハも、援軍に気づいていた。

（あれはユウキ嬢の飛空艇じゃないか！　どうしてここに!?）

　大の人間嫌いのユウキが、人の兵士だけで構成されているカサンドラ王国軍部隊を応援に来るとは思えなかったから、ライバッハも、マグレイブやほかの兵と同様、魔女の部隊が駆けつけてくれたのかと思った。

　その勘違いがカサンドラ王国軍の兵たちを奮い立たせた。

　魔女との共闘に懐かい疑ぎ的てきだった者もいたが、この苦境に魔女たちは援軍を送ってくれたという事実に兵たちの士気は大いに上がった。

　おかげで押されていた戦況を押し戻すことができた。

　もしもこのとき押されたままだったら、迂う回かい機動を始めていたグリスタンの第五中隊に背後から襲われ、王国軍部隊は敗走していたかもしれない。

　彼らはユウキの勘違いに助けられ、自分たちの勘違いにも助けられ、なんとか保もち堪こたえることができたのだった。





　11






　入り乱れて戦っている敵と味方の頭上を低空で飛び回りながら、ユウキとリィリィは魔法攻撃を続けた。

　かなりの数の敵を倒したが、二人の疲労も並大抵ではなかった。

　カナルの街で旅団一個を壊滅させたあと、雨を衝ついてここまで全速力で飛んできて、さらに敵を探して上空を飛び回っていたのだから無理もない。

　おまけに低空で飛びながら敵だけを狙い撃つのは、高い集中力を要する作業だった。

　この頃になると、上空を飛び回る飛空艇めがけて矢を射いってくる兵が現れた。

　ユウキは、それも躱かわしつつ飛ばなくてはならない。

　魔法攻撃をしつつ飛空艇を的確に操るのはふだんでも難しいのだ。今や肉体的にも精神的にも、ユウキの疲ひ弊へい消しよう耗もうは限界に達しつつあった。

　このとき彼女を支えていたのは、神の旅団の兵を殺せるという喜びと、ナーガや魔女たちに自分の活躍を見せつけたいという欲求だった。

　だが、どれほど意欲があっても、心が高揚していても、肉体が疲労すれば、やがて集中力は途切れてしまう。それは人も魔女も同じだ。

　ユウキは、自分めがけて弓を構えた騎兵に気づくのが一瞬だけ遅れた。

　不ま味ずい！　と思ったときはすでに矢は発射されていた。

　回避行動は間に合わなかった。

　矢は深々と飛ひ空くう挺ていの底に突き刺さり、飛空艇がぐらりと揺れた。

　魔法回路が損傷したようだ。

「きゃっ！」

　と悲鳴を上げてリィリィがユウキの腰にしがみつこうとする。

　ユウキは急いで飛空艇の姿勢を立て直そうとした。

　したが、勢い余って飛空艇が逆側に傾いてしまう。

　やはり魔法回路が損傷しているのだ。うまく姿勢を制御できない。

「あっっ！」

　という悲鳴が背後で上がった。

　急に飛空艇が軽くなったのを感じて、ユウキは慌あわてて振り返る。

　自分に向けて手を伸ばした体勢のまま、リィリィの体が宙に浮いていた。

「リィリィ!?」

　ユウキは慌てて彼女に向けて左手を伸ばしたが、間に合うはずもない。

　虚むなしく宙を掴つかんだユウキの左手の先で、リィリィの小柄な体はあっという間に落下していった。
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「リィリィ──っ！」

　必死に手を伸ばすユウキに向かってリィリィも手を伸ばす。

　だが、届くはずもない。

　互いの手は虚むなしく宙を掴つかんだだけだった。

　リィリィの大きく見開いた縋すがりつくような目がユウキの心に刻み込まれる。

「リィリィ────っっ！」

　絶叫を放つユウキの眼下で、リィリィの体は勢いよく落下していった。

　低空を飛んでいたとはいえ、五ヤルドくらいの高さはあっただろう。そこから落ちれば、自分の体を軽くできるヴィータならともかく、いくら魔女でも無傷では済まない。

　おまけに体勢が悪かった。

　右に傾いた飛空艇の上で足を踏ん張り体重を左足にかけたとき、飛空艇がいきなり逆側に傾いたから、リィリィは水平に近い体勢で落ちてしまった。

　背中から激しく地面に激突したリィリィは後頭部を強打し、内臓も損傷した。何箇所か骨折していたかもしれない。

　苦痛に呻うめきながらも必死で身を起こそうとするリィリィを旅団員は見逃さなかった。

　矢を射いた団員は、弓を捨て、槍やりを掴み、馬を走らせた。

「魔女め、死ねえ！」

　突き出された槍の穂先が無情に煌きらめいて。

　なんとか上体を起こしたリィリィの腹部を槍が刺し貫いた。

　リィリィは血ち反へ吐どを吐はきながら、己おのれの体を貫いた槍を力のない視線で見下ろす。

　その瞳からはみるみる生気が失われていった。

「魔女を討うち取ったぁ！」

　団員は貫いたリィリィの体を槍ごと持ち上げた。

「うわぁあぁああ──っっっ！」

　眼前でリィリィが殺される瞬間を見せつけられ、ユウキが吼ほえた。

（わたしの！　わたしの失敗のせいでリィリィが！）

　激しい怒りと後悔がユウキの頭を、体を、駆け巡る。

（わたしがリィリィを……違う！　リィリィを殺したのはあいつら！　許さない！　神の旅団は絶対に許さない！）

　逆上し我を忘れたユウキは、風の刃やいばを身に纏まとってリィリィを刺し貫いた旅団員めがけて急降下した。

「許さないぃぃぃぃぃっっ！」

　ユウキの周囲で乱舞する風の刃やいばが旅団員を斬り刻む。

　怒りが魔法の効果を倍増させていた。

　白しろ銀がねの鎧よろいでも防げなかった。

　根元から切断された団員の手足が地に転がった。

　胴体も鎧ごと五つに切断されて地に落ちた。

　溢あふれ出た血を瞬またたく間まに雨が洗い流す。

「よくもよくもよくもよくも！」

　怒りに我を忘れたユウキは、狂ったように風の刃を振り回して近くにいた旅団員の下もとへ突っ込んでいった。
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　突進していくユウキの飛ひ空くう挺ていは、ふらふらと上下左右に揺れている。

　矢が刺さって魔法回路が損傷していることに加えて、魔力のほぼすべてを風の刃に注つぎ込んでいるため、飛空艇は制御不能の一歩手前という状態だった。

　旅団員を斬り伏せながらもユウキのことを気にかけていたライバッハが、視線を彼女のほうへ向けると、飛空艇がふらつきながら敵の集団へ突っ込んでいくのが見えた。

「まずい！」

　魔法には詳しくないが、魔女たちと共に暮らした経験があるライバッハのこと、今のユウキの状態がまともではないことがわかる。

　彼は斬り結んでいた旅団員を思いきり蹴り飛ばすと、いきなり走り出した。

「続け！　俺に続け！」

　周りにいる部下を大声で呼ばわりながら、ライバッハは立ち塞ふさがる敵には目もくれず、ユウキ目がけて一目散に走った。

「ライバッハ様！」

　ライバッハの傍かたわらで槍やりを揮ふるっていたラルフレッドが慌あわててあとを追いかける。

　走りながら彼は味方に大声で呼びかけた。

「遅れるな！　ライバッハ隊長に続け！」

　何が起きたのかよくわからないまま、周りの王国兵もあとに続いて走り出す。

　ライバッハのこの咄とつ嗟さの行動が、それに続いた彼の部下の突発的な行動が、期せずして第七旅団第三中隊の陣形の乱れを拡大することとなった。

「あそこだ！　ライバッハ隊に続け！　敵の綻ほころびを衝つけ！　敵を突破するのだ！」

　ライバッハ隊の突進が、敵の陣形を食い破りつつある結果だと勘違いしたマグレイブは、自分の周りにいる直じき率そつ兵を引き連れ、ライバッハ隊のあとを追って第三中隊に切り込んでいった。

　マグレイブの勘違いから来る命令だったが──激しい雨で見通しが悪い上、敵味方が入り乱れての乱戦なのだから仕方がない──結果として、これが王国部隊の窮きゆう地ちを救う形になった。

　すでにグリスタン率いる第五中隊がすぐ背後に迫っていたのだ。

　もしもあの場に留とどまったまま戦っていれば、前後から挟きよう撃げきされる形になっていた。そうなれば、支えきれずにマグレイブ隊は敗走していたに違いない。最悪、この場で壊滅していたかもしれない。

　けれどマグレイブ以下がライバッハ隊を追いかけて走ったために、グリスタンの中隊は戦場に間に合わなかった。
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　ライバッハは必死に走ったが、危機感から来る焦あせりが体勢を崩し、走る速度が思ったように上がらない。

　彼は自分の足の遅さをこれほどもどかしく思ったことはなかった。

　ユウキの風刃が当たるを幸い薙なぎ倒すといった勢いで旅団員を斬り倒していて、敵の注意はすべてそちらに向いている。

　彼の行く手を遮さえぎる者はいなかった。

　しかし。

　暴風のように荒れ狂っていたユウキの風刃が唐突に止やんだ。

　地上から一ヤルドほどの高さを飛んでいた飛ひ空くう挺ていは、急に失速したかと思うと、そのまま落下していった。

　疲ひ労ろう困こん憊ぱいのユウキは地面に投げ出され、受け身を取ることもできなかった。

　右肩を強したたかに打ちつけたユウキは低く呻うめきつつ、仰あお向むけになった体をなんとか反転させ、俯うつぶせ状態になった。

　手足を踏ん張って起き上がろうとするが、上う手まく四肢に力が入らない。

　飛空艇で突進してくるユウキの勢いに恐れをなして下がっていった騎兵の足が止まる。

　地に落ちて起き上がろうとして藻も掻がいているユウキを見て、何人かの団員は魔女を討うち取る好機だと思った。

　すぐ後ろには王国兵が迫っている。

　駆け寄って討ち取るのは無理だと判断した旅団員は、弓を取り上げ、矢を番つがえ、弦つるを引き絞った。

（まずいまずいまずい！）

　それを見たライバッハは絶望感に支配されそうになる。

（一人、二人、三人、四人。くそ、間に合わねえ！）

　飛んでくる矢の一本、二本なら剣で叩たたき落とす自信はあるが、さすがに四本同時というのは無理だ。

　敵の騎兵は十数ヤルドも向こうにいる。

　走っていったところで矢を撃つのを阻止できないし、逆にライバッハが矢で相手を撃つような余裕もない。

　弦つるを引き絞り狙いをつけた四人の騎兵は、ほぼ同時に矢を撃った。

　空気を切り裂く音を残して矢が飛んでくる。

　このままでは間違いなくユウキの体に当たる。

　ユウキは極小極薄の魔女の衣装しか身に着けていないから、当たれば、矢は深々と突き刺さる。

　たとえ当たったのが一本だけでも致命傷になるのは確実だ。

　四本全部が刺されば間違いなく死ぬ。

（そんなことはさせねえ！）

　ライバッハが咄とつ嗟さに取った行動は考えてのことではなかった。

　考えるより先に体が動いたと言うべきか。

　彼は剣を放り投げ、ユウキの体に覆おおい被かぶさっていた。

　その横をライバッハ隊の兵たちが駆け抜けていった。
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　どす、どす、という鈍い音が聞こえた。

　カサンドラ王国軍の兵は奇襲のために機動力を重視していた。

　自分の足で山野を走って旅団に肉薄しなくてはならないから、重い鎧よろいは着けられない。みな胸甲や腹当て、膝当て、手甲などを装着しているだけだった。

　ライバッハも同じだ。

　重装鎧なら弾はじけたであろう矢も、弾くことはできなかった。

　四本が四本とも当たったのは、さすがに旅団の戦闘員と言うべきか。

　当たった矢は、いずれもが深々と刺さった。

　一本は太ふと腿ももを貫き、三本は肺と他の内臓を傷つけた。

　即死ではなかったものの……。

　ユウキに覆い被さったライバッハは、両腕に力を込めて上体を持ち上げ、ユウキの無事を確認すると弱々しく笑った。

「よかった……無事だったんだな」

　覆おおい被かぶさっているライバッハの体温や息づかいを感じてユウキはどぎまぎしたが、それを悟られまいとして冷たく言った。

「無事だったわよ。だから、もういいわ。退どいて」

　けれどライバッハは退かなかった。

　いや、退けなかったのだ。

　両腕から力が抜け、彼の体がユウキの体の上に落ちてきた。

　ユウキとライバッハの体が密着し。

　ユウキは彼の温かさが自分の体に伝わってくるのを感じた。

「ちょ？　ど、どうしたの、あんた!?　どこか怪け我がした!?」

　ユウキはなんとかライバッハの体の下から這はい出した。

　その彼女が見たものは。

「う……そ」

　体から四本の矢を生やした瀕ひん死しのライバッハだった。

　ユウキは息を呑のみ、手で口くち許もとを覆う。

「嘘うそ……なんで……どうして……」

　ライバッハは弱々しい笑みを浮かべたまま途切れ途切れに応こたえた。

「あぁ……ちょっと……しくじっちまった……かな」

　自分の体を支えきれなくなったライバッハは、潰れるように地面に横たわった。そんな彼に、ユウキは恐る恐る手を伸ばす。

「わたしのせい？　わたしのせいなの!?」

　ライバッハが弱々しく笑いかけてきた。

「ユウキ嬢の……せいじゃない。気に……するな」

「なんで!?　なんでわたしなんかのためにこんなことを!?」

「……なんでかな。あんたが……俺の娘むすめに似ていたから……かな」

「なんでよ!?　わたしはわたしなのに！　あんたの娘なんかじゃないのに！」

　背中のほうから「旅団の兵を討うち取った！」という歓声と雄お叫たけびが聞こえてきたが、ユウキはそちらをチラとも見ないままライバッハに向かって叫んだ。

「あんたがわたしを助ける必要なんか全然ないのに、どうして！」

「あぁわかってる。ユウキ嬢はユウキ嬢だ……俺の娘なんかじゃない。それでも……ユウキ嬢が魔女だろうとなんだろうと……俺はあんたを助けられて……よかったよ」

「嫌だ！　嫌だ嫌だ嫌だ！　あんたにこんなことされたら、わたし、人を嫌いでいられなくなっちゃうじゃないの！」

　泣き喚わめくユウキの眼前で、ライバッハの瞳の輝きが薄れていく。

　体から生気が抜け落ちていく。

　ちょうどそのとき、ライバッハ隊を追いかけてきたマグレイブの本隊がやって来た。

　マグレイブは部下に停止を命じ、自分は数人の幹部を引き連れ、ライバッハとユウキの側そばまで進み出てきた。

　マグレイブは素早く辺りを観察し、状況を読み取った。

　どうやらライバッハは、この魔女を助けようとして敵の矢に射いられたようだが、マグレイブにはライバッハがどうしてそこまでするのかがわからなかった。

　ユウキが彼の娘むすめに似ていることも。

　人と魔女という立場の違いを超えた連帯感が、彼と魔女のあいだに芽生えていたことも。

　彼がナーガの部下になったことも。

　マグレイブは知らなかったのだから無理もない。

　だからマグレイブは不思議に思った。

　むしろ不審に思った。




「ちょっと！　しっかりしなさいよ！」

　ライバッハの頭の横にしゃがみ込んだユウキは、思わず彼の上体を掻かき抱いだいた。

　人の男が側にいるだけで吐はき気がして殺意が滾たぎってくるユウキが、生まれて初めて自分の手で男に触り、抱き寄せていた。

「ねえってば！　目を覚ましてよ！」

　そんなユウキを、ライバッハは朦もう朧ろうとした半眼で見上げている。

「俺はナーガ様が言った……魔女と人とが一緒に暮らせる世界を見たかっ……た。だが、どうやら俺は見ることが……できそうもない。だからユウキ嬢、俺の代わりに……あんたが見てく……いやそうじゃな……俺が見たかった新しい……世界……あんたの手……実現させて……くれ……」

　ライバッハの瞼まぶたがゆっくりと落ち。

「見せてやるわよ。見せてやるから目を開けなさいよ！」

　彼の体から力が抜けていく。

「起きてよ！　ねえ起きてったら！」

　ユウキは必死で彼の体を揺さぶった。

　自分が滂ぼう沱だと涙を流していることにすら気づかないまま必死で揺さぶった。

　ライバッハの瞼が少しだけ持ち上がった。だが、彼の瞳は焦点を結んでいない。ユウキの顔が見えているのかどうかも怪しい。

　彼は最後の力を振り絞るように右手を持ち上げ、ユウキのほうへ伸ばそうとした。

「なに？　何が言いたいの!?」

　ユウキは彼の口くち許もとへ耳を寄せた。

「……なんだエリナ……じゃねえか。リィ……サも。迎えに来て……くれたのか。悪かったな……長いあいだ寂さびしい思い……させちまって。でも大丈夫……これからは……ずっと三人……一緒で……」

　伸ばされたライバッハの右手が落ちた。

　瞼まぶたが閉じられた。

　体から熱が失われていく。

「いや────っっ、ライバッハぁぁぁ」

　雨音を劈つんざいてユウキの絶叫が辺りに轟とどろいた。

「起きてよ──っ、目を覚まして──っ」

　声の限りに叫びながら、ユウキはライバッハの体を揺さぶった。

　だが、彼の瞼が開くことは二度となく、彼の体が動くことも二度となかった。




　周りにいた兵たちが大きな声で何かを叫んだ。

　兵たちが自分とライバッハに向かって敬礼を送ってきた。

　けれどユウキには何も聞こえておらず、何も見えていなかった。












　彼女の頭の中を悔かい恨こんと反省と自責の念が駆け巡る。

　リィリィを失ったとき以上の重さと激しさで。

　どうしてもっとライバッハの話し相手になってやらなかったのか。

　どうしてもっとライバッハに優しくしてやれなかったのか。

　どうしてもっと慎重に行動できなかったのか。

　どうしてもっと冷静な判断ができなかったのか。

（リィリィが何度も忠告してくれたのに！　彼女の言うことをちゃんと聞いてれば、リィリィもライバッハも死なずに済んだのに！）

　この結果は自分の愚かさが招いたのだと、ユウキは自分を責めた。

「どうしてどうしてどうしてわたしは──っっ！」

　雨に打たれるのもかまわず空を見上げたユウキは、血けつ涙るいを流して慟どう哭こくした。
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　彼女のその様を見たマグレイブは、改めて驚いた。

（ライバッハが魔女のために命を懸かけ。魔女はライバッハのために泣いている。我らは、ついこのあいだまで仇きゆう敵てきとして戦っていたというのに）

　ライバッハと魔女やナーガの繋つながりを知らないマグレイブは、ライバッハが魔女のために命を賭したことが理解できなかった。しかし、理解はできなくても現実を直視するだけの思考力と判断力は持っていた。

　彼は、魔女のために命を懸ける人間がいることを知った。

　自分を救おうとした人間のために泣ける魔女がいることを知った。

　これまでの常識ではあり得ないことが眼前で起きていることを知った。

（もしかすると何か新しいことが起きようとしているのかもしれない。新しい時代が始まろうとしているのかもしれない）

　ナーガという男が言った「人と魔女とが共に暮らせる世界」が、ただの理想やお題目ではなく、実現可能な目標になるのかどうか、まだ彼にはわからない。それでも彼は、今までは感じられなかった新しい風がこの世界に吹き始めたことを肌で感じ取っていた。

　そんなマグレイブの意識を副官の叫び声が現実に引き戻す。

「将軍！　後方で戦闘が始まっているようであります！　おそらく駆けつけてきたナーガ殿の部隊が旅団の残りと戦端を開いたのではないかと！」

　マグレイブはライバッハ隊の副隊長を見つけると、彼に命じた。

「貴様は五十を率いてここに残れ。ライバッハの遺体を守るのだ。いいな？」

「は。自分は五十を率いてこの場でライバッハ隊長を守ります！」

「残りは我と共に来い！　ナーガ隊を助けて旅団の残りを殲せん滅めつするぞ！」

「おお──っ！」

　マグレイブは百五十ほどの兵を率いて後方へと駆けていった。

　その場にはマグレイブが留とどまれと命じた五十の兵が、ライバッハの遺体とユウキを取り囲むようにして残った。

　彼らの真ん中でユウキは泣いていた。

　いつまでもいつまでも号泣を止やめなかった。
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　その少し前のことだ。

　味方のいなくなった空くう隙げきを埋めようとして部隊を進めたグリスタンだが、向かった先には敵も見当たらなかった。

（兵の声や剣けん戟げきの音はしていたから戦闘があったのは間違いないのだが）

　その証拠に、あちこちに戦死した兵の遺体が転がっている。そしてその数は、カサンドラ王国軍兵士よりも旅団員のほうが遥かに多かった。

　それを確認したグリスタンは、状況が思った以上に悪くなっているのを悟った。

　相変わらず雨は降り続いているし、空も黒雲に覆おおわれたままだ。

　昼間だというのに夕暮れ時のような暗さだった。

　見通しも利かず、足下も悪い。

　敵の姿も見えなければ、味方の姿も見えない。

　味方がどうなったかわからない。

　わからないが、周囲の状況から推察すると、戦況はかなり悪化しているように思える。

　これ以上、この場に留まるのは危険と彼は判断した。

　グリスタンのこの判断は間違っていない。

　総大将の無事を確保するのはもっとも重要なことで、退却しようとする彼の判断を臆病風に吹かれたと非難するには当たらない。

「退却する。我に続くよう兵に伝えなさい！」

「は！」

　副官が声を張り上げた。

「退却する！　この場を離れるぞ！　グリスタン様に続け！」

　馬首を巡らせたグリスタンに、周りにいた兵や幕ばく僚りようも続く。

（黒い森の魔女どもがこれほど手強いとは）

　驚きと後悔の念に苛さいなまれながら、彼は馬の横っ腹を踵かかとで軽く蹴った。

　ジュエルジュードが破れたと聞いても、心のどこかでは魔女を侮あなどったままだった。

　馬鹿正直に戦おうとして魔女の卑劣な罠わなに落ちたジュエルジュードを軽侮する気持ちすらあった。

　だが、それは間違っていた。

　黒い森の魔女は、今までグリスタンが戦い屠ほふってきたどの魔女とも違っていた。

　個々人の魔法の能力を頼りにばらばらに戦うことしかなかった今までの魔女と黒い森の魔女は、明らかに一線を画している。

　統制の取れた行動と連係の取れた戦い。

　おまけに作戦は的確で、即応能力も見事だった。

　今までの魔女が野犬の群れだとすれば、この魔女たちは恐るべき狼おおかみの群れだった。

（このままでは済ませません。この場はいったん退いて捲けん土ど重ちよう来らいを期すしかありませんが、次に来るときは魔女どもを根ね刮こそぎ狩ってやります。狩り尽くしてやります。殺し尽くしてやります。焼き尽くしてやります。ただの一人も逃さずにこの世から抹殺してやります）

　グリスタンを乗せた馬が駆け出した、そのとき。

　突如、右後方で喊かん声せいが湧き起こった。

「敵だっっ！」

　退却のために方向転換をした直後だったのが痛かった。

　旅団員の叫び声が上がったときには、すでに敵は肉薄していた。

　凄すさまじい速度で礫つぶてが飛んできて、旅団員がばたばたと落馬する。

　足に縄なわが絡みついて、何頭もの馬が倒れ込む。

　落馬した騎兵の喉に黒々とした蛇のようなものが巻きつき、みな悶もん絶ぜつした。

　降り注ぐ雨が、鋭く尖とがった凶器に変わる。

　水の槍やりは白しろ銀がねの鎧よろいすら貫いて、旅団員は血ち飛沫しぶきを上げて落馬していく。

　狼の集団が辺りを駆け回り。

　馬は暴れ、辺りを勝手に走り回る。

　中隊の左後方は大混乱に陥おちいっていた。

　そこへ槍を構えた奴ど隷れい兵が一団となって突っ込んできた。

　落馬して地上にいた兵は槍やり衾ぶすまの餌食になる。

　落馬していない騎兵も、馬が槍に刺されて倒れ、次々と落馬していく。

　狼の影響で馬の制御が利かなくなっているから、騎兵の対応がどうしても遅れる。

「押せ、押せ、押せ！　敵の陣形は乱れた！　今が好機ぞ、押して押して押しまくれ！」

　ナーガの号令一下、奴隷兵の一団が敵中隊の中へ中へと突き進んでいく。

　走り出したグリスタンの背中で歓声や怒号が渦うず巻まいたが、グリスタンはかまわず、馬の走る速度を上げる。

　引き返せば敵に包まれる。

　後方にいる味方を救うには兵力が足りない。

　彼にできることは、一刻も早くこの場から逃げ出すことだけだった。

　繰り返すが、彼のこの判断は間違っていない。

　いないが、遅きに失したとは言える。

　行く手の左手で鬨ときの声が上がった。

　マグレイブ率いるカサンドラ王国軍部隊が駆けてきたのだ。

　グリスタンに続こうとした騎兵の何割かがそれに気づいて足を止めてしまった。

　新たに出現した敵と衝突すれば、後ろから迫ってくる敵に背後を襲おそわれる。そうなったら全滅もあり得ると、彼らはそれを恐れた。

　結果として、その遅滞が王国軍に包囲される原因になってしまった。

　足を止めた十数騎の騎兵は、マグレイブが率いる王国兵百五十に囲まれ、激しい抵抗も敵かなわず、全員が討うち取られた。
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　出現したマグレイブ隊と十数騎の敵の戦闘を横目に、ナーガ隊とアイス隊は逃げる敵を追って走った。

「追え追え追え！　足を止めるな！　なんとしても追いつくんだ！」

　ナーガは息を切らしながらも、奴ど隷れい兵を叱しつ咤た激げき励れいする。

　しかし、騎馬と人の足では走る速さが違う。

　おまけに足下はぬかるんでいて足を取られがちだ。

　一目散に駆けていくグリスタンと彼に従う十騎ばかりの騎兵と、追いかけていくナーガたちとの距離は離れるばかりだった。

　視界から消えていく敵騎兵の姿を睨にらみながら、ナーガは大きく舌打ちした。

（くそ。あの武将は、立派な兵装からして旅団長じゃないかと思ったんだが。敵の大将を討ち取れる絶好の機会を失ったか）

　それでもナーガは、息を切らしながら必死に走った。

（諦めるな。まだ可能性はある。馬が泥でい濘ねいに足を取られて落馬する可能性だって皆無じゃないんだ）

　そう自分を鼓舞しながらナーガは走り続けた。

　彼に従う奴隷兵たちも苦しそうに喘あえぎながら走り続けた。

　アイス以下、数名の魔女たちも息を切らしながら走り続けた。

　この諦めの悪さが幸運を招いたと言えるのかもしれない。
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　グリスタンの右隣を走っていた騎兵二人が、いきなり落馬した。

（っ!?）

　矢が飛んできたのでも、敵に槍やりで突かれたのでもない。

　何が起きたのか、グリスタンにはわからなかった。

　わからなかったが、兜かぶとの隙すき間まから手を入れるようにしてのたうち回っている落馬した騎兵を見れば、敵から攻撃を受けたのは間違いない。

　グリスタンが咄とつ嗟さに馬の速度を落とすと、きん、きん、と小さな金属音が聞こえた。

　自分の鎧よろいに目をやると、何か細長い物が何本も刺さっているのが見えた。

（これは……か、髪の毛!?）

　であれば、これは魔女による魔法攻撃だ。

　行く手に魔女がいることを悟ったグリスタンは大声で味方を呼ばわった。

「魔女がいます！　左手へ逃げなさい！」

　グリスタンと十騎ほどの騎兵は、馬首を巡らせ、左手へと走る方向を変えた。

　だが、そちらには。
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「うわぁ、なんかこっちへ来る!?」

　戦況を把握しようとして戦場に近づいてきたセレナの横にいたディーが悲鳴のような声を上げた。

「どうしよ？」

　一緒にいたエレオノーザが彼女を叱しつ咤たする。

「どうしようって、今こそあんたの魔法の使いどころじゃないのっ!?」

「え？　そ、そうなのかなっ？」

「どうなの、セレナ!?」

　エレオノーザはセレナに訊きいた。

　三人はちょうど幾つかある小高い丘の一つの頂に登ったところだった。

「こちらに向かってくるのは十騎ばかりの騎馬です。それを追って味方も走ってきます。えっと……ナーガさんです！　ナーガさんの部隊が追いかけてきます」

「だって、ディー！　敵の足止め！」

「わかった！」

　ディーは後ろに従えていた幻影を自分の前に出した。

　何しろ幻だ、どれほどの重武装でも、雨が降ろうと風が吹こうと地面がぬかるもうと、問題なく歩ける。

　するすると進み出た三十ばかりの幻の兵は完全武装の出いで立たちだった。
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　走ってきたグリスタンと彼の部下は、前方に槍やりを構えて待ち構えている重装歩兵を発見した。

「待ち伏せされたっ!?」

　敵は三十ほどもいる。しかも完全武装の重装歩兵だ。

　対してこちらは十騎足らずとなれば、突っ込んでも蹴散らせないかもしれない。

　グリスタン以下は思いきり手た綱づなを引いた。

　馬が急停止する。

　中には棒立ちになる馬もいた。

「グリスタン様っ！」

「左だ！　左手後方が空いている！」

　グリスタンは馬首を百八十度巡らせると、再び馬を走らせた。

　残りの騎兵もそれに続いていった。

「ど、どうするの？　逃げてくよ！　わたしたちじゃ攻撃できないよ!?」

　幻の兵の後ろで身を低くしているディーがエレオノーザに訊きいた。

「いや、どうするって……どうしようもないじゃない」

　誰か一人くらい攻撃魔法を使える魔女を連れてくるべきだったと思うエレオノーザだが、

　戦闘力の高い魔女は強襲部隊に根ね刮こそぎ動員されていたから、それは無理な相談だ。

「なんか武装を見る限り、かなり位の高い奴やつだったと思うんだけどなぁ」

　エレオノーザもディーもセレナも、悔しそうな顔でため息を吐ついた。

　だが、彼女たちのこの咄とつ嗟さの行動が結果としてグリスタンの運命を大きく左右させることになったのだった。
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　ライバッハとユウキを守るべくその場に残っていた五十の兵たちは、騎馬の足音が近づいてくるのに気づいた。

「敵かもしれん！　戦闘用意！」

　副隊長の声で、全員が槍やりを構えた。

　ラルフレッドも槍を手に進み出た。

　篠しの突つく雨の中、前方から十騎ほどの騎馬が姿を現した。

「旅団の騎兵だ！」

　相手の武装を見た兵たちが叫ぶ。

「数が少ない！　恐れるな！」

　副隊長が兵を叱しつ咤たし。

「ライバッハ隊長の仇かたきを討うつんだ！」

　槍を構えたラルフレッドが、現れた騎兵に向かって突進した。

　彼の言葉に兵たちは勇気づけられた。

「ライバッハ隊長の仇かたき討うちだ！」

「旅団の兵を許すな！」

　五十名の王国兵が槍や剣を構えて走り出す。

　兵たちの「旅団」という言葉に、固まっていたユウキの体がぴくりと震えた。




「くそ！　ここにも敵がいたか！」

　どこに逃げても敵が現れることで、グリスタンは完全に包囲されたと勘違いした。

（もはやここを突破するしかありません！）

　見れば、相手は軽装歩兵ばかり。

　数こそ五十ほどもいるが、先ほどの重装歩兵三十を相手にするよりも楽そうだった。

「突破します！」

　一声叫ぶと、グリスタンは馬の手た綱づなを振った。

　ラルフレッドは自分のほうへ駆け寄ってくるひときわ立派な兵装の騎兵を狙って、手にした槍を投げた。

　槍は馬の体に当たったが、刺さらず地に落ちた。

　だが、その衝撃に驚いた馬が前足をはね上げ、急激な方向転換をした。

　堪たまらずグリスタンは馬から振り落とされてしまう。

　ラルフレッドは剣を引き抜いた。

　ほかの王国兵も、ラルフレッドに倣ならって槍を投げ。

　剣を引き抜いた。

　数十本もの槍が飛び。

　馬に刺さり、あるいは馬を傷つけ。

　騎兵の大半が落馬した。

　僅わずかに二騎だけがそのまま王国兵の脇を駆け抜けていった。

　地に落ちた旅団員に王国兵が襲おそいかかる。

　馬から下りてしまっては多勢に無勢だ。

　しかも、これまでの戦闘で疲労が激しい。

　さすがの旅団員も、次から次へと討うち取られていく。

　ラルフレッドと斬り結んでいたグリスタンは、周りで部下たちが討ち取られていくのを見て焦あせった。

（早く逃げ出さなくては！）

　ラルフレッドの体を蹴り飛ばすと、グリスタンは踵きびすを返して走り出す。

「逃がすかっっ！」

　ラルフレッドは思わず彼の足を抱え込んだ。

　いきなり足を掬すくわれる恰かつ好こうになってグリスタンが転倒する。

「この下げ郎ろうがっ！」

　グリスタンはラルフレッドの顔面に蹴りを入れる。

　低く呻うめいてラルフレッドが足を離すと、グリスタンは素早く立ち上がった。

　どちらへ逃げるべきか。

　彼が逃げ道を探して周囲に視線を走らせていると、空気を切り裂いて何かが飛んできた。

　がぅんっっ！

　飛んできたのはアイスが投げた礫つぶてだった。

　凄すさまじい勢いで飛んできたそれは、グリスタンの鎧よろいに命中した。

　あまりの衝撃に息が詰まり、グリスタンは大きく腰を折る。

「いたぞ！　追いついた！」

　足を縺もつれさせながら走ってきたナーガが叫んだ。

「奴やつこそが旅団長だ！　かかれ！　討ち取れ！　討ち取った者は奴ど隷れいの身分から解放されるぞ！」

「うおぉおぉ──っっ！」

　ナーガの言葉に力を得た奴隷兵の一団がグリスタンに襲いかかった。

「よっ、寄るな、下郎めらがっ！」

　グリスタンは必死に刀を振り回す。

　一人、二人と奴隷兵が倒れたが、グリスタン単独で二十も三十もの敵兵を相手にできるはずもなく。

　すぐに彼の姿は奴隷兵のあいだに消えた。

「討ち取ったぁあぁあ！」

　奴隷兵の一人が雄お叫たけびを上げる。

「敵の旅団長を討ち取ったぁぁ！」

　その瞬間に勝敗が決した。

　旅団最さい凶きようとまで言われた第七旅団の旅団長グリスタンは名もなき奴ど隷れい兵に討うち取られ、名もなき丘の上で散った。

　カサンドラ王国軍と魔女の連合軍の完勝だった。

　だが、連合軍の側がわも無傷で勝てたわけではない。

　魔女の何人かが討うち死じにしていた。

　ハリガンの一族ではサッハとナッシサスが。

　ヴィータの一族ではリィリィが。

　さらにナーガは、何ものにも代え難い貴重な人材を失っていた。

　ラルフレッドから話を聞いたナーガは、急いでライバッハとユウキの下もとへ走った。
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　ナーガやハリガンが傍かたわらに立っても、ユウキは泣いたまま顔を上げようともしない。

　涙も涸かれ、声も嗄かれ。

　それでも彼女はライバッハを抱いたまま泣いていた。

（ライバッハ。自分を犠牲にしてユウキを救ってくれたか）

　ナーガは瞑めい目もくして、内心でライバッハに礼を言った。

（ありがとうよ、ライバッハ。おまえは真の勇士だったな。今ここでおまえを失いたくはなかった）

　ナーガは自分の片腕を失ったような喪失感に襲おそわれた。

　ライバッハは人と魔女を結ぶ鍵となるはずの男だった。

　その彼を失ったことで、ナーガの個人的な感情はさておいても、実利的な面での損失も大きくなりそうだった。

（ライバッハを目の前で死なせたユウキの衝撃度も半端じゃないようだ。果たしてこいつは立ち直れるかどうか）

　内心でため息を吐ついて目を開けたナーガに、ハリガンがそっと訊きいてきた。

「こういう場合、どうすればいいと思う？」

　それに対してナーガは力なく首を左右に振った。

「どうしようもない。俺やおまえたちが何を言っても、どんな言葉で力づけようとしても、ユウキには綺き麗れいごとにしか聞こえないだろうからな。立ち直るには本人自らの意志と力が必要だ」

「そう……か」

「それには時間がかかるな。ユウキはしばらく戦いくさから外してやろう」

「そうだな」

　アイスが進み出て、ライバッハを抱いたままのユウキを背中から抱きしめた。

「頑張ったわね、ユウキ」

「アイス……」

　ユウキが泣き腫らした顔で振り向いた。

「わたし……わたしのせいでライバッハが……リィリィも……」

「リィリィのことは気にせんでもよいぞ、ユウキ」

　つい先ほどエリュシオーネを引き連れて姿を見せたヴィータが、いつもとは違う優しい声こわ音ねで呼びかけてきた。

「吾われらは皆、覚悟の上で戦いくさに臨んだのじゃ。仲間を失うのは悲しいが、それは誰かの責任ではなかろう」

　ヴィータの傍かたわらで、エリュシオーネが重々しく頷うなずいて言った。

「リィリィのことでおまえを責める者など我が一族にはいないよ」

　アイスやヴィータ、エリュシオーネだけでなく、多くの魔女が──ナムジャやアストゥロ、エンスーヤといった新参者もいた──ユウキの周りに集まり、初めて魔女の味方となった男の死を悼いたんだ。

　なおもヴィータはユウキに語りかける。

「リィリィは己おのれの信念に基づいて戦って、命を落とした。ライバッハも同様じゃ。ぬしのせいではない。一歩間違えば、ぬしも死んでいたのじゃ。命を懸かけたぎりぎりの戦いの中では、こういうこともある」

　それでもユウキは顔を上げられず、声もなく泣いている。

　ユウキを抱きしめたまま、アイスが彼女の耳みみ許もとで囁ささやくように言った。

「そうよ、ヴィータさんの言うとおり。あなたのせいじゃないわ、ユウキ。そんなふうに自分を責めなくてもいいの。これは誰のせいでもないのよ」

　するとユウキが掠かすれるような囁き声を返した。

「でも……でも……リィリィが……ライバッハも……わたしがもっと上う手まく戦っていれば死なないで済んだ……」

「もう、いいの。そんなふうに自分を責めなくてもいいのよ。だってライバッハさんは、あなたを助けられてきっと嬉うれしかったはずだもの」

「うわぁぁぁぁぁぁぁ」

　ユウキはアイスの胸に顔を埋うずめ、再び号泣した。

　そんなユウキの頭を、アイスは優しく撫なでてやった。

　何度も何度も撫でてやった。

　周りの魔女から啜すすり泣きの声が漏れた。

　魔女だけではない。

　奴ど隷れい兵も王国軍兵士も、みな泣いていた。





　13






　ナーガたちはライバッハの遺体をリガヤの待つ王都へ運ぶことにした。

　勇敢に戦って討うち死じにした他の王国軍兵士の遺体も運びたかったが、軽装で駆けてきた強襲部隊は荷車も戸板も持っていない。

　そちらは改めて遺体の回収班を送ることにした。

　街中に出て籠ろう城じよう戦の陣頭指揮を執とっていたリガヤに戦勝を報告したナーガたちは、彼の案内で王宮に出向くことになった。

　謁見の間でリガヤがカサンドラ四世に勝利の報告をすると、彼は大喜びでナーガや魔女たちを褒ほめ称たたえ、労苦を労ねぎらった。

　今までとは掌てのひらを返したような国王の態度に、ヴィータなど、

（現金な奴やつじゃのう）

　と呆あきれていたが、それまでがどうだったかはともかく、この勝利が魔女国のおかげだということはカサンドラ王国の誰もが認めるしかなかった。

　国王はリガヤに命じて、この戦いで討ち死にした王国軍兵士を盛大な葬礼を執り行って弔とむらった。

　中でもライバッハは魔女国とカサンドラ王国を繋つなぐ重責を担になったことを高く評価され、救国の英雄として叙せられた。

　王都で弔われた者は王国軍兵士に限らなかった。

　リィリィ以下の三名の魔女も、救国の英雄として共に弔われたのだ。

　ナーガと魔女たちも、葬礼の式典に参列した。

　王国民挙あげての盛大な葬礼は、新たな時代の到来を予感させる一幕だった。
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　いくら待ってもゲッツェンバーグから連絡がないのを不審に思ったメッシーナは、何隊もの物もの見み部隊を送り出した。

　そのうちの一隊がカナルの街で全滅している第二旅団を見つけ、大慌あわてで本陣まで駆け戻った。

　報告を受けたメッシーナは、衝撃のあまり返事も忘れて固まってしまった。

「メッシーナ様！」

「本当でしょうか!?」

　副官や幕ばく僚りようの悲鳴のような声に、メッシーナが我に返る。

　彼女は忌いま々いましそうに舌打ちした。

「物見が嘘うそを吐つくはずもなし。揃そろって白昼夢を見るはずもなし。ならば本当なのだろう」

「ま……魔女が見せた幻ということは……」

　という幕僚の一人の指摘にメッシーナが考え込んだ。

「……可能性は低いが、皆無というわけではない……か」

　顔を上げたメッシーナは、毅き然ぜんとした態度で副官に命じた。

「この目で確かめる。本隊をカナルの街まで進める準備をするように。都市国家の兵五百は邪魔になる。ここで輜し重ちようの番をさせておけばいい。そう伝えなさい」

「は！」

　メッシーナ率いる第八旅団は直ただちに出撃の準備を調ととのえ、カナルの街に向かって進軍した。

「第二旅団が全滅したのが事実なら、どこかに魔女が潜んでいるかもしれません。慎重に進んだほうがいいのでは」

　という進言が幕僚からあったが、メッシーナは却下した。

「第二旅団を全滅させたのが魔女なら、奴やつらは疾とうに引き揚げている」

　それがメッシーナの見解だった。

（むしろ先行しているグリスタンの旅団のほうが危ない）

　メッシーナの虞おそれは、やがて現実のものとなった。
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　メッシーナが率いる第八旅団はカナルの街へと急いだ。

　街道はまだぬかるんでいるが、雨は上がっていたので、騎兵が進む分にはそれほど難儀しなかった。

　やがて第八旅団はカナルの街の郊こう外がいに到着したが、第二陣に属する都市国家連合部隊は街道沿いにも街の周囲にも見当たらなかった。

　送り込んだ物もの見みが、街中で全滅している第二旅団を確認した。

「やはり事実だったか。敵の姿はないのだな？」

　ため息を吐つきながらメッシーナが確認すると物見兵は姿勢を正して答えた。

「は。敵兵どころか住民の一人も見当たりません」

「住民も？　どういうことだ……」

　物見の報告に、メッシーナは眉を顰ひそめる。

　が、考えていても状況の把握はできない。

　メッシーナは本隊を率いて街中に入った。

　なるほど、第二旅団の兵がそこかしこで倒れていた。

　倒れている団員を検分してみると、矢傷も刀傷も負っていないことがわかった。

（……つまりこれは魔女の仕業ということになる。神の旅団を一個丸ごと全滅させるとは、恐るべき戦闘力だな。どれだけの魔女が集結したというのだ）

　この惨状がヴィータとユウキ、リィリィの三名によってもたらされたことを知ったら、メッシーナはなんと言っただろうか。

　それはともかく、彼女は難しい選択を迫られた。

（おそらく第二陣の都市国家の兵は、これを知って逃げ出したのだな。後方に置いてきた五百も、これを知れば輜し重ちようを放り出して撤収するかもしれない。となると、いま動けるのは我が第八旅団だけ。先行しているグリスタンの第一陣が危地に入り込んでいるかもしれないが、今から我々だけで追いかけていったのでは、こちらも自ら危地に足を踏み入れるようなものだ。さて、どうしたものか……）

　メッシーナはジュエルジュードやグリスタンに比べれば、ずっと慎重な質たちだった。

　一騎当千という言葉は好きだが、じっさいに一人で百人も千人もの敵を相手にできるわけではないことをよく知っている。

（迂う闊かつには進めないな。グリスタンの身の安全はグリスタン自身に任せるしかないか？）

　少し迷ったメッシーナは、仲間の遺体を運ばせ、何隊かの物見部隊を放ち、本隊を街から少し離れた場所に移動して陣を構えた。

　ほどなく彼女の迷いを断ちきるだけの報告がもたらされた。

　息も絶え絶えに駆けてきた第七旅団員を、物見部隊が保護して連れてきたのである。

　メッシーナは第七旅団が壊滅したことを知った。

（第二に続いて第七もだと……）

　ジュエルジュードの第三も入れれば、三個の旅団が敗北を喫したことになる。

（あり得ない。だが、事実は事実。この地であり得ないことが起きているのだ。そう思うしかない）

　もはや進むという選択肢はなくなった。それどころか、いつまでもこの地に留とどまっていては、第七旅団を壊滅させて勢いに乗った王国軍と魔女の連合軍に襲おそわれる可能性さえ出てきた。

（都市国家連合軍の支援が望めない今、第八旅団単独で奴やつらは相手にするのは荷が重い）

　メッシーナは冷静にそう判断した。

　彼女は決断を下した。

　カサンドラ王国領から引き揚げることを。

（とりあえずグランビスタの街まで戻る。戻って、そこに留まり、半島の都市国家の動揺を抑えるべく、周囲に睨にらみを利かせる。そうしておいて教王様に援軍を出していただく。旅団のみならず、本土の諸国にも兵を出してもらい、万余の軍勢でカサンドラ王国を踏み潰す。それしか名めい誉よ挽ばん回かいの方策はない。わたしは遠征失敗の責任を取らされるかもしれないが、それは甘んじて受うけ容いれよう）

　このメッシーナの挽回策がそのまま実現していたら、ナーガたちの勝利も一時的なものに終わっていたかもしれない。

　だが、彼女の策が実現することはなかった。

　グランビスタに戻り、教王に報告を送ったメッシーナは、責任を追及されることなく、直ただちに帰還するように命じられた。

「なん……だと？　新教会の軍が渡海してきただと!?」

　驚きよう愕がくのあまり、メッシーナは目を剥むいて使者に尋ねた。

　第二旅団が全滅していると聞いたときでも、これほど驚きはしなかった。

「は。すでにブラッセルの街が奴らの手に落ちております。現在、フラシエンヌ大公を中心とした連合軍が結成され、反撃の作戦を開始しようとしております。我らが神の旅団も連合軍に参加して、新教会の愚か者どもを海へ叩たたき落とせという教王様の仰おおせでございますれば、一刻も早くお戻りください」

「……西さい果はての半島はどうなる？」

「そのような辺境の地は打ち捨てておけばよいとの仰せにございます」

「そうか」

　メッシーナは大きな徒労感に襲われた。

（たしかに新教会の軍が攻め寄せてきたとなれば、西果ての半島になど関わっている場合ではないが……それでは、この地で神の旅団が三個も敗れたという事実が、旅団を破った敵が健在であることが、世間に流る布ふしてしまう。果たして本当にそれでいいのか）

　と思うものの、教王の命令に逆らえるはずもない。

　メッシーナは直ちに第八旅団を率いて本土へと帰還していった。
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　神の旅団三個を撃退したことで、カサンドラ王国と黒い森の魔女の名は一気に高まった。

　同時にそれは、魔女を率いる龍王ナーガという男の存在を大陸中に広める契機にもなった。

　ナーガと魔女たちが第七旅団を強襲して壊滅させた戦いを、世間では「カサンドラ丘きゆう陵りようの戦い」と呼んだ。

　後にナーガが織お田だ信のぶ長ながとして桶おけ狭間はざまの戦いに勝利し、そのことによって一躍その立場を雄飛させ、彼の名を日本国中に轟とどろかせたように、「龍王ナーガ」の名は大陸本土に轟き渡ることになったのだった。
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　レンスールの街で商館の開設準備を終えたナーガは、イクシーヌを引き連れて魔女国の国都へと戻ってきた。

　アイスとレラは当初の予定どおり現地に残って商館の維持運営を担になうことになり、リンネとリンナも商館に詰めることになった。

　二人にはアイスとレラの手伝いをすると同時に、レンスールの街に出入りする商人たちから噂うわさ話ばなしを拾ってもらうという役割も期待されていた。

　ナーガはレンスールに出たついでに、また奴ど隷れい兵を二十人ばかり購入していた。

　これで奴隷兵は百人ほどに増えたことになる。

　いや、奴隷兵が、という言い方は正確ではない。

　先の旅団との戦いで手柄を立てた奴隷兵の十名ほどが、奴隷の身分から解放されていたのだ。

　解放された本人が喜んだのは当然だが、ほかの奴隷兵もみな喜んだ。

　戦いくさで手柄を立てれば奴隷の身分から解放されることが実証されたからだ。

（次こそは自分が）

　その思いで奴隷兵たちは解放された仲間を祝い、闘志を燃やした。
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　簡素な建物群の中でも比較的大きな一棟が──大きくても丸太を組んだだけの掘ほっ建たて小屋であるのは変わらない──評ひよう定じようの館であり、応接の館でもある。

　そこに陣取ったナーガは、カサンドラ王国から派は遣けんされた使者やレンスールの街の使者と会談を重ねた。

　レンスールの街は予定どおりここに商館を開いて実務者を常駐させることになったが、カサンドラ王国のほうも駐在官を置きたいと言い出した。

　ナーガは王国の申し出を容いれて、レンスールの街の商館の隣に、王国のための館も建てるようにハリガンに頼んだ。

「それはいいのだがな」

　と頷うなずいたハリガンは、小さなため息を一つ吐ついた。

「ユウキか？」

「うむ。相変わらず部屋に引き籠こもっておる。おかげで木を伐きり出すのに一苦労だ」

「あいつの風の刃やいばは木を伐るのにも便利だったからな」

　と言って、ナーガは苦笑した。

「奴ど隷れい兵が増えたんだ。人海戦術でやるしかないな」

「そうだな。しかし」

　ハリガンは思案げな顔でナーガに言った。

「あのまま放っておくわけにもいかん……とは思うのだが、具体的に何をどうしてやればいいのかがわからん。今回は事情が事情だからな。仲間の魔女を失ったことは今までにもあったが、こんな経験は初めてだ。吾われも、何をどうしたらいいものか」

「ユウキの奴やつ、具体的にはどんな感じなんだ？　飯も喉を通らないなんて状態だと洒落しやれにならないが」

「いや、そこまで酷ひどくはない。というか、飯はちゃんと食べている。泣き続けているわけでもない。なんというか、部屋に引き籠こもって何かを考えている……そんな感じだな」

「そうか、考えているか」

　ナーガは、ふっと表情を緩めた。

「だったら大丈夫だろ」

「そう……か？」

「ああ。前にも言ったが、こういうのは自分の力で乗り越えなきゃ意味がない。あいつが考えているなら、そのうち自分なりに消化して何か答えを出す。そうなれば、きっと今回のことは乗り越えられる」

「……だといいのだがな」

「むしろ今回の経験で、ユウキの奴は一皮剥むけるかもしれないぜ？　一回り大きくなるかもしれないぜ？」

　ハリガンは、またもため息を吐ついてしみじみと言った。

「そう願いたいものだな」

　ナーガは大きく頷うなずいて、大丈夫さ、と応こたえた。

「きっとあいつはいい魔女になる。優れた武将になる。だから今はそっとしておいてやればいいと思うぞ」

「わかった。余計な気遣づかいはしないでおこう」

（ユウキが一ひと廉かどの武将に育ったら……それはライバッハのおかげだな）

　ライバッハは、ナーガがこの世界に来て初めて知り合った人間だった。

　彼のことを思うと少し胸が痛むナーガだが。

（いつまでも後ろを向いてはいられない。俺はライバッハに約束したんだ。人と魔女とが共に暮らせる世界を創つくることを。その実現に向かって俺は進み続けなくちゃならない）

　人は死んで埋められれば土に還かえるだけ。

　死んで焼かれれば空に還るだけ。

　だからナーガは、死んだライバッハ相手に改めて誓ったりしない。

（俺がおまえとの約束を守るのは、おまえが俺に尽くしてくれたことに報むくいるためだ。俺は俺に尽くしてくれた奴やつには必ず報いるぜ。それが織お田だ信のぶ長ながという武将だ……ん？）

「おだ……のぶなが？　それは……その名前は……」

　顔を天井に向けて呟つぶやいているナーガを、ハリガンが不思議そうな顔で見つめていた。











あとがき







　さて、最初にお断りしておかなくてはなりません。

　前巻（Ⅵ巻）のあとがきで「この巻（Ⅶ巻）が出る頃にはドラマＣＤも出るかも」と書きましたが……出ませんでした、ごめんなさい。ですが、企画そのものがポシャったのではなく、延期になっただけみたいです。だから次の巻（Ⅷ巻）が出るときには、今度こそドラマＣＤも出るんじゃないかな？　と思ったり思わなかったり。果たしてどうなるのだろうか。今のところⅧ巻は夏頃発売の予定らしいです。




　それはさておき。

　この冬にニセコへスキーに行ってきました。四泊五日の日程で。スキー旅行に四泊したのなんて初めてですよ。さすがに四泊すると、たっぷり滑すべれます。ふつうのスキーだけでなく、歩くスキーとかも体験したり。もちろんガイドさんが付いてます。スキー場のゲレンデと違って深閑とした林の中をスキーを履いて歩いていくのは、なかなかに面白かったです。ただ、気温が高めで──何しろ二月のニセコなのに氷点下になるかならないかくらいでしたから──歩いているうちに暑くて汗が止まらなくなったのには閉口しました。雪も湿っていて、世界に名だたるニセコのパウダースノーとはほど遠かったのですが。でも、楽しかった。来シーズンも四泊くらいしたいものですが、その前に。ぜひ夏にも行ってみたいです、ニセコ。夏は夏で爽やかなんだろうな。温泉があるのもいいですね。

　それはさておき２。

　昨日、札さつ幌ぽろの最高気温が十六度を記録したそうです。長いあいだ東京周辺で暮らしていたわたしの感覚だと、三月末で十六度なら、ごくふつうの気温なんですが、札幌ではそうじゃなかった！　なんと、三月に十六度になったのは明治二十四年以来、百二十四年ぶりなんだとか。百二十四年!?　それ、もうほとんど異状気象のレベルですがな。たしかに、外を歩いているとき、暖かいな～、とは思いましたが、そこまでとは。今年の夏に札幌を百年ぶりの猛暑が襲おそわないように、今から祈っておこうと思います。




　それはさておき３。

　わたしが札幌に移住してきて四年半が経たとうとしています。引っ越してくるときは期待半分、不安半分でしたが、いざ住んでみると、実に快適な四年半でした。わたしは基本的に寒さに弱い人間でしたから、いちばん恐れていたのは冬の寒さでした。所沢にいた頃は気温が十度を切れば寒さに震え上がっていたものです。ところがこちらでは、冬にプラス一度にでもなれば、今日は暖かいな～、と感じるほどでして、人間の寒さに対する耐性はなかなかのものだと実感しています。でも、少しくらい寒さに慣れたからといって、陸りく別べつに住もうとは思いませんけど。ちなみに陸別町ちようは、冬の平均気温が日本でいちばん低い街だとかなんとか。真冬には氷点下三十度を下回ることもあり、「しばれフェスティバル」なるお祭りが催され、日本一の寒さを体験しに各地から観光客が集まってくるのだとか。ニュース映像で見た、濡ぬれタオルを振り回すと数十秒で凍るという映像は衝撃的でしたww

　まぁでも、いくら寒さに慣れても寒いのよりは暖かいほうがいいですから、いつもより早めの春の訪おとずれはありがたいのです。




　それはさておき４。

　北陸新幹線が金かな沢ざわまで開通しましたねぇ（と、いきなり鉄ネタ）。来年の春には北海道新幹線が新しん函はこ館だてまで開業しますよ。開業したら、新函館から新幹線に乗って東京に行ってみたいと思います。新函館から東京まで四時間とちょっと？　早い。昔、ゲームの仕事をしていた頃、飛行機ではなく新幹線と特急を乗り継いで札幌まで来たことが何度かあったのですが、だいたい十時間くらいかかったんじゃないかな？　それに比べるとずいぶんと早くなった……いや、まだ新函館までだから劇的に早くなるわけじゃない。たぶん札幌から新しん函はこ館だてまで、特急で三時間以上かかるはず。劇的に早くなるのは札さつ幌ぽろまで開通したとき。でも、それって二〇三〇年のことだよ。十五年も先の話だよ。俺、生きてるかどうかすらわからないよ。

　今後「今の夢は？」とか「将来の目標は？」と訊きかれたときは「二〇三〇年まで生きて、札幌から新幹線で東京まで行くこと」と答えることにしよう。いやマジで。

　それはさておき５。

「ワールドトリガー」（漫画のほう）、面白いよね。

　それはさておき６。

「実は私は」アニメ化、万歳。

　それはさておき７。

　最近、また札幌在住のラノベ作家さんを発掘（発掘？）。これで十人超えたぞ。どこまで増えていくんだ、ラノベ札幌組。




　というところで、そろそろ恒例の今後の予定で締めることに。

　次の「ナーガ」は夏頃と書きましたが、順当なら八月ですかね？

　同じ八月には「ロムニア帝国興亡記」（富士見ファンタジア文庫）の六巻が出るのではないかな？

　秋にはどこかで新作を出せるかもしれません。

　では、次は「ロムニア」の六巻でお目にかかりましょう（同じ八月の発売だとしても、富士見ファンタジア文庫さんのほうが五日早く出ます）。





　　　　二〇一五年三月吉日　舞まい阪さか＠今年こそ磐田は昇格できるか 洸こう

























　著者

　舞阪洸（まいさか・こう）

　　２月にスキーに行きました。が。かなり暖かく、残念な雪質でした。まぁしかたない。こういう年もあります。




　　浜松出身→上京→大学卒業→弱小出版社勤務→ゲーム業界に転進→たまたまデビュー→その後、独立→もうじき22年。札幌在住。







　　好き＝サッカーの試合を見る。




　　　　　美味しいモノを食べる。

　　　　　カラオケで歌う。




　　嫌い＝納豆（嫌いというより憎んでる）。




　　　　　待つこと、並ぶこと（立って）。

　　　　　猛暑（そのため関東脱出した）。







　イラスト

　よう太（ようた）

　　長年の夢であった猫を最近飼い始めたお絵かき屋さん。可愛すぎてスヤスヤ寝てるのに２時間ごとに近寄ってはモフって愛でて睡眠妨害をしかけている。これから平均で14年位は仲良く一つ屋根の下一緒に生活する予定。

　　名前は「ニャモ～ン・デ」
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